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‘ 定 時 評 議 員 会 決 議 お 知 ら せ

昭和55年 3 月25 日 開 催 の 定 時 評 議 員 会 に お い て 、 下 記 の と お り 役

員 が 選 出 さ れ ま し た の で 、 こ こ に 会 告 い た し ま す 。

1. 評 議 員 会 正 副 議 長 の 選 任

議 長 高 僑 保 夫 氏 ( 銭 高 組 )

副 議 長 長 田 正 雄 氏 ( 長 田 建 築 事 務 所 )

2. 会 長 、 副 会 長 、 理 事 の 選 任

昭 和ss年 度 会 長 . IIJ 会長・理事氏名 ( 敬林略)

新 ( 重) 任 留 任

会 長 塚 本 猛 次 ( 日 建 設 計 )

ilJ 会 長

足 立 孝 ( 大 阪 大 学 ) 福 田 朝 生 ( 双 hl 設 計 )

佐野正一( 菅井建築設計' 問所) 松 村 雄 二 ( 絵 村 組)

秋 田 満( 日本住吉公団) 井 上 決 ( 大 建 設 計 )

市 川 宏( J I l : 畑建築'1>務所) 今 西 祥 自I1 ( 大阪府建築部)

岡 本 行 普 ( sB 初 設 計 ) m 図 祐( 大 本本 組)

理 事

小 西 山 甲 ( 小 西 設 計 ) r卜 林 fJ'f ( 新 住 宅 社 )

小 絵 正 宏 ( 鹿 島 建 設 ) 多古月 進( 大阪市立大学)

( 技術)

絵村康三Ｈ捕 ￬￬ｬｬ 建築 Ｇｉｾ 務所Ｉ 寺 田 徳 重 ( 大 成 主 主 設 )

三 品 哲 夫 ( 大 阪 市 主 I ! 築 局 ) 八 十 島 健 二 ( 竹 中 工 務 庖 )

三 輪 泰 司( 地域計画連事研究所) 山 田 幸 一 ( / 刻 西 大 学 )

大 林 芳 郎 ( 大 キ4 組)

j葺 沼 茂 夫 ( 浅 iB 組) 奥 村 俊 夫 ( 奥 村 組)

( 総合)

木 下 正 平IJ ( 消 水 建 設 )

銭 高 輝 之 ( 銭 高 組)

鴻 池 雄 一 (i 喝 池 組) 竹 中 錬 ー ( 竹 中 工 務 庖 )

前 野 慶 太 郎 ( あ め り か 屋 )

( 電気)

小 林 四 自11 ( 太陽工藤工 '/"n

武 田 恭 一 ( 近 畿 電 気 工 事 )

菅 谷 健 児 ( 大 阪 電 気 暖 房 )

( 管工) 1思 議 Ｑ 噂Ｈ三比ｾ 1I刈)

伴 一 自11 ( 西 原 衛 生 )

松 本 亮 二 (i! '1 水 工 業 所 )

( 建材)

川 岸 繁 夫 ( 川 岸 徳 業)

渡 辺 .o: ( 東洋シャッター)

村 上 二 郎 ( サンエス石膏)

‘ 通 常 総 会 結 果 報 告

昭和55年 2 月28 日 開 催 の 通 常 総 会 に お き ま し て 監 事 l 名 、 並 び に

本 部 所 属 評 議 員 24名 、 同 補 選 評 議 員 1 名 の 選 挙 を 行 い ま し た 結 果 、

下 記 の 方 々 が 当 選 せ ら れ ま し た の で ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。

記

監 事 習主 隆 雄 君 { 問 組}

杉 村 正 三 郎 官 ( 阪 急 電 気 工 事 )

中 道 朝 男 百 ( 中 j(f 組

原 ね - ｻｬＨ甲南極怠工 ｾｊ

本部所属E平総員 初回ｾ - ( > 虫 初 組}

( 妓術郵門)

( 電気節門)

岡 本 宏 行 古 市4主宰局住宅部111141

l長 海 正 雄 君 ， ) : I母 電 2

懐 山 正 彦 s (ifr 般地建計l剖諜)

今 村 ! I 君 t 中 央 電 気 }

長 国 正 雄 君 ( 民 団 建 築 # 務 所 )

. 菜 原 fi : l 英君来! 車工食、

野崎村 1i 四 男 君 ( / 関 西 大 学 )

( 管工部門)

米 国 'jJ 怯 ι ( ; 松田建設工務広)

， D.¥ 沢 太 作 首 { 斉 久 工

( 総合部門)

{ l l J 回 四 郎 首 ( カ ン ダ ン }

篠 崎 一 自11 誼( 浅 iB 組)

山 田 光 次 君 ( 山 図 工 業 )

高 備 保 夫 ' 1 1 ( 銭 高 組)

( 建材部門)

野 村 i ' A "IJ 君 ( 新 工 務 所 )

河 村 二 郎 君 ( 浅 野 ス レ ー ト )

深 谷 辰 彦 君 ( 戸 田 建 設 )

小 山 年 光 ' 1 1 ( 悶 仏 応 用 )

古 本 仁 - l1 ( 藤 木 工 務 庖 ) 補選本部所属好機員

松 岡 義 人 君 ( 奥 村 組)

若 山 繁君( 近畿電気工' I i ' )

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一

‘ 日 本 建 築 協 会 昭 和55年 度 収 支 予 算

去る 3 月25 日 開 催 の 定 時 評 議 員 会 に お い て 承 認 さ れ ま し た 。

収入の部

大 科 自 中 H  目 予 算 Mi 4責 算 内 訳

事 業 収 入 58，邸l O，∞o

会 奇B・士c. 収 人 39. 似l O，∞o 普通号10図特別号 2 回

契 約 ' ? 欽 売 上 収 入 1. 800. ∞o  

建築データシート収入 1. α l O. ∞o  記事掲載収入

建 築 技 術 選 占 収 入 2. 4∞ .α l O 

住 宅 相 談 所 収 入 5. 7∞. ∞o  出展料収入ほか

集 会 収 入 3，奴l O.α l O 各経見学会ほか

講 演 講 習 会 収 入 2. 100. ∞o  

広 報 収 入 1，7∞ぷl O

維 収 入 1. α l O，償却

会 費 収 入 54 ，990.α l O 

例 人 正 会 貝 28， 側 側 | 本 部 ・ 支 部 会 只

11 2，1∞ .α l O 地方会貝

団 体 正 会 貝 24. 侠l O. 伎)()I

首i 会 只 90. 似l O 学生

寄 付 金 収 入 寄 付 金 収 入 日l O，似l O

維 収 人 輔自 ｾｊＨ＠ 入 210. 似苅

収 入
メ口入

計 114. おl O. ぽゆ

支出の部

大 手ヰ 目 中 f'十 目 予 o' 額| 械 ｾ＠ 内 訳

会Ht t  

理 'f!空 55，110. αm 

給 事} 手 当 3i .α l O.α l O 本 給 食 与 ・3若手当

退職給与引当金繰入額 l 3.α l O. は附

福 手IJ 厚 生 1 l 4.α)(). ∞ O. 各佐保険料

会 E車 it l  1. i 20. αm 

旅 費 交 通 貨 | 1. 600. α)( )  

通 信 連 償 資 1. αl O.C削| 電話料ほか

m 金 u  2. 似)().α l O ｾ使仮住手数料

1肖 粍 ロロロ T聖 3ω. α l O 

修 綿 1l  3∞. ぼ)()I

印 刷 鍛 本 質 180. αm 

光 然 水 科 1 l 7ω. α l O 

n  f昔 符 1. 鋭治 .α l O l 借地料

1* ｾｾ白石
ー一 巳ー

50. 側 |

tfl ちt ｾ＠ ・ r，.1 300. 仮泊

会 範 清 対 n 4∞ .α l O 

;霊 n  600. 似l O

:f; n  5i . 700 似l O

会ｾ発 ｈ n  3i . 500，∞o  

契 約 4 E主 1 t 以l O，∞o

主霊祭デ- 7 / ート発行費 1. 0∞. ∞o  

主E きu u桁透明F 絡' ! l l 奴l O. ∞o

ー住ー一一ー宅 相 践 所 fT +  

4. 9∞ .α l O 

1品 会 n  4，筑)( ) . ∞o

:揖 I貞 : . 脅 会 費 1. 成) ( ) ，∞o

広 報 φ 業 費 | 1. 400. ∞o  

教 育 振 興 費 7∞. ∞o  

助 成 金 支 出 1，ω 0，∞o  支部資

雑 yt 2，∞0. 000 

秘 立 航 金 支 出 減価償却積立政金支出 690，∞o  建物・什器

子' f紺 'U( 予 {曲 1里 800，∞o  

支 出 合 J十 114 ，300，000 

住 築 と 社 会/ 1 9鈎 年 4 月号 1  



一一一日本建築協会会告

4 京都パークホテル新築工事を見る

京都でのまちづくり、いえづくりは 、新たな都市環境を形成しな

がら伝統的景観をさらに調和発展させる創造的な試みがなされており、

積極的に「京都市市街地景観傑例J を制定するなど、古都の景観を

をいかしたまちづくりが進められております。

このたび京、七{ 案通りに建設中の京都パークホテルは、東山三十

六峰を背長に、蓮華王院( 三十三間堂) ・智被院を始めとする歴史

的建造物と縁の景観に閉まれた後白河法皇旧蹟跡の賀陽宮邸に、こ

の 711 にオープンされる都市ホテルで、敷地は B 本赤十字病院より

譲リ受けられてょっ 10余年 建築主の丸玉観光側、木下会長が古都

にふさわしい絡調あるホテル建訟を念願されながらも、美観風致地

区に指定されている歴史的環境の保全と建築設計の問題点について

教かずの諭議が続けられた上で、ホテルの規後および被能において

も少なからぬ犠牲をはらい、京の風致並びに長鋭を守るよう努力さ

れてきました。

また、この建物は、古い社寺建築とフレンチルネ y サンス様式の

国立博物館に固まれたこの地域に調和させるために、格調ある現代

化された和風建築を指向したもので、配置、外観、色彩、植栽造園

などについて特に配慮がなされております。

今回は丸玉観光株式会社の特別のご厚意と藤原ー建築設計事務所

並びに鮒竹中工務庖のご協力により、オープン前のご繁忙中を特別

に見学させていただくことになりました。初夏のみどり深き古都の

散策をかねて多数ご参加を お待ちしております。

日 時 5 月10日仕) 集合 14 : 00→解散16 : 00 

集合場所 京都パークホテル ・正面入口前付近 ・目標会旗

( . 考〕 集合所までの交通貨は各自ご負担願います.

大 阪 よ か ・京阪電鉄、京都行特急来東( 淀屋儲より毎時 O時より 15分間隔

発』匹・所要約40分) →「七線J 駅にて下! I i . . . →東山方面に向かつて右測をま

っすぐに徒歩にて約 8 分のところ( 筋向かいに京傾国立博物館の正面入ロあり)

定 員 30名

参加会費 会 員 400 円 l

} 当日いただきます。

申

2  

会員外 600 円 j

込 往 復 は が き l 名に 1 枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・所属

部課名( 役職) ・連絡電話番号・返信用宛名 ・郵便番号

を記入し、「京都パークホテルの見学J と明記の上、 5 月

6  8{刈までに日本建築協会卒業諜へ。ただし定員を超過

した場合は会員優先にて抽せんで決定してお知らせしま

す。 5 月の連休明けが申込〆切目です。 なるべ 〈早〈お申込下害、、。

築概要

名 跡京ｾパークホテル

在 地 ｾｴＱＱ市東山区三卜三ＯＱ ＱＱ 堂廻 り

町o 44 - 2  

・ｾ主 九五観光抹式会社

ｬｴ ｬｔｾｾ＠ 噂ＯｬｉＧＮー建築 Ｔ 主計 ｊｾ 務所

ｲｴＮ ｾｪ 谷 ｡ 築設計ＧＩ＾務所

工 員」 竹 中 工 務 席

遺 規 . S R C， R C i1i， 1部 S 造

地下 2 階、地上 5 階、 l!Hi 1階

敷地面積 11. 884 .76m'  

建銭面積 4. 242. 40m'  

延床面積 22. 129. 10m'  

高 さ 舷高23. 250m，軒高 17. 655m

用 途 ホ テ ル ・ 客 宅 251 室

工 期 昭 相53年 12月→昭和55年 5 月

オープン 7 月

4 東洋紡ビルディング新築工事の見学会

多くの歴史的建築物が残り、美しい都市景観を誇る中之島界限の

一角に、白いタイルとブルーペンのアルミカーテンウオールの対比

がひときわ映える東洋紡ビルデイングが 5 月末に完成いたします。

東洋紡ビルデイングは、東洋紡主流が発祥ゆかりの地に建設されま

す新社屋であり、東洋紡績の本社機構と一部一般貸事務室が収容さ

れます。

この建物の配置は、総合設計制度の適用により、ピル正面のオー

プンスベースが周辺のビル街の人びとの恕いの広場となるように設

計されているほか，一般市民が敷地内を通り抜けることのできる並

道を設けたり、道路沿いの敷地内に歩道を新設したりして 、周辺

環境の質の向上に寄与しようとする配置計画になっております。外

観についても、既成の街並みとの調和を配慮、しで外装材や色彩を慎

重に選択しながら、企業イメージやオリジナリティを表現するため

の工夫がみられます。

また建築計画については、本社ピルとしての機能を充足させるた

め、快適でフレキシピリティの高いオフィススペースの創造と設備

システムの完備をめざし、さらには、これからのビルのあり方をテ

ーマに省エネルギ一、無公害対策にも積極的に取り組んでいます。

今回は東洋紡ビルデイングのご厚意と東洋紡エンジニアリング、

大林組設計部、大林組 ・東海興業共同企業体のご協力により、竣工

直前のご繁忙中に特別に見学させていただくことになりました 。

多数のご参加をお待ちしております。

日 時 5 月 21 日 制 集 合14: 00→解散16 :  00 

集合場所 東洋紡ビルデイング・西1sIJ ランプウェイ入口付近 ・目標会旗

ただし、大阪、梅田より四 ...t品筋を南へ徒歩 10分位の所の滋辺陥憐諸北側を西へ 200m

のところ. ( 阪神高速道路高架下の手 fjiJ )

なお、当日は自家用車でのご参加はご遠慮願います。

定 員 30名

参加会費 会 員 400 円 1

} 当日いただきます。

会員外 600 円 j

申 込 往復はがき 1 名に l 枚限りとし、氏名 ・勤務先名・所属

建築概要

部課名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、

「東洋紡ピルの見学」と明記の上 5 月12日明) までに日本

建築協会事業諜へ。

所 在 地 大阪市北区金品浜 2 丁目 8

建 築 主 東洋紡ビルディング株式会社

設 計 抹 式 会 社 大 林 組

監 理 東洋紡エンジニアリング株式会社

施 工 大林組・東海興業共同企業体

構造規模 本 陣 欽 骨 鉄 筋 コ ンクリート進、 I也ーl二12階、 t芸座 3 附

駐 車 場 棟 鉄筋コンクリート造、地下 1 階

高 幸 紘阿部，CL +56. 305m. 制rf f， GL +45. ∞0 "，

敷地面鏡 5. 662. 44 m'  

建築面鎌 3. 132. 13 m'  



‘ 建築家のための。みどり。学習会( 第 8回)

一 樹 木 と 花 の 観 察 一

( 神戸市立森林植物園と兵庫県フラワーセンターを訪ねる)

若葉のさわやかな季節になりました。 市建築家のためのみどり学

習会。も回を重ねてまいりましたが、今回は神戸市の森林組物園と

加西市のフラワーセンターを見学いたします。

神戸市立森林地物園は六甲の西山麓に 108万m'の広さをもち、樹

木は、アメリカ区、東南アジア区、中央アジア区、日本暖帯林区、

日本針葉樹林区などの原産地別に群植され、それぞれの地区の独特

な樹林景観をまのあたりにすることができます。また、群摘され、樹冠

に覆われた暗い樹林内では、下草類が生育できない状態や、落葉樹

林内に常緑の稚樹の侵入などの樹林社会での生態学的、生理学的特

性などを観察します。

一方、加西市のフラワーセンタ一一 46万ml.. .ー・の圏内は、四季

を通じて花と緑に楽しめるいこいの場として整備され、特に 300

種に及ぶベコ' ニア、洋蘭類の温室は見事なものです。またひとつの

温室は、新しい試みとして、小さなコロッセイム式に設計され、い

ろいろな催しに利用できるよう配慮、されております。

風かおる 5 月、自然のいぶきを身体いっぱいあびながら、みどり

に親しむ絶好の機会と思われます。多数ご参加下さい。

今回の企画には神戸市立森林植物園と兵庫県フラワーセンターに多

大のご協力をいただきました。

日 時

集合場所

講 師

定 員

参加会費

行 手呈

5 月24 日出 ・小雨決行 ・全行程貸切パス利用

集合 8 :  40→解散18 :  30 ( 予定)

阪急パス「有馬ゆき急行パス発着場」付近 ・目標会旗

ただし、大阪 ・梅田・新阪急ホテルの裏側、映函館「阪

急プラザJ の正面入口の前方すぐ。

清 水 忠 芳 氏 ( 神戸市立森林柄物悶間以)

松本! 虞糞美氏( 兵卯l

4的O名 (貸切ノパ〈ス l 台)

会 員 2，500円) パス代、入園料その他( 当日徴収)

会員外 3，500円 J (別に補助いたします )

9  :  00→大阪出発

10 :  30 森林植物園清

10 :  30→ 12  :  30 森林植物園見学、観察

12 :  30→ 13 :  30 昼食、休憩( 自由行動) … 植物圏内

13:  40→植物園出発

15 :  20 フラワーセンタ一着

15  :  20→ 16 :  20 フラワーセンタ一見学

16 :  20→ 17:  00 休憩 ・自由行動

17 :  00→フラワーセンター出発

18:  30 大阪着、解散

〔備考) (1) 持参品 全怠思芝急ふ立忠之立 〈植物園には食堂

がありませんのでご注意のこと。売庖あり ( 飲物類))

(2) フラワーセンターでは各種鉢継の格安販売センター

がありますから粕々ご利用下さい。

(3) 神戸より参加される方は申込ハガキに必ずご記入下

さい。ただし、パス乗車場所は神戸市生田区北野町の

再度 山 ドライブウェイ入口に限ります( 予定は 10時ご

ろです) 。

(4) 帰阪時間は途中の道路事情により多少、変更があります

からご了承下さい。

(5) 今回は鰻惣ゑ葱長はできません( 祭止区域です L

. :  

日本建築協会会告一一一

申 込 往復はがき l 名に 1 枚限りです。はがきには氏名 ・勤務

先名・所属部課名・ i主総電話番号 ・返信用宛名・郵便番

号を記入し、 「みどリ学習会(8) j と明記の上 5 月15 日(村

まてサこ建築協会事業課へ。

貸切パスの関係上定只を超過した場合は抽せんにて決定

いたします。 また会員優先といたしますので必ず念息ん

念息赴の区別j をこ' 記入耳目います。

企神戸市立森林繍物園入 口

企兵庫県 フラワ ーセ ンタ ー内大温室

‘ 名護市斤舎建築設計競技応募作品一一 A

新建築住宅設計競技 1979入 選 作 品 成 不 支

1. 会 期 昭和55年 5 月21 日(村 - 28 日(村 ( 10 :  00- 18 :  00)  

2  . 会 場 ダイコロビル 4 F ギャラリー

京阪電車天満僑駅

下卓、北へ天満僑沿い左側

地下鉄天満僑駅

3  . 入場料金 無料

4  . 共 催 沖縄県名護市役所

名護市庁舎・新建築国際コンペ関西展示実行委長会

5  . 後 援 ・日本建築家協会関西支部

- 大阪建築設計覧理協会

- 大阪府建築士会

・日本建築協会

- 新建築家技術者集団大阪支部

. 新建築社

・大阪工業技術専門学校建築教室

6  . 展示内容 ・名必市庁舎 308点

- 新建築社住宅設計競技1979

ジェームズ ・スターリングの課題「シンケルのた

めの家J 入選作品 5 点、佳作作品 15点

惨事務局 大阪工業技術専門学校建築教室

〒530 大阪市北区天満 1丁目 9 lII' 27号 352- 0091 連絡先 353- 5593

3  
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建築技術選書講座シリーズ( 第 5 回)

叫 一一一ソーラ - 1、ウスー一一

80年代の石油危機を目前にして、太陽エネルギーの利用開発が我

国のナショナルプロジェクトとして取り上げられ、すでに 5 年余り

経過しており、代替エネルギー資源としての太陽エネルギーの位置

づけに大きなウェートがおかれています。

その中でもっとも笑用化が早いと見込まれているのが太陽熱冷暖

房および給湯技術であります。

そこで今回は、本邦空調技術の分野で幅広く活躍され、多くの

量生な経験を械まれたソーラーシステムに関する数少ないエキス パー

トのひとりである内山武夫氏を講師として、経済性等、種々なソー

ラー システムの問題点をいかに解決するか等について、貴重ーな体験

を交えて平易に議義していただ く予定です。

多数の ご参加をお願いいたします。

日 時 昭和55年 5 月22 日品 開場13 ・00

開会13: 30- +閉会16 :  30 

会 渇 薬業年金会館・ 4 階・ 402号室

大阪市南区谷町 6 丁目 36番地 TEL( 06) 768- 4451)  

ただ し、大阪、地下鉄 ・谷町線「谷町 6 丁目 J 駅下車→ホ

ームより天王寺方面寄りの改札口を出て、右側よりの階段

を池上に出たところの建物。

講 師 内山 武 夫 氏 ( 新日本空調株式会社名 8hl .1i J両次公 )

定 員 50名

聴2覧料 会 員 3，000円 )

申 込

会員外 4，000円 j 当日受付にていただきます。

サ1] 1こテキスト代「ソーラーハウス J <特別頒布 900円〉

入用 。ただし、ご持参の方は不要)

往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1 枚限りとし、氏

名・年令・勤務先名 ・所在地 ・連絡屯話番号 ・返信用宛名

・会員、会貝外の区別j を記入し、 「必座 ・ソーラーハウス J

と明記の上、 5 月15 日嗣までに日本建築協会事業課へお申

込み下さ い。 定員超過の場合は会只優先の上抽せんにて決

定 し、お知らせします。

お願い 申込みをされた方で 5 月20 日( 刈までに取消連絡のない方は、

当日欠席されても耳恵講料のご負担を願います。

当日テキストが有用の万は申込氏名の上lこO 印をご記入下

さい 。

4 建築技術選書第17号発刊

口基礎と地盤の手ほどき〈中堀和英著)

今般、建築技術選舎( 本会企画 ・学芸出版社発行) の第 17号の i 1J;

ーと 地盤の手ほどき J が、この 4 月20 日に発刊されました 。

よ九や地盤の恩わぬ事故で工事が難航したり、建物が使用に耐え

な くなることが少な くない現状にてらして、そうした失敗をふせ ぐ

たの、基礎や池袋の性質をよく知り、応用することが大切です。本

l二、主主築技術者に分かりやすいように、土や水の基本的な考え万か

ら実際の設計例までを、 )1頃序だてて具体的に解説したものです。

{ ' j の中沼和美氏は、工業学校、専門学校で挫築を学び、三高、京

大 t ボを卒業し て、そ の道で充分の経験をふんだ土と基礎の第一入

省てす。一級建築士と技術士でもあります。

4  

第 5 帝: 地盤の綱を

第 6i 苦. 基礎のd主計

第 7 章・ 1基礎の地工

第 8 章: 笑施例

建築技術選書講座シリーズ( 第 6 回)

4 一一建築と設備の接点1 . 一一

建築と設備の双方が相手の機能 ・性能 ・使い勝手を理解しなかっ

たために、または軽視したために起こった接点上のトラブルは、そ

こに建築技術の専門分化がある限り、一向に解決されそうにもありま

せん。解決されるどころか技術の進歩とともに、お互いの専門職の

領域が複雑多様化するに従って、ますます増えていく傾向にありま

す。

そこで今回は、日建設計大阪本社内の「建築と設備の接点J 研 究

会のメンバーでいら っ しゃる滋上点博 ・山本園男両氏を講師とし、

ビル建築を対象とした設計から現場施工に至る聞の建築と設備のさ

まざまな接点問題をとりあげ、解決の方法を具体的に講義していた

だくことにいたしました 。

多数のご参加をお待ちいたします。

日 時 昭和55年 6月12日( 村開場13 : 00 開会13: 30→閉会16 : 30 

会 場 薬業年金会館 ・4 階 ・402号室

( 大阪市南区谷町 6 丁目 36番地 T E L ( 06)768- 4451)  

ただし、大阪、地下鉄 ・谷町線「谷町 6 丁目 J駅下車→ホー

ムより天王寺方面寄りの改札口を出て右側よりの階段を地

上に出たところの建物。

講 師 漬上 真博氏 Ｈ 株式 会 社日 ｭ ふ十大阪本社 主 任ｾ，ｊＡｬＡＮ技師 Ｉ

山本 園 男 氏 ( 向上 監理部技師 )

定 員 50名

聴講料 会員 3. 000円 1

} 当日受付にていただきます。

会員外 4，000同 j

( 別にテキスト代「建築と設備の接点 1 J  <特別頒布900円〉

入用 。ただし、ご持参の方は不要)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1 枚限りとし 、氏

名 ・年令 ・勤務先名 ・所在地 ・述絡電話番号 ・返信用宛名

・会員、会員外の区別を記入し、「講座 ・建築と設備の接点1J

と明記の上、 5 月31 日掛までに日本建築協会事業謀へお申

込み下さい。定員超過の場合は会員優先の上抽せんにて決

定し、お知らせします。

お願い 申込みをされた方で 6 月9 日( 月) までに取消連絡のない方は、

当日欠席されても聴講料のご負担を願います 。

当日テキストが有用の方は申込氏名の上に 0 印をご記入下

さい

定価は￥ 1，000で-全固めも! 主席で販売されていますが、本会事務局

までお求めにこられた方には、 l 割引の￥ 900で頒布しております。

ご講設をおすすめする次第です。

〔 予 告 〕

播 磨 ・ 中 国 路 を 訪 ね て …

「姫路、倉敷新庁舎と柳田国男記念館、童文

・永富邸、重井医学研究所附属病院の見学」

. 日 時 6 月6 日ω. 7 日出 1 泊 2 日

集 合 ( 6 日) 8  :  45→ 解倣 ( 7 日) 18 ・30 ( 金行革呈貸切パス利用)

・参加会員 会員 10 . 000 円、会員外 13. 00日円( 別に繍助あり)

・申 込 5 月28日嗣 までに往復ハガキで事難標へ

・詳細は「建築と社会」 誌 5 月号の会告側をごらん下さい。

お問合せは事寮隈へ( 1i・1 06- 231- 9640)  



建 築 と 社 会

⑥ 1917年 創 刊

通巻 697号・第61集・ 1980

表紙の脱明. 繍国一夫 (i 量型作家)

. 7 ィリッポ・ブルネルレスキ

Filippo Brunel l eschi  (1371- 1446)  

彼はフレンツェの撃とうたわれた

サンタマリア・デル・フ ィオー レ

教会のドームの6 : 肘コンクールに

当選した。教会の工事はすでに 13

世紀末にアルノルフォ・ディ・カ
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ていたが途中、中断。 ドームの建
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かった。彼によって工事は 1420年

に再開串れ、ランタンを残して 15

年後に完成した。
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風 土 と 建 築 " I} ー ズ

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て - 1

風 土 そ の 1

はじめに

北から色を染めはじめていた秋の気配も、ほ

ほヨーロ ッパ全域をおおいつくそうとしてい

た頃であ ったろうか。私の旅も終わりに近づ

いていた 。

僕舌なヨーロ y パの都市に、したたかに興脊

させられていた身イ本にもそろそろ疲労をおぼ

え始める頃であ った。 ジブラルタル海峡を波

り、モロ ッコへと渡 っていくそんな私にと っ

て、背後にi ! I f 仰と速なるアフリカの荒野に対

峠する準備なと出来ょうはずもなか った。

日家 Hflli とした意識の表層はただ無防備に外界に

露出されて心地よか った。〈土着i的なるもの〉

が、意識の深層にすべり込んで来たのは、そ

んなある日のタおであ ったように思う 。

それは、はるか彼方に、それはもう絶対に行

きつくことの出来ない地平線のはてへと没入

する光のかたまりにすべてをあずけ、ひとり

おのれの長い長い ［ｪｦｾ を、みずから動かそうと

はせずに立ちつくす遊牧民の後姿であ った。

11寺がたち、朽ち果て、肉体は砂となり、魂は

静寂へと回帰し再び生の出現に j之、をころして

待つような、そんな水平線の中に、日干レン

ガの壁はなんと力強く人々の生きざまをあら

わしていたことであろうか。7ii i失たる荒野に

おける人の営為が、シルエ γ トにたくして私

に語りかけてきたのだ 。〈土活( I ' J なるもの〉が

私の 中にもあ って、文化的隔たりを越えてな

おも共鳴出来ることへの硲信は、以来自然発

生的建築への私の|長l心 をつなぎとめる大きな

よすがとな ったようだ 。

ノ、ーナード・ルドフスキー - Ber nar d R lI dofs k y -

著作¥建築家なしの建築.. - Archi t ect l l re 

Wi t hout  Ar chi tects - ( 波辺武信訳鹿島出

版会 ) に初介された土着的 ・風土的建築は、私

達がいかに日本というごく限られた文化圏に

生活しているかを再認識させるに十分な、迫力

と説得力をも っていたものであ った。それは，建

築形態的な奇掛け金が、ものめずらしさとして好

者的関心を刺激したというのではなく、形態

に包含された意味の丞要性を予感させるが故

に衝激的であ ったと 言える 。それは地理的、文

化的、あるいは人的的に全〈集 った生活圏を通

じてなおも、人知としての共有しうる空間的

イメージへの普遍性をｬｉ ｩｾ 示していたのである 。

しかしそれは、具体的に土着的 ・風土的建築に

ついての説明をもたらしてくれるものではな

か った。以来数多くの剥査研究がなされて来

たが、その多くは建築以外の分野、主に文化

人類学、民族学における成栄として、傍系的

に語られ、ある文化現象の物質的側面を 1l1i完

6  也 換 と社会，- ｉ ｾ 刷、 Ｇ Ｑ Ｇ 4  )J '，; 

する程度の地位しか与えられていないのが現

状である 。 そしてこのきわめてあいまいな、

土着的 ・風土的建築なるものの概念設定への

作業はそのまま読者の側にゆだねられてしま

うことになるのだ 。 ひとたびこのような，建築

に魅了されたとたんに、人は自己の内的価値

体系に従 って、土着的なるもの、風土的なる

もの、あるいは地方的なるものへの定義づ‘ け

を迫られることになるわけである 。

ここに紹介しようとする資料 ・拙文等も、その

意味で" は将来に修正の余地 を残したうえで、

自然発生的なるものの定義づけへの試みとし

て位置づけたいと考えて いる。 資料 内容はさ在

者が数回にわけて実地見学した各国の土茄的

・風土的建築 ( i Wl ! 曲、平半島、タイ、インド北西部、

イラン、 トルコ、ヨーロ ッパ中・南部、アフ

リカ北西部) を中心に、その中ても特に笑証

的価値に重点をおいて調査した、スペイン、

ポルトガル ( 図 - A ) および、西アフリカ周

辺のサハラ砂淡をはさんだ地域 ( 図 - B ) を

対象に 、考察を加えていくつもりである 。

このようなクロスカルチュラ j レ( 汎文化的 ) な

考察には 、人類学、社会学、宗教学をはじめ

として、多くの宇ili 助科学の助けを得ながら出

来るだけ、当該文化の内的構造に沿 ったアプ

ローチが必要なことは 言 うまでもない 。

それでもなお、大きくたちはだかる認識のか

べに対しては、無知なるが故の洞察もありう

ることをよりどころにして、素朴な疑問を投

げかけつづけようと思う 。 人類としてのアプ

リオリな空間意識には、必ず共有しうる核点

があるはずなのであるから 。

風土とかたちについての矛盾

自然発生的な建築形態を理解する手続として

自然環境としての風土的役割が一義的に扱わ

れるべき問題である ことに疑問の余地はない。

たしかに人聞の生活努力のあ りょうが、自然

環境によって左右される度合は 、慨して自己

充足的な世界であればあるほど大きく、風土

が生活と直結されてそれを支配することを ｊｊｦｾ

示する 。

ところで私たちは〈風土〉について、どれほど

の認識をしているといえるのであろうか。

7]<.の 中に住む魚、が水の存在を認識出来ないで

あろうように、風土もまた異なる諸条件との

比較において、かろうじて認識出来る糸口を

得るにすぎないことを f名言Eしなくてはならな

い。 日本の建築が良〈日本的風土に版差した

知恵の産物であり、 「夏をむねとすべし」の

日本家屋構成は、吉田兼好に市民権を与えら

れて以来、ゆらぐことのない地位を保ちつづ

本 多友 常 (附 竹 中 工 務 応 大 阪 本 町民11-1部政北津 )

けていると 言っ ても過言ではなし、 。 しかしそ

れは短絡的な考え方として、風土がかたちを

決定するという風土決定論を誘導し、 抽象的

生活に支えられた都市環境の風土的欠落を、

環境的混乱の元凶に仕立てあげ¥論理的問題

意織のすりかえがおこなわれることになる 。

逆説的には、それほど単純なものであるなら

は‘ 環境問題など起こりょうはずもないのであ

る。 そこに住む人々の精神性への風土的関与

としての視点の必要性は 、そ の意味では自明

であるとともに、論理循環へと孫ち入りそう

な危険な紛l道でもある 。 しかしそれを避けて

風土とかたちを論ずるわけにはいかないであ

ろう 。 とりあえずは実例をみながら考えて行

きたいと思う 。図 1 - 5 はピレネ一山 Jll 民の j鎚、

スペイン北西部に位置するべj レド ゥン Ber dunー

の町である 。豊後なフランス側の相生もピレ

ネ一 山脈の分水嶺を境に岩肌を見せるスペイ

ン側において様相を一変し、そのまま平担地

へと速なる丘陵地において忽然と姿を見せる

のがこの城壁都市である 。機械力のおかげで

ようやく麦の大規模栽培が可能 となり収秘を

おえ、切り株でこがね色に染ま った畑地には

昔ながらの景色であろうか、家畜をおう姿が

三三五五見うけられる 。生活の主力カ、家畜で

あ ったろうことは村落構成、平面構成からも

推察する こ とが出来る 。40メートル佐登りつ

めた丘陵の平坦部には 3 階建ほどの石松みに

よる居住棟が連続し 、レベル差を利用して家

畜を一階部分に収容している 。傾斜地部分に

は、法I ! J J化 されたように片流れの屋似を持つ

小屋が点在し、それらはすべて住居からは切り

脱された家畜のための集落群を構成すること

になる 。 ピレネー中部のアラン渓谷では、人

の住む場所は別館になっているといわれ、の

ちに述べる同じ 山脈の村落アイディウスとは、

風土的条件を越えて、動物に対する考え方カ、

J義務形態のあり方に影響を与えているようで

ある 。 しかしここで問題にしたいのは、より

物理J ! . 的な意味での気候条件を考慮に入れると

きに、どうしても説明のいかない空間を各戸

が保有しているという事実である ( 図ー 3 ) 。‘

中部ピレネーの急傾斜の屋械を説明して「人

聞の ｻｪｦｾ 響や伝統から離れて、自然の要素が住

居の型の外観に影響を及ぼすものである _;) J  

とする同じところで述べられた「夏が若くて、

換気の必要あるところでは、 大 きな煙突が最

も念を入れてつくる家の部分でさえある 0

3

) J  

そのさを闘が、この雪のl吹き込むピレネ一 山獲

において村孫として存在しているのである 。
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(1)、(2)， (3) rヨーロ ッパ風土 と住居J p  93.  p 制 品 之去、山 今 ， ｉ ｾ 院
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1444 シ ン エ ー フ ー ヅ 本 社 ビ ル
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d .  2 . 200m 
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e .  R  C 、 3 F  

r. II({ 利 54年 3 J J - 昭 和 54年 11 JJ 

1445 上 新 電 機 、 日 本 橋 1 番 館

設 計 ; A .  R .  1  建 築 事 務所
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r.  II( 十H153.ifニI IJ J - I昭和54正j ol O) J  

1443 神 戸 屋 新 金 岡 庖
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設 計 ，竹 中 工 務 底

施 工 ，竹 中 工務 庖

a  大阪市北区梅国 2 TI 134- 1. 34- 8 

b .  1，377. 59m'  

c .  585. 6 m'  

d  .  5. 862. 3 m'  

e .  S  R  C 、 s 1 、 9 F 、 P 2  

r  .  H({ 利 53年 9 J J  - H! HI154年 l o n

c  
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建 築 と 社 会

二L

ニュース原稿をお送りください。

大 阪 駅前 地下 街 計 画

鎌 田 恭 男/ 大阪市者間再IlfJ 発局

に取り閉まれている大阪駅前地区に、地下利

用の構想、が浮かびあがるのは 自然 の成りゆき

であろう 。 この1也区には、ずい ぶ ん ふ るくか

ら地下街のw - があったが、計画を具体化 す べ

梅 田 は 大 阪 、 い や 西 日 本 ー の 大 タ ー ミ ナ ル で しの動きが急速に高ま ったのは、市街地改造

あり、俗に「キタ」と呼ばれる繁華街でもあ 卒 業 が か な り 進 み 、 第 l 棟 ビ ル が完成したこ

る。 いま、この梅田に、新らしい地下街誕生 ろであった。しかしながら 、全 国的 な 地 下 街

の胎動が活発となってきた。 規 llilj の強化により笑現が遅れ、その 1m、 市 街

l 大 阪 駅 前 地 区 地 改 造 ビ ル の 建 設 も 、 第 2 棟 ・第 3 棟と進み、

国鉄大阪駅の真正面。御堂 筋 ・国 道 2 号 ・四 民情i ビルの建設も加わって、地区内交通のmi'ii

つ 橋 筋 の 各 幹 線 道 路 に 図 ま れ る 大 阪 駅 前 地 区。 較 は j立を強めてきたのである 。

悔回ターミナル群に接する 10ha余 り の一 等地 4 . 地 下 街 計 画の 笑 現 へ

で、ダイヤモンド地区 の別手かがある 。

その恵まれた地の利の故に、戦後の ひととき

はヤミ市化したが、昭和28年 、 当 時 は 日 本ー

の高さを誇った第一生命ビルカ、完成したのを

はじめ、高層 ・大規桜ビルがどんどん建設さ

れてきた 。 さらに、 utl 和36年 よ り 大 阪 市 施 行

の市街地改造事業が開始された 。 広 ｾｦｦｩ 員の都

市 計 画 道 路 の 築 造 が 進 み 、 ス ーパ ー ブ ロ ック

方式のヒ、ル建設も、すでに 3 糠 が完 成 、あと

l 僚 の 建設工 事 も 着 々 と 行 わ れ事 業 の収束も

間近い 。過去の低層密集市街地を想うとき、

昭和 54年 11 月、大阪駅前地下街計画は、地下

街連絡協議会への概婆協議において支障がな

いと認められ、具体的な計画の若手へとその

第一歩を踏みだした 。

計画も大きく変わり、 「公共優先」と「防災

重 視 」 の 方 向 を 強 〈 打 ち 出 す。地 下 歩 道 ・広

場 な ど の 公 共 部 分 は 、 全 体 の 5 苦I j をこえ、 「ゆ

とり」のある地下空間] を生みだし、また、要

所に設ける地下広場には、階段や耕煙設備を

完備し て防災性能を一層高めることとなる 。

その他、快適てー安全な地下街実現への努力が

その変ぼうはまことに私=し〈 、 ま さ に 隔 世の 今後も進められる 。 そのスタートがきられた

感、がする 。

大阪駅前地下街は、こ の地区における交通車高

級 の 緩 和 の た め 、 道 路 の 彼 層 利 用 を ね らいと

するものである 。

2  梅 田 の タ ー ミ ナ ル 化 と 地 下 利 用

梅田が今日の大ターミナルに発展した のは 、

いつに国鉄大阪駅がこの地にできたことに拠

る。 その後、阪神 ・阪急の二大 私鉄と 市 電 が

敷 設 さ れ 、 明 治 末 期 に お い て す で に タ ー ミ ナ

ル化が笑現している 。 そ し て 、 画 期 的 な 事業

としては、大阪市 「百年の計J の た め 、 ぜひ

必 要 と 大 正 中 期 よ り 調 査 を 進 め て い た 地 下鉄

が、昭和 8 年 、 梅 田 ・心荒守備問に開通した 。

道路の地下利用に先べんをつけたわけである。

加 え て 、 昭 和 初 期の 大阪 駅 附 近 都 市 計 画 事 業

によ って 、 駅 前 広 場 の 新設 と 道路 の 拡 l隔が笑

泊 さ れ た と き 、 阪 神 電鉄 の地 下 采 り 入 れ と 地

下道の構築か行二われた 。戦 後 、 地 下 街 の 建 設

や 地 下 鉄 四 つ 橋 - 谷 町 線 の 建 設 が 進 み 、 大 阪

駅 前 地 区 は これ ら地下施設によって取り巻か

れ て 行 った 。

3  大 阪 駅 前 地 区 の 地 下 利 用 構 想

このように、地区自体が高度利用される べく

位置tづ け ら れ、 ま た 、 周 辺 が 地 下 駅 ・地 下 道

10 挫換と社会/ 1980年 4 IJ り

のである 。

5  計 固 め 慨 要

1  ) 建設位置 大 阪 駅 前 地 区 内 、 都 市 計 四 道

路 下

2  ) 地 域 地 区 商業 、|切火、第 10位谷初、高度、

美 鋭 、駐 -，/1場主主備の各Iω或地区

3 ) )J.I. f，失 地 下 街 23 ，110m'

公 共地下 歩 道 11 ，990m'  

J; 5 告i I i 9，360m'  

そ の f也 1，760m'

ｬ 駐車 Ｚｴ ｾ ｪ 12 ， 340m'  

m 'lt  可能台数340fi }

合 計 35 ，450m'

4  ) 柿造 ・設 備 の 基 本 方 針

ア 吹 抜 け を 適 所 に 設 け 、 自 然 排 煙 お よ び

自然光による階段視界の硲保を計る 。

イ 各 所 に 広 場 を 配 置 し 、 か つ 、 そ の 広 場

には 2 以 上 の 階 段 を 設 け て 避 難 上 の 安 全 の

雌{ 呆を計る 。

ウ 公共地下歩道の配置は、できるだけ簡

明 ・広 l陥員の形状として動線を単純化し、

利用者 の利便および 緊急H寺の避難を容易に

する 。

エ 防災計画については、火災の発生予防、

早 期発見、初期消火 の徹底 、排煙 設{i ii! の 完

備、避難誘導システムの佐立を基調とし、

安全化を徹底する 。

オ 既 設 地 下 道 や 、 片 福 連 絡 線 地 下 駅 と の

按続予定音I1分には 、広 1隔買の階段や、充分

な広さの広場を配置する 。

|新刊紹介 l

江戸時代の大工たち

10'  - 1 守西和夫

発行所 ( 附. ; ; . 談出版社

体 J& B  6 、 232衣

定 価 1. 200同

本占は、江戸時代の大工の姿を12711な資料をもとに、

いろいろな興味ある側 面から記述されており 、江戸時

代の彼等の生活が浮かびあがってくると同時に、技術

万能の時代に、、建築の1 ' 1 " の重要さをあらためて思い

知らされる感がする 。

また巻末に大工関係の文献 ( 論文、. { i :f生等) を数多く

集録されており、説者の手IJ 使をはかった配I症がありが

たい。

建築学便覧 I 計画( 第 2 版)

制 Jll 細日本建築学会

発行所 ) L 普株式会社

体 法 A 5 、 221 5Ji

A 価 25. 000円

ＱＱ ＱＧＮＱＧ日 ＵＲ 年 ＱＱ 月に刊行した 「 第 Ｒ 版建築学使 ｾｩ II 構造J

に引きあい、て昭和55年 2 月に本山 f ti'l 2 版佳築学便覧

I 計薗」の干IJ 行をみるに: E った。

本、: }は、内外における政新の成来を組! 大洩らさず網縦

した建築知識の玄典であり、怨mの研究、実務および

教育上に寄与するところ大である 。椛IjX: は以下の 6 編

に分けられている 。

ｬ 制、Ｉ，ｾＮｩｦ［Ｚ ｣ ｊｾ 項 2 綱、建築計画 3 側、! ; ! 呪工学

4  ｾ品、建築経済 Ｎ ｷ ｴＩ 契 約 5 縦、都市計画 6 編、

歴史

実用的な建築情報の分類法

CI /  S f  B  

制 よｾ ｾｊｪ 大阪府ｊＮｊｬ築 ｬ 司 会建築 ｴｬ ｬ ｊ 報セ ン タ一

発行所側大阪府処築上会

体 /& .B  5.  280f l 、B  2 版テープノレ表付

定 1曲 3，000円 (一般) 、2.000円 (怖鰍センタ一会民およ

び予約価絡)

この C I / S  f  B  COnSl l' UCL ion Indexi ng Manual は

RIB A  (英国王立建築家協会) が永年の実践活動に基

づいてまとめた ｦｦｴ 報分ｾｬＨ ・ 検索 ｹ ステムですでにわが

国でもいくつかの事務所が係周しており、その有効性

は高〈訊q面されている 。そこで、より多くの設計 ・研

究組織が、これをI i !i 用できるよう、わかりやすく翻訳

したものである 。

建築材料・設備機器メーカーリスト '80年 版

制 Jll 紛大阪 Ｑ ｦＮｈ主ｾ上会長 ｉｉ 築情報セ ン タ ー

制大阪建築上事務所協会

発行所 制大阪府池築上会

f4三/ 11. A  4 、360J.l

定 価 1. 000 同 (一般)、800阿 (会只 )

本山は工事別およびC l / S f  ｂ 分 ｾｬｩ による、ｼ期凶を中心

とした建築材料 設11m機一世話のメ カーリストであり怨

築実務者 、設計者、地工者の立場に立 って1! l : いやすく

分fli したものである 。



第 16回 「 よ ろ ず 相 談 住 宅展 」盛会裡に終る

去る 2 月21日より 6 日間、大丸大阪庖ブルジョン 7 階において開催した上記展覧

会は 、従来どおり本会住宅委員による相談コーナ一、官公庁の P R コーナ一、税

金、登記、売買などの相談コーナを設けたほか、今回は防災相談コーナーを新設

して、住まいにおける防災のあり方などを啓蒙した 。

また、大手分譲住宅会社、プレハブ会社、防災機器展示小聞なども連日! 渡 っていた 。
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トピックスその 9 パビリオン基本計画一特設館その 1 -

ポートピア ' 81 まであと l 年、会場予定地では主要道路、基幹設備の工事等が若手されつつ

ある。出展参加者の顔ぶれもほぼ固まり 、各 ノ ぞ ビリオンのＮｴ ＴＧｬ ｾ 想 も基本計 画 として具 体化 し

てきた 。今回からのレポートは特設館出展者から公表されたパビリ オンのアウトラ インを

順次紹介していくものである 順不IUJ 、次11111二続( )  田 中 直 人/ 倒神戸ポートアイランド博覧会協会・1>務局

川鉄地球館

( 川崎製鉄)

敷地面積

建築面積

延床面積

構造規模

展示内容

3 ，340m'  

867m'  

923m'  

S 、 3 F  

fJ 也球を巧える J をテーマに屋外、 E己内展示と映像であらゆる 角度か

ら「地球J を見せるもの。地球に見立てたドーム内で地球を似介する

神戸製鋼ポー卜ラマ館

( 神戸製鋼所)

敷地面積

建築面積

延床面積

精 進 規 模

展示内容

2. 540m'  

400m'  

985m'  

S 、 5 F  

「海と空と生命」をテー ' 71こ

半球スクリーンを必本に趨広角 ＮＨＨ｜ｉｉｒ レンズ映写機で、誕生ー ｉｾｉ ! 然への

挑戦一人f HJの文明ー未米への予感を映像展示で紹介する 。

ポートピアみどり館

( 三和グループ)

敷地面積 2 ，79001'  

建築面積 1  ，168m'  

延床面積 I  ，235m'  

構造規模 S 、 2 F  

展示内容 「海底へのいぎないJ のテー

7 て¥海底の世界を三I而の映像で展開させ、討IUま航行の疑似体験をさ

せる 。建物自体が巨大潜水艇を明どったものになっている。

三菱未来館

敷地面積 3 ，550m・

建築面積 ト535m'

延床面積 1，475m'  

格 造 規 模 S 、 B I 、 I  F  

展示内容 「海と 入院i ] の明日 J をテーマに、 人間と海との共存のイメージを 、40

メート J レの半球形ドーム内に、i I fh< 回廊に乗って体験するもの。

18M' " ビリオン

( 日本アイ ・ピー ・エム )

敷地面 積 1，80001'  

建築面積 7461吋

延床面積 79701'  

構造規模 5 、 B I 、 I F  

展示内容 「文明への情熱 ・日本文化の形成と交流」をテー' 71こ、 「泣唐使船J

を復元し、当時の日本人の国際性、 i昔. ( ( 的エネルギーを紹介する。

未来エネルギー館

Ｈ Ｏ対四ｾｉｩ力 Ｉ

敷地面積

建築面積

延床面 積

精 進 規 模

展示内容

/  

2 ，610m'  

1  ，108m'  

922m'  

5 、 1 F  

「未米のエネノレギー」をテー

? に、エネルギー問題のill 婆性、新エネルギーの将来見通し、新しい

校術の紹介を過して#' と希望を与えようとするもの。

大阪ガスパビリオン

( 大阪ガス )

敷地面積

建築面積

延床面積

精 進 規 模

展示内容

ucc コーヒー館

( 上仏柳排)

敷地面積 2 ，51001'  

建築面積 1，01201'  

延床面積 1，162m'  

車膏造規模 S 、 B  1 、 3  F  

展示内容 「グッドデイナイスフレ ンドJ のテ ーマでコーヒーの香りと 80年代の

食の文化を展示する。

芙蓉グループパビリオン

( ; 定公グループ)

敷地面積 2，930m'  

建築面積 1，458m'  

延床面積 99001'  

車膏造規模 空気朕椛造、 B 1 、 2 F  

展示内容 「自然のめぐみ ひとの知 .IJ!. J をテー' 71こ新しい空気版総泣のドーム

の中で微々 なf t I [ 物のもつ能力、エネ ルギーを主体に展示する。

三井海の童話館

( 三f / ニグループ)

敷地面積 2，910m'  

建築面積 1，521m'  

延床面積 1  ，377m'  

構造規模 S 、 2 F  

展示内容 f Mの童話J のテー7 で、海

の玉手箱に見立てた 4 つの 7 ジックポ y クスによって、楽しさ、続き、

ふしぎさを体験してもらう.
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水に、スキをみせるな。

0.01 ミリの スキ聞でも 、水 は遠慮しません。

く日アス 〉は、防水工事 ひと すじ に50余 年。

この小 さなスキ聞との 長いたたかいを続け

ている のです。 もち ろん O シグマー卜 によ

るウエルドシステム O 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ス トラ イプ工法 ) 0 メルタン防水工法な ど

の技術と 、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強力な武器。 全国 90 カ所にも

およぶ く日アス 〉 ネッ トワ ー クの 、水 もモラ

さぬたたかいぶ リに、ぜひ ご注目ください。

地 区 会 社 名

北海道 日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総集( 株) il l I 路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

東 北 日新建工( 株 ) 仙台支庖

関 東 伊穣建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春 日工業株式会社

金問工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東 スレート 株式会社

東京 i! 育株式会社

トーフジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野口工材株式会社

諸島田工業練式会社

富士エ材株式会社

藤 i! 膏興業株式会社

フタパ興撲( 株) 東京営業所

北条 i! 育工業株式会社

大和工業株式会社

涯育建材株式会社

有限会社神守建材社

金港i! 膏株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石岡建材工業( 株 ) 大宮支l吉

石岡建材工業( 株) 宇都宮出張所

i! 育建材(株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋高庖

信 越 同和建業株式会社

同和建業( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

北 陸 有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

東 海 協和建材工業株式会社

三井工業繰式会社

所在地

札帆 rli

Ii!!川 rli

ｩｬｬｬｩｾｲｬｩ＠

ｦｌＮｾ， ｬｩ＠

-; q小牧，Ii
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東 海 三 億 建 材 工 業 株 式 会 社

大池建工株式会社

重喜防水工業繰式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材繰式会社

近 畿 池田涯育工業株式会社

株式会社神原街庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工(練) 大阪出張所

日本綜合防水(株) 大阪支庖

フヲ パ興業株式会社

7 ルエス工業株式会社

有限会社丸藤高庖

大島応用化学工業株式会社

久下商庖

東洋建材株式会社

中村涯膏工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

中 国 東 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社

株式会社三洋設建

三和防水工業株式会社

豊永建材繰式会社

大和工業 (株) 広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

四 国 大 三 工 業 繰 式 会 社

大三工業(株) 高知支庖

徳島大三工業株式会社

株式会社マルマス河野商庖

株式会社山本商会

九 州 安 藤 工 業 抹 式 会 社

加茂装備練式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

機式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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、h・" 東 京 都 足 立 区 千 { 主 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 工 繁 株 式 会 社 内 含 ( 882) 2424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日新 エ 鎌 内 合 ( 882) 2424大 代

中 部 支 部 名 古 屋 市 千種 区 千 種 通 り 2- 19( 岐 阜 正 ビ ル ) 日 新 エ 撲 名 古 屋 出 張 所 内 包 ( 741) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 3 - 6  - 2  日 新 工 業 大 阪 支l苫 内 密 ( 3

製 造 元/ 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 慨 多 区 1尊 多 駅 前 1 - 2  4 ー 1 0  日 新 エ 撲 九 州 出 張 所 内 s ( 451 ) 1095 代
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マイ・フォト

* フィレンツェ砂

柴 田 正 己/ 明 治 建 築 研 究 会

フィレンツェ

古き城壁のうちに

しずかに住む

つつしみで

きよらかに

( ダン 子、骨fll 曲・天国制 )

周囲に丘陵をめぐらせアルノ川にまたがって

聞けた市街は、狭い石畳の道路がルネサンス

期の重厚な建造物の問をぬって走り、歴史的

な者11市特有の液ち若いた美しい町である 。

小さな町であるが西洋建築史の図集と地図を

たよりに歩いたフィレンツェは大変広いもの

に思われた。 いかめしく飾られた広場の建築

よりも裏通りにみつけたノマラツオの方が何故

か飽くひかれたものである 。

明 治 村 関 村15周 年 記 念

一 一村野藤吾氏に明治村賞一 一

明治村11自村15周年を記念して、去る 3 月18 日

( 刈、明治村にて、記念式典ならびに祝賀会が

開催された。同時に、あわせて、本年度移築

完了の、宗教大学.!II 寄、半回 東j易、啄木ゆか

りの本郷必之床の披露が行われた。

記念式典では 、明治村賞( 第 6 回) として、

村野総吾氏が受賞され、また、土川元夫1 ' t ( 第

6 回) として、野田孝氏( 阪急百貨庖社長)

が受賞された。明治村立は、明治時代を主題

とせる学術あるいは芸術に功績ある人に呈す

るもので、村野氏 l立、旧赤坂荷I t 宮を迎賓館に

保存再生することに貢献したことで受賞され

fこ。

今回、新しく移築された半回東湯は、愛知県

半回市のある港町にひっそりと，目、づいていた

銭湯をそっくりもってきたもので、建設年代

は明治末年頃と推定されるが、床屋と並んで、

当時の庶民のいこいの場、たまり場とされて

: ーのと二

いた。喜之床は、石川啄木が明治43年頃、上

京して家族とともにその 2 階に放初に居をか

まえたところ 。 ここで「一慌の砂J の詩集が

生まれた 。建設年代は明治40年代。 ( M)

読者の頁

'?i ザビエJ レ天主主徴で、受賞後町 村野様子5氏( 中央 )

マムのらくがき砂募集

。テーマは、 「作J r証J r秋 J r冬」のl川手をあ句わすむので.

7 イトルを適当におつけ (1' : さ"0 またスケ γ チ場所などを含的て

ＲＰＰＧｈｾ 皮肉コメ μ トをつけて下さ ＢＰ

。サイズは 150X 200 ミリ私自皮肉白紙にできるだけ川インキで1砕い

たむのとします o ( ハガキ 人; でも差しっかえあリませんJ

0 1品純分に l; l:Il l 定的脳科をさしあげます. 原 11リとしてスケ ッチ肉眼

倒的 ｩ 年却はいたしませんが‘ ｩ 邑却Ｍｒ ｪｾ 置の場合はそ同旨特 ＮＱ￨ 下さいＮ

0 氏 名、住所、総主、年齢を明 e忙して凶日本住築協会制l I ! f f l I 宛お送

リ下さも、.

本語!Ii ¥'，. 之' -1<外観 下HI 点尚外l J I .

13 
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省エネルギー・省力化/ 新製品

: p*a，ヌワイヤラ又ボード

く外壁モルタル下地断熱建材〉

アキレスワイヤラスボードを使えば、

従来の4 工程が l工程に・・。

すぐにモルタル塗りができ、簡単です。

アキレスワイヤラスボードは厚さ 15弘、 20仙、

25吻h 防水材と硬質ウレタンフォームそしてワイ

ヤラスがーイ本 lこなった断熱ボードで、す。現在、

木造住宅は、 一般的に柱・間柱の問にグラス

ウーノレ断熱材をつめこみ、下地板を打ち、アス

フアノレトフェノレ卜とメタノレラスを ｬｾ 付Ｍけてモノレタ

ノレ塗りという 4工程を行なっておりますヵミ「ワイ

ヤラスボード」はグラスウーノレ、下地板、アスフア

ノレトフェノレト、メタノレラスの4工程を l 工程に短

縮しすぐにモルタル塗りができ、工期の短縮と

工事の簡略化に役立ち、木造住宅建築に画期

的なメリッ卜をもたらしました。

アキレスワイヤラスボードの特長

①断熱性が抜群て省エオ、ノレギー住宅が実現

します。②モルタルの施工が容易にできます。

③モノレタノレの亀裂が発生 しにくい製品です。

@侍殊防水材付て、主⑤工事の省力化がで

きま主⑥軽量て; 取扱い・加工が簡単、しか

も丈夫な製品でも

興固化学工業株式会社

断熱費材部

本 社 / 東 京 都 新 宿 区 大 京 町 22 念日3・34¥・5¥¥¥( 大代)

大阪支庖 / 大阪市西区西本町卜 ¥4- ¥5 f t 06・534- 2¥70

札 幌 0¥¥- 704・5825 仙台 0222・95- 02¥9 足利 0284・72- ¥¥¥5

名古屋 052・6¥2- 6544 福岡 092・573・6860

i 資 料 請 求 券 :

4  :  

! 建 築 と 社 会 :



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

8 台 + 34台 = 4 2台を附置義務台数とする。

・附置義務台数が30台以下のときには

質疑などの投稿をお待ちしております。

附置義務台数に、その 2 割以上に相当する台数を

附加して、中小型車用の駐車施設とすることがで

きる。

〈計算例〉 附置義務台数26台の場合

1 4 7  
26台 X 1. 2 = 31. 2台→32台( 中小型)

大 阪 市 に お け る 建 築 物 の 附置 義 務 駐車場 の 設置 について

( 解説)

(4) 前面空地について( 建設省通達)

機械式駐車装置を用いる場合には、道路と駐車装

置の出入口の聞にターンテープルもしくは 2 台分

の自動車が駐車できる前面空地が必要である。( お

おむね幅 5 m、奥行 6 m) なお、 2 段式駐車装置

大阪市では、駐車場法の規定に基づき「建築物 (3) 駐車スペースの配置について( 法施行令第 8条)

における駐車施設の附置等に関する条例」を定め 自走式の駐車場では、他の駐車スペースに駐車し

ている。この条例に定められた建築物における自

動車駐車場施設の附置および管理についての基準

は、つぎのとおりである。

回 条 例 に よ る 大 規 模 建 築 物 に お け る 附 置 義

務 台 数 の 算 定 ( 市 条 例 第 3 条 )

地ー地ー地ーーI Kーーー- 拙~揖~物- 町J 開a; 特 定 用 途 バ 非特定用途 .2

. 3  . 5  .  5  

駐1j 1士品主軍備地区 延面積が 2，000 延商械が 3，000

1げをこえるとき m'をこえるとき

(1) 商 業 地 域
2，OOOm'をこえ 3，000m' をこえ

る延函績につい る延簡績につい

近隣商業地域

て 300m'まて・ご て 450m'まて' ご

とに l 台 とに l 台

. 5  

延面積が 3，000

m' をこえるとき

.， 
3，000m'をこえ

(2) 周 辺 地 区

る延面積につい

不 要

て 450m' まで干ご

とに I 台

- 特定、非特定用途を有する建築物( 混合用途)

非特定部分の延面積に% を乗じて得た面積と特定

用途部分の延面積との合計を、特定用途に供する

建築物の延商核とみなし、つぎの計算式により附

置義務台数を算出する。

A 1+  ( A，X 好) 一 2000

→切り上げ台数

300 

ただし A
1

: 特定用途面積( 事務所、底舗等)

A， : 非特定用途面積( 学校 、住宅等)

減 1 特定用途 とは( 法第2日条、 施行令第18条) 自動

卓の駐車需要を生じさせる経度の大きい用途で、政令

で定めるものは、劇場、映函館、 ｩｾｬ 芸場、観覧場、放

送用スタジオ、公会堂、集会所、展示場、結婚式場、

斎場、旅館、ホテノレ、料理l吉、飲食席、待合、キャバ

レー、カフェ一、ナイトクラブ、パ一、i ' ! r . 踏場、遊技

場、ポーリング場、体育館、百貨応、その他の庖舗、

事務所、卸売市場、病院、合庫および工場をし寸 。

• 2  非特定用途 とは 自動卓の駐車筋要を生じさせ

る経度の小さい用途で、共同住宅、小 ・中学校等、上

記特定用途以外のものをいう。( ただし、共同住宅を

計画する場合は、耳IJ1買に注意すること)

双 3 駐車場整備地区とは ( 法第 3条、 市条例第 2 条)

すべて商業地域内であり、四 y 係筋、松屋町筋、大阪

駅、ナンパで図まれた約 640ha区域でみある 。

滅 4 周辺地区とは( 法第20条、市条例第 2 条) 駐車

場務備地区、商業地域、近隣商業地域を除〈、おおむ

ね、国鉄大阪環状線の内側および北区、大淀区、福砧

区ならびに港区の各一昔11。

誕 5 延面積 とは (11童基施行令第 2 条 11冥4 号および

3項) 建築物の総延床面積から、駐車施設部分の蘭械

を除いた商徽( 5 分の l 限度) をいう 。

園 駐 車 施 設 の 技 術 的 基 準

(1) 車路の幅員について( 市条例第 6 条)

往復通行一一一 5.5 m以 上

一方通行一一一一 3. 5m以 上

(2) 駐車スペースについて( 市条例第 6 条)

自動車の大きさを図面に表示するのではなく、駐

車スペースを表示すること。大ききは l 台につき

幅 2. 5m以 上、奥 行 6 m以上とする。

ている自動車を動かすことなしに自動車の出入り を用いる場合にも道路との聞に適当な空地が必要

ができる配置であること。 である。 ( 5 m程度)

(4) その他駐車施設の機造は駐車場法施行令の構 (5) 建築確認申請について

進基準を準用する。 駐車装置は、駐車場法施行令第 15条の認定を受け

前面道路 た装置を用いることが必要であり、確認申請には、

前面道路

設置可能

前面道路 前面道路

設置不可 「一一了一寸 1" I--. ....J 

トー+ - → 車I " . "  

口l i H  iH  

1  1  15 I  

配置例 」 ムユ ム」

団 機 械 式 駐 車 装 置 を 用 い る 場 合

(1)  機械式駐車装置とは

駐車場法施行令第 15条の認定を受けた特殊な装置

その駐車装置にかかる建設大臣の認定舎の写しと

構造図を添付すること。

団 駐 車 施 設 の 附 置 の 特 例 ( 市 条 例 第 7 条 )

駐車場法により附置義務駐車場は、建築物と同一

敷地内に設置することとされているが、当該建築

物の構造および敷地の状態により、つぎに掲げる

ような特にやむを得ない場合に限って 、特例が許

可される。なおこの規定による許可を受けようと

する者は、別途、市長の承認を得なければならない。

①当該敷地に接する道路が車鱗進入禁止であるとき。

②当該敷地に接する道路がせまくて、府建築基準

法施行条例により車庫の面積が限定されるとき。

③交差点、歩道橋、バス停等により車庫の出入口

が設けられないとき。

④当該敷地の状態が不整形で、十分な車庫を確保

できないとき。

を用いる駐車施設である。

国 共 同 住 宅 等 を 建 築 す る 場 合 の 駐 車 場 の 設

(2) 大型、中小型の駐車装置について( 建設省通達)

置 に つ い て ( 市 指導 要 綱一 大 阪 市 全 域 に

・大型車用駐車装置とは

適用)

普通自動車( 3 ナンバー) 用のものをいい、帳2. 03

m 、全長 5. 6m級の自動車が、有効かつ安全に駐 30戸以上の住宅戸数を有する共同住宅を建築す

車できるものをいう。( 1 台当たり 15m' とみなす)

- 中小型車用駐車装道とは

小型自動車 ( 4 ・5 ナンバー) 用のものをいい、幅

1. 7 m、全長 4 .7 m級の自動車が、有効かつ安全

に駐車できるものをいう。( 1 台当たり 12m' とみ

なす)

(3) 附置義務駐車場に、中小型車用の特殊装置を

用いる場合( 市条例施行基準)

- 附置義務台数が30台をこえるときは

附置義務台数のうち 2 割以上に相当する台数のも

のを、大型車用駐車施設として設置するものとし、

残りの附註義務台数に対しては、 2 割以上の台数

を附加することによって中小型車用の駐車施設と

することができる。

〈計算例〉 附置義務台数36台の場合

36台 X O.2 = 7 .2台斗 8 台( 大型 … 自走式てもよい)

( 36- 8)  X  1. 2 = 3 3 .6台→34台( 中小型)

るときは、その住宅戸数の通常2 0 %に相当する台

数の自動車が有効に駐車できる駐車場( 1 台につ

き幅 2.4 m以上× 奥行 5 .0 m以上、または幅 2 .2

m以上× 奥行 5. 2m以上) を設置するよう指導し

ている。

なお、同時に 附置義務がかかる場合には、附置

義務台数分については駐車台数 l 台につき幅 2. 5

m以上× 奥行 6 .0 m以上のスペースが必要である。

〈例〉戸数60戸、附置義務 5 台の共同住宅を建築

する場合

戸数の2 0 % 6 0 X  0 .2 = 12台 . ... .12台以上必要

附置義務台数分 ー大型車用駐車スペース 5 台分)

指導分………・ ・中小型車用駐車スペース 7 台分 j

合わせて 12台以上必要となる。

以上、実際の計画策定にあたっては都市計画課箱設

係で十分な事前打ち合わせを行うこと。

( 大阪市総合計画局都市計画課 芳里子政康)

宜主司王場法第 ＲＰ 条に基づいて 、 劇ＺＮＱ Ｑ Ｑ 施設の 附 訟を義務づける条例は、主聖書都市のほか一宮 ＱＱ 的術 ｢ｾ｟ｬｭ 市で制定

されているが、近組長地区では下宮己のとおりである( 滋f し術品、和歌山町各以下はなし、) .

( 大 阪 市 )

茨 木 市

京 膏 宮 市

( 神戸市)

姫 路 市

静 丹 市

挫築物における駐4 施般の附也等に l制する条例

主主築物における駐車施設の附出等に附する条例

蝦: 車場条例

狙E築物に 附低すべき駐半地設に l刻する条WIJ

駐.l j i 施訟附置粂WIJ

強築物における} . f ; ! : . J . Ir . 施投の附 i丘等に l制する粂例

公 布 最 近 改 正 ( 同 施 行 )

39. 6 .11 48 . 5 .29 ( 48 . 8. 31)  

49. 4  .  1  (49.  4  .  1  )  

35. 4 . 1 53. 12.14  ( 53. 12. 14)  

42.  3 .28 48 .  3 .23 ( 48 . 7 . 14) 

48. 6. 25 ( 48. 9. 25)  

49. 9. 27 ( 49. 9. 27)  
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〈新建材紹介

流動化コンクリート用混和剤『マイテイ F oj

花王石厳株式会社 化学品第三事業部

本 社 干103 東京都中央区日本総茅場町 1 - 1  T E  L  03- 665- 6319 

大阪， Ｚ［ｾＴ 業所 〒 ＵＵＰ 大阪市西区 立 売』餌北通 Ｑ - 3 4  T E L  06ー552- 1481

- 流動化コンクリートについて

近年ポンプ打設の普及や骨材<I'>t，' / の悪化によりコンク

リートの単位水位がJ fl加する傾向にある 。 このため微

細 ｉｾｉ 坊や憐逃欠陥が均大し硬化したコ ン クリートの強

度低下やひぴわれなどが問題とな っている 。

この問題解決のために単位水祉の少ない硬練りコンク

リー卜に流動化斉IJ を添加してスラ ンプを大きくし流動

性 ・施工性を改普したコンクリートが開発されている 。

これを流動化コンクリートと称する 。 そして流動化す

ることによ って磁練りコンタリー卜の品質を低下させ

ないこと、材料分離に対するほ抗性を保有することが

重要な ii 1 i 徒である 。7 イテイ F Dはこの流動化コ ンク

リートを作るために添加する高性能流動化斉IJ である 。

マイテイ F D添加前 マイテイ F D添加後

写点はコンクリ ー トに? イテイ F Dを添加する前後の

スランプ試験の比較である 。 スラ ンプ 8 cmめ硬繰りコ

ンクリートにマイティ F Dをセメ ン トilllIi の 0. 8 % 添

加し、 Ｒ 分 ｴ ｬ｜ ｈ ｾ 排することによリスラ ンプ ＲＱ ｣ ｭ の流動

11 : . コンクリートを f与ることができる 。

. 流動化剤IJ"" イテイの一般的性質

成 分 ナフタリ ンスl レフ才ン般嵐を 主成分とする特

株 界 1飼活性高IJ

P  H  ( 5  %)  10:t 1  

固形分 40:t 2  %  

比 ifl ( 20/ 4 'C )  1. 200:t 0  010 

j  A S S  5  T - 401 表而治性剤品質鋭敏に撒じてマイ

テイ F Dの悦ー能を il 判定した結栄が下の表 - 1 である 。

表ー 1 表面活性淘l品質規準との比較

品 . 岨串

.同叩ョ"リート 司 ， ，.... ョ.. ，'.-ト

: J : - ，? 'J ト 4リダユ... "' ， 型炉， .，ート ‘十・" ' 1 ，1: 1

極 皐 噌"、』 101:1 1  

7 ・，-.1..1' ・同比f、』 7tJ tl t  

II S11 1  

庄 醐姐ｾ ， 比 ｽ

"υ1:1 1  

M 帽』、}

2・"
2lJtI 1lOOI " 日1:1 1

.げ姐哩4比' " 1崎 11 1 32 11161 
" 刷 "50 主‘ 1，Ｑ Ｒ ｾ＠ 1  

ｾ帽 ｉ 、』副 ｈ % 以 1

凶柏 崎 岡町 風 輸免

( .. . it J  酔 崎

ー也柑噌附飢 F 剛 ( 唱. ' ω I H  

民ｾ << !t 比4、}
信"

12l.!1:t f  

. " " イテイ F Dを添加した流動コンクリートの特長

1. 一般の軟紙 1) コンクリートに比較して、同じスラ

ンプでありながら単位セメント品、単位水五i の少ない

コンクリートを製造することができる 。 図 1 に同一 ス

ランプを仰るための単位水訟を示す。

2 .  ' ? イテイ F Dの i MJ n量をm滅することにより任意

の流動性をも った流動化コンクリートが製造できる 。

図 2 にマイテイ F Dの添加i u : とスラ ンプイil I の関係を示

す。一般的に 7 イテイ F D をセメ ン ト祉の 0. 1% ( セ

メント 100kg に対し 100 g  ) 添1mすることによりスラ

ンプカザJ 1. 5  cm J filJII する 。

16 処築と社会/ 1980年 4 J l 号

2. : ; .:.-1"ヲY アラF ヌr 可

l∞zー o ス20 Ｚｲ［ｾ［ＢＧＧＭＧＧＡグ ー ｲｊ 〆

1 1  ラ 18 Ｎ ｌｾ タ Ｕ ヂタ｟ＭＯ Ｎ

川 島1: >1 門 10 .  ｾＱＶ＠ ノb 'Y :A. ユ〆 ーー

位 IV II ， ＮＮ，凪 ｾ， Ｂ ｊＭ ｴ ｲ ーで Ｑ 圃 ｴｬＧＢ ー， "  ノ，ｾ Ｎ ＮＴｉｉＺ Ｎ ｌ ユｾ ｟ ーも・

量 仁 ，，1戸「一一 日; 1- ーーーー 一属 候司. . ノ"'- L I Y

宮 田寸 〆i コ n_ _ j"早ト「 叩 酎 rc ' . ，t 多"

位 向ン自 n l l水 I h _  1 0 "  ーーー-

. . ン ゐ I  ｾ ｉ 回 目 f寸 I ノ'

叶;; N引 け|主111  ｾ＠ 3D : ー ト

ω.HHト川 II I' !I 卜" <  

切 U 2 2 T古? VTZzF" 。抑制 ・1川 3・0・s・5 1 1 . . 0 川

"' ，. シプ{伺} マイティ F D急加量( %)

図ー 1 流動化コンクリー 図 - 2 " " イテイ F Dの添加

トの単位水量 量とスランプの関係

3 .  ' ? イテイ F Dの添加により単位水誌が減少し、さ

らにセメ ン トへの 1¥技指水iit がJ f / IJUするため、プリージ

ングが減少する 。 この結果フレ y シュ コンクリートの

沈下が減少し、 . 沈みひぴわれを低減させることができ

る。 このため、床仕上げ時間の魁納も可能となる 。

プリー ジング率のi l ¥IJ 定結」粧を図 3 に、沈下E鮮の ililJ 定 結

栄を関 4 に、床仕上げ時間の訓'J 定結来を図 5 に示す。

4  . 生コ ンクリート運搬中のスランプロスの回復方法

として 7 イテイ F Dの繰り返し添加が有効である 。 ス

ランプロスが生じ作業に過したワーカピリティを失 っ

た流動化コ ン クリートに再び? イテイ F Dを添加しワ

ーカピリティを回復させることができる 。 この方法に

より流動化コンクリートのスランプを長時 IHJ - 定範閣

内にコ ン トロールすることが可能である 。流動化コン

7 リートのスランプコントロー l レの結果を図 6 に示す。

5  . 単位水量、単位セメント iikが少ないため、乾燥収

縮lif が小さくなる 。 この結来、 m造物の乾燥収縮によ

るひぴわれの発生を低減させることができる 。 図 7 は

乾燥収納の ililJ 定結栄を、図 8 は構造物でのひびわれ長

さilill 定結栄を 示 している 。

6.  ' ? イテイ F Dには無機広瀬 ( 嵐化カ l レシウム等 )

やtJ.' f釘i を含有しないため、鉄筋、鉄骨を腐食させるこ

とはなく、コンクリートの性能を阻害することもない 。

決。

侵

ト0.<

銭。 4

打肢からの鍾過時間 ( hr )

図 - 4 流動コンクリート

の沈下率

20 

E  

h  
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Bas e 0  30 60 90 
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図- 6 流動化コンクリートの

スランプコントロール
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図 - 8 ひび割れ長さ測定

結果

・流動化コンクリートの鯛合設計

例をあげて説明する 。

水セメント比6 0 %、スラ ンプ 8 cmて' 現場に到箭したベ

ースコンクリー卜に 7 イテイ F Dを1mえてスラン プ 21

酬の流動コンクリートとする場合。

(1) 建築学会調合設計指針付表では、スランプ 8c mの

場合は、セメント益 280旬、水量 168kg、制H骨 材 率45. 5

% であり、スランプ21cmの場合はセメント量 348旬、

水 ii i: 209旬、細谷村率48. 4% である 。

そこで、ベースコンクリートの制 'jil 材率は流動化後ス

ランプ21cmの 値48. 4% を線用する 。

(2) 単位水量は、 、 コンクリートマニ ュ アノレより調Ｑｉ Ｑｎｾ

1 % の.Wlil成に対し 1 % 削減ずる 。

16811 + (48. 4- 45. 5) / 1001 = 173( kg/ m') 

(3) 従 って単位セメント祉は次の機になる 。

173/ 0 .  60=288(  kg/  m') 

・流動化コンクリートの製造

単位水i止の少ないl i i ! ! 繰りベースコンクリートを生コン

工場で製造し、 トラ ックアジテーターで施工現場まで

巡搬する 。現場でコンクリートの品質を確認後、マイ

テイ F Dを規定量百十品し生コン 111のホ ッパーに投入す

る。投入後トラ ックアジテ - 7ーのドラムを中~高速

で 2 分間回転させコンクリートを悦排することにより

流動化コンクリートが製造される 。 この際注意すべき

点、は、十分な悦排を行うため、 ドラム回転時! H ] を厳守

することと、生コンクリートを i品村iみしないことである。

制 御 板

画
電源 ー_ _  _ . J  ｾ＠ ス

! プ

l グ ¥/  /¥ 1  1  

! ホ に ) 1  l  

モ ータ→ i 「 ー ミ 」υ )  

訟_ _ _ J ( λ J υ  

マイテイ FOドラム 計量ポンプ 生コン車

図 - 9  " " イテイ F D投入装置( フローシート)

- おわりに

流動化コンクリートの使用目的としては表 2 にぬげた

項目があるが、目的に合わせてそれぞれベースコンク

リートのスランプを決めていかなければならない 。マ

イテイ F Dの使用に当 っては椋記に聞い合わせの上十

分打ち令わせていただきたい。

表 - 2 流動化コンクリートの使用目的

蛇 附 作j ベースコノ? 'Iート町スラ >7

位雌 ｾ ｬ 耐 ｩｴ ｮ .. Y'，1刊Il<Tl U¥減、制』コン 7'1ートなど
8冊 - 1車問

J /，健. マスコノクリート スラプなど
Ｑ ｾＱＱＱ ＭＱ 忌 ｭ

サ λ タイ叫 ｉ Ｎｴ け削嗣 多 い ｉｾ 造物 な ど ｉ 12111- 川

建材委員 /1束 尚弘( タラ レエンジニア リノグ〈株〉技術部4問I!l !-J A)
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効 率 主 義 の 省 エ ネ ル ギ 一 法

わ が 国 の 省 エ ネ ル キ 一 法 は 効 率 主 義 の 立 場 を 採 っている 。 各 種 機 器 の 効 率 規 制 や 空 調 用 エ ネ ル ギ ー 消 費

係 数 ( C E  C ) な ど が そ れ で あ る 。 効 率 主 義 の 欠 点 は 、 標 準 条 件 で の 効 率 規 制 で あ る た め に 、 運 転 状 態

の 過 半 を 占 め る 低 負 荷 時 の 効 率 が 看 過 さ れ 易 い こ と 、 効 率 さ え 良 け れ ば エ ネ ル ギ ー を 幾 ら 使 用 し て も 良

い こ と の 2 点である 。 前 者 を カ バ ー す る た め に 部 分 負 荷 特 性 を 定 め る 方 法 、 効 率 を 年 間 値 と し て 把 握 す

る 方 法 が あ り 、 そ れ ぞ れ 要 素 別 規fl，IJ 、 性 能 規 制 と し て メ ー カ ー 及 び シ ス テ ム 設 計 者 に 賦 課 さ れ る 。 話を

空 調 用 エ ネ ル ギ ー に 絞 る と 、 今 度 発 表 さ れ た C E C は ま さ に 年 間 法 で あ る が 、 そ の 他 を 算 出 す る た め に

は部分負荷特性が必要で、ある 。 それにしても運転条件は撚準化された上での比較がされるであろうから、

実 際 の 運 転 が ど の よ う に な さ れ る か に よ って エ ネ ル ギ ー 使 用 の 絶 対 置 に 歯 止 め が か か る 訳 で は な い。 こ

れ が 問 題 に な る 時 こ そ 、 使 用 量 笑 舶 に 対 す る 絶 対 量 規 制 が 話 題 に の ぼ る こ と に な ろ う 。 同 じ 省 エ ネ ル ギ

ー効果をあげるにしても、お上のが1I 圧 に よ ら ず に 自 発 的 な 行 動 に こ そ 価 値 が あ る 。 そ の 意 味 で 、 一 方 で

は 生 ぬ る い と い う 評 判 が あ る も の の 、 今 回 の 省 エ ネ ル ギ 一 法 の 考 え 15には自発性に訴える要素がかなり

残 さ れ て い る 点 で 評 価 で き る と い え よ う 。 ( N .  N )  

時 間 の 中 の 都 市

都市は空間的な広がりとともに、 H寺聞の流れの中にある存在である 。 そ れ ぞ れ の 都 市 の 歴 史 が あ り 、 ま

た未来へ向けて都市は続いてゆく 。 空 間 的 広 が り は 見 れ ば 解 る 。 し か し 、 時 聞 の 流 れ の 中 に あ る 都 市 は

うっか り す る と 見 そ こ な ってしまう 。

私 は 、 い ろ い ろ な 都 市 や 地 域 の 計 画 を た て る 仕 事 を し て き た が 、 そ の u寺の調査では、最初に必ず都市の

歴史を li 恥、たり、本を読むのである 。 その過去の時点に、もう 一 度た って 時 閉 め 流 れ を み る と 、 都 市 の

個 性 や 、 魅 力 や 、 悩 み が 見 え て く る 。 時 閉 め 流 れ を 無 視 し て 都 市 は あ り え な い 。

こ の 意 味 で 、 最 近 と り あ げ ら れ て い る 歴 史 的 建 造 物 や 、 古 い 町 並 み な ど も 、 た ん な る 懐 古 趣 味 や 執 念 の

問題ではなし、 。 そ こ に 現 在 か ら 未 来 へ と つ な げ て ゆ く カ ギ が あ る 。 そ こ で 、 凍 結 的 な 保 全 で は な く 、 将

来 へ 向 か つて 生 き る も の が あ る は ず な の で あ る 。

ポ ス ト ン の 古 い 市 場 の 建 物 を 生 か し な が ら 、 新 た な 増 築 を 行 な った フ ァ ニ ー ホ ー ル ・ マ ー ケ ン卜 ・プレ

ー ス は 、 現 在 、 大 変 な 人 気 で あ る 。 こ れ は 、 決 し て 古 さ に し が み つ く 保 存 で は な く 、 過 去一 一現 在一一

未 来 を 貫 い た 優 れ た 時 間 性 を も った計画だからであろう 。 日本でも、も っ とH寺聞が都市づくりの中に取

り入れられてよい 。 ( T .  A )  

建 築 の 壁

日 本 の 建 築 で は 壁 を 必 要 と し な か った が 、 西 洋 で は 壁 が 構 造 の主役 で あ った。 ローマ時代の高層アノ マー

卜 で は 煉 瓦 の 厚 い 壁 で 外 周 を 造 り 、 各 階 の 床 は 単 に 支 え て い る だ け で あ った。 こ の 方 法 は ア メ リ カ で 高

層 ビ ル が 始 ま る ま で つ づ い た が 、 鋼 や コ ン ク リ ー ト が 使 わ れ る よ う に な って 柱 と 梁 の ラ ー メ ン 構 造 と な

って壁は後退する 。

日本の初期洋風ビルでは l耐 震 壁 と し て ラ ー メ ン 構 造 の 中 で 重 要 な 役 目 を 果 た す も の と さ れ 、 計 算 以 前 の

も の と し て 耐 浜 壁 を 適 当 に 配 置 す る の が 当 り 前 で あ った。

!j 成後のアメリカ高層ビルではコアの壁とラーメ ンの協力にたよ って い た が 、 高 層 化 に し た が って 経 済 的

に 行 き づ ま り 、 再 び 壁 が 外 周 に 主 役 と し て 登 場 し て き た 。 とい って も 以 前 の よ う な も の で は な く 、 壁 的

な 扱 い と し て 用 い ら れ 、 や が て は 外 周 全 体 を ひ と つ の チ ュ ー ブ の よ う に す る も の が で き る こ と と な り 、

これによ って 経 済 性 の 壁 を つ き 破 る こ と に 成 功 し て い る 。

さ て 、 日 本 の 方 で は ま だ そ こ ま で の 必 要 も な い よ う で 、 コ ア と ラ ー メ シ の 協 力 に よ る 構 造 に よ っ て い る

が、低層の鉄筋コンクリート造などで百十 ｴｾＺ にさえのればよいとして壁を軽視する風が見えてきた 。 ピロ

テ ィ 式 の も の な ど も そ の 一 例 で 、 こ れ ら 壁 軽 視 の 建 物 に つ い て 見 直 し を 必 要 と す る H寺とな っている 。

( T  .  Y )  

鉄 骨 構 造 の 変 遷

先 日 あ る 工 場 に で か け て 、 竣 工 ま ぎ わ の 建 築 を 見 る 機 会 が あ った。 こ と 建 物 は ク レ ー ン の あ る 典 型 的 な

工 場 で あ る が 、 鉄 骨 は 殆 ん ど H 型部材で・構成されており、 一 昔 前 の ア ン グ ル 材 を 使 い リ ベ ッ ト締めした

トラスとは全く巡 ったスマートなものである 。 日 頃 図 面 で は お 目 に か か って い る の で は あ る が 、 現 物 を

自 の あ た り に す る と 、 ま た 一 段 と そ の 印 象 が 鮮 や か で あ った。

鉄 骨 の H 型 鋼 化 は 平 家 の 山 形 架 構 を H 型 鋼 で プ レ ハ ブ 化 し た こ と か ら 始 り 、 ビ ル 鉄 骨 も H 塑部材となり、

つ い に ク レ ー ン 付 建 家 に ま で 進 ん で き た の で あ る 。

H 型ロール鋼材の大量供給と溶接技術の普及により、 10年 余 り の 間 に 鉄 骨 の ス タ イ ル は 目 を み は る 桂 見

事 な 変 身 を と げ た 。長 い 建 築 の 歴 史 か ら み れ ば10年の歳月はほんのーコマにもならないのであるから、

この変化は特ｾ Ｚ すべきものであろう 。

建 築 の 技 術 は 過 去 の 経 験 の つ み 重 ね に よ る と こ ろ が 多 い の で あ る が 、 ま た 一 面 か ら み れ ば 設 計 者 は 常 に

11-.')' 代 と と も に 歩 ん で ゆ か ね は な ら な い 。 こ の た め に は 新 し い 材 料 、 新 し い 工 法 、 新 し い 設 計 手 法 に 注 意

を怠 ってはならないと思、う 。 ( K .  Y )  
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住 ま い の 耐 久 性

宇 野 英 隆

耐久性の意味

住まいの耐久性を論ずる前に 一般の話として、 耐久性とは何かということについて述べてみたい 。

耐久性とは、文字通り、建物が長持ちする性能を指すが、この長持ちしているという判断が大変む

ずかしい。建物がまだ使えるということはホもう使えなくなった。という判断ができて始めて意味を

もっ。ところが、このもう使えないという判断は、明確にはできないので、耐久性についての論議は、

いつも漠然とした話しかできなかったし、また科学技術の発達した今日でも、まだその域を出ていな

し、。

その原因は、建物の劣化は、あらゆる条件が複雑に入りまじった状態で進行するものであるからで

あろう。

しかし考え方の上では、かなりはっきりしている。この、、、もう持たなしげという半IJ 断は、大きく 4

通りある。

①構造耐力の限度がきた。

木造の土台や柱が腐って構造材の断面の欠閣が進行すると、建物はついには崩壊する。鉄筋コンク

リー卜造でもコンクリー卜の中性化、鉄骨造では錆びによ って 、木造と問機構造耐力の低下を来たし、

崩壊の危険はまぬがれない。

このように経年的な劣化現象として耐力に着目した場合、ある時期にその建物は使えなくなるのは

必然、である 。 この現象はいたみ工合がかなり視覚的に見えるので、だれでも気がつくし、また、危険

を感ずる 。だから今まで、建物の l耐久性と言ったときには、人々の頭の中には、みなこの構造耐力の

限界がH音黙のうちにあった。

しかしこれほど深刻! な構造耐力の劣化も、実際には、それほどはっきりとわかるものではない。な

ぜならば、構造的限界は、建物が、自然崩壊をする時点を言うのではなく、われわれの生活を安全に

保護する能力のある範囲を指すからである。外見はそれほどいたんでいないようでも、実は台風やI也

i五で壊れてしまうかもしれなし、。うどの大木という言葉があるが、外見ではわからないことが多 L 、。

木造住宅のように住み慣れた建物は、経験的にこの程度になると、もう危険という判断が素人でもで

きた。造り方の違ってしまった最近の住宅は、この限界を見出すことは、むずかしし、。住宅は個人の

経消的理由によって、建っていれば、住んでいるのが実状であり、この意味で、耐久性の限界をとう

に過ぎた危険な建物にかなりの人が住んでいるのが実状て、ある 。

②陳腐化した 。

構造耐力がまだある のに 、建物のデザインが時代に合わなくなったり、新しい設備が取り入れられ

ないなどの理由から、建物を新しく建て替えた方が得であると判断された場合、建物の寿命はその時

点で終わる 。建物の陳腐化による耐久限界である 。実例をあげれは¥鉄筋コンク リー卜造が、構造的

には 100年以上も持つのに、都心では40- 50年紅度で取り壊されている事実は、この限界が構造耐力

限界より優先されていることを示している 。

住まいでは、この陳腐化現象は常におこっている。建設当初の家族の生活は、ものの 2 - 3 年もた

っともう変わっている。そうすると家族生活の容れものとしての住まいは、この変化に追随できる範

囲までは、その使命をはたすが、それ以後はもう意味をなさなし、。とは言っても、そう簡単に建て替

えるわけにはいかず、何とか資金を工面して噌改築でこれをのりきるわけだが、それでも間に合わな
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いときは、家を変えるか、建て 替 えを余儀なくされる 。

③修理費がかさむ 。

建物は、時がたつと、いろいろなところがいた んでくる 。 いためは修; 理しなければならない 。修 理

費がかかる 。 この修理費がその時代の建設費に比べて、大きくなってくると、建て替えた方がましだ。

木造では竣工後30年を越えると、修理費がかさんでくることはよく知られている 。

④行政上取りこわされる 。

都市の再開発行為にともな って取りこわされる住宅の数は、予想以上に多し、 。 この場合、建物自体

はあらゆる意味で健全なものもある 。

耐久年数を推定すること

もう使えないという判断が今まで述べたように複雑だから、現存する建物のIfu.j 久の限界を知ること

はなかなか困難だ。 しかし、これにもう一つ耐久性を推定し得ない難闘がある 。 それは、材料や構法

の耐久性を推定するテスト法が皆無であるということだ。大気中に試料をおいた暴露試験、ウェザー

メーター ( Weat her met er  ) 、塩水噴霧試験 ( Sal t spr ay test  ) などがあるが、これとても材料や

構法の劣化のほん の一面をとらえているにすぎなし、 。言い替えれば、実際の材料は、こんな劣化の仕

方はめ ったにしない 。 まして何年でだめになるのかとなると、皆目わからない 。テスト法のないこと、

これが建物の耐久性を見きわめられない原因の一つであることは間違いない 。

耐久性の考え方は、と問われると私はよく 図の ようなものをかく 。建物は必ず 、ある目的があ って

建てられるから、初めはその目的を満たしているはずである 。 この状態は長くは続かなし、 。 というの

は竣工の時を頂点として、あらゆる性能は劣化していくからである 。経年的に性能が劣化しても、な

お建物が使えるように、設計では今までの経験をもとにして性能に余裕を見て造ることが多い 。図中

性

能

〆諮問とき、または綾工のときにも っている性能

h ¥ / メンテナンスによる性能の回復

ｉｾ 、ト、

'- "  
I  ' - I 、 r、

¥、..._I " "  I  ........... ここで耐久性の限界

1 "  " -

ドミ住まいに期待する性能

経過年数

耐久性能の模型図

この 劣 化 曲 線 が 材 料 や 構 法 で 明

らか になれば耐久性をある程度

予 測 す る こ と が で き る よ う に な

る

狭い意味の

耐久年限数

耐久年数

味刀めの性能か とは、このような意味を持 っている 。 これが経年的に劣化して、 明初めに建物に期待

した性能H を下まわると、耐久の限界ということになる 。 この問、単純に性能は劣化するものではな

く、複雑な経路をたどる のだが、いずれにせよ、いたんでいく建物に補修の手を加えなくてはならな

くなる 。

メンテナ ンス ( Mai nt enance ) は、この意味で劣化する建物の性能を回復するために行われる 。
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メンテナンスをいくらやっても、期待する性能まで回復しない場合、耐久の限界である。こんな風に

考えていくと、建物の耐久性。という言葉よりも、実際に建物が用に立っていることを意味する、建

物の耐用性。と言っ た方が目的を適確に現している ので、私たちは最近ではホ耐久。より‘ 耐用。を

専ら使っているので参考までに述べておこう。( ここでは、このまま耐久性という言葉を使っていく)

住まいの耐久性

そこで住まいの耐久性だが、これは大変むずかしい。技術的な話では、今まで述べたように今ある

住まいがあと何年持つかを推定することは困難ではあるが、材料が大体どのくらい持つかということ

は今までの経験とか、住まいの実態調査、各種の耐久性テストなどの総合判断としてある程度はわか

る。住まいの設計では材料の寿命の近似したものをひとまとめにして使うのがよい。なぜならば、修

理をするとき、寿命の異なる材料が混在していると、必要な部分だけ取り替えることができないで、

ちょっとしたことでも大工事になってしまうからである。わが国では障子紙とか畳は他の部分とは関

係なくいくらでも張り替え、取り替えができる 。最近カセットといつのがはやっているが、住まいの

構造も、修理に際して耐久性の近似した部分をまとめてカセ ッ ト化しておくと大変便利である 。 これ

は、住まいは、メンテナンスなしには維持できないので、この処置を簡便にするからである 。

このカセ ッ ト化は、さらに今後の住まいにはぜひ必要になってくると思われる 。

住まいのメンテナンス

住まいは家族生活の容れものである。ところが、この家族生活はその内容が常に変わる 。 たとえば、

子供が生まれ、学校に入 1) 、社会人となり結婚する。このように変わる家族生活に、その容れもので

ある住まいは追随できなければ意味がなし、 。住まい、そのものもいたむが、それ以上に住まいがこの

住まい方の変化に対応できないことによる不満の方が深刻であろう 。

この悩みは戦前までは結構社会のしくみの中で上手に処理されていた 。 というのは、大概の家には

情出入りの棟梁。と呼ばれるな じみの大工がいて 、根太が落ちたり、柱が腐ったりすると、すぐ直し、

定期的に補修し、手狭になると、それ相応に工面して増改築を行 っていた 。家族の意志を親切にくん

で、住まいのメンテナンスを一手に引きうけていたのである 。木造住宅が長持ちするというのは、こ

のようにして行われてきた新陳代謝によるものである 。

戦後は、このたよりになる、出入りの棟梁砂はいなくなった 。棟梁たちは何々工務庖と立派な名に

変わりはしたが、各家庭でのメンテナンスのにない手としての棟梁たちはいなくな った。根太がはず

れたからといってもそんなさ細なことではなかなか直しに来てくれないし、また費用もかなりかかる 。

こうなると、住まいの耐久性を保持するのは、家族が受け持たなければならなくなる。いわゆる家庭

大工にゆだねることが、かなり大きくな ってきた 。 日本も、この意味では欧米並みにな ったと 言って

もよい 。 こうなると、住まいそのものが、素人にメンテナンスしやすいような造りにしておかなくて

はならなくなる。素人に柱を切られては大変だから、構造体だけは半永久的な寿命を持つもので造 っ

ておかなければならない。内外装は、それぞれ素人がメンテナ ンス しやすいような造りがよい 。極端

な言い方をすれば、いわゆるカセ ッ ト的構法が、これからの住まいには要求されるゆえんである 。

いずれにしても住まいは経年的にいたむ。住まいに対する要求も変わる 。建築家がこのことを念頭

において建物を設計してこそ、耐久性のある住まいを造ることができるのである 。

( うの ひでたか T-業工業大小教授 ・工? IWI ，)



私の耐久住民

人 間 に と っ て 耐 久 性 と は

西 沢 文 隆

日 差 月 歩 の 世 の 中 で は 、 人 聞 の 生 活 は ど ん ど ん 変 わ っ

て い く か ら 、 そ の 生 活 を 容 れ る 家 は こ れ に 合 わ せ て 変 わ

って い か な け れ ば 建 て 直 さ さ る を 得 な い 。 したが って 長

持 ち す る 家 は 無 駄 で・、 取 り 鍛 し や す い 家 に し て お い た 方

が よ い一一 と 考 え た 時 期 が あ っ た。 す な わ ち i<E ｾ、捨て時

代 で あ る 。 生 活 を よ り 便 利 に す る た め に 、つ ぎ か ら つ ぎ

と生活用具を買う 。 遂には道具の| 涼聞で生活する破目に

なりかねなし、 。 と こ ろ で 人 間 の 生 活 は 果 た し て 向 上 し た

と言 え る の だ ろ う か 。文 化 的 に は む し ろ 退 歩 し て い る よ

うに息、える 。

人 閉 め 生 活 は 十 人 十 色 で 、 一 人 の 人 に 快 適 で も 、 つ ぎ

の 人 に 快 適 と は 限 ら な い 。 さ ら に 今 日 の 自 分 は 昨 日 の 自

分 で は な い か ら 時 々 改 変 し な い と 住 み 心 地 が よ い と い う

わ け に は い か な い と い う こ と に な る の だ が 、 実 は 人 聞 は

そ う 四 角 四 面 に は で き て い な い 。 人 間 に は 馴 れ と い う こ

とがあ って 、 結 構 何 の 支 障 も な く 住 め る 。 さ ら に 頭 を 働

か し て 住 み こ な せ ば 、 家 は 改 変 と い う ほ ど の こ と は せ ず

と も 残 り 楽 し く 住 め る 。 家 を 長 持 ち さ せ る 秘訣 は 住 み こ

な す 技 術 に あ り そ う だ。 そ れ が 省 資 源 時 代 の 義 務 か も し

れ な い 。 た だ し 戦 時 中 で は な い の だ か ら 、 そ の こ と が 人

聞 の 心 を 貧 し く す る よ う で は 困 る の で あ る 。

家 を つ く る 側 の 立 場 と し て は 長 持 ち す る 家 を 志 す の は

当 然 で あ る 。 何 よ り も ま ず 長 い 時 の 経 過 に 耐 え て 風 化 し

た り 老 朽 化 し た り し に く い 家 で あ る 必 要 が あ る 。 雨 が 漏

っ た り 、 土 台 が 腐 っ た り す る の は 困 る 。 設 計 に も 責 任 が

あ る が 住 ま い 手 に も 責 任 が あ る 。 住 ま い 手 は 常 に 細 や か

に 気 を 配 って 十 分 メ ン テ ナ ン ス し て い く 義 務 が あ る 。 こ

れ が 最 も 家 を 長 持 ち さ せ る 秘 訣 で あ る 。 大 黒 柱 と い う 言

葉 が あ る が 、 構 造 が し っか り し て い て こ ゆ る ぎ だ に し な

し、笑感が家全体にみなぎ っ て い る こ と は 家 を 身 と 心 の 拠

り ど こ ろ と す る た め に 最 も 大 切 な こ と で あ る 。 こ の 構 造

は い じ る こ と な く 改 変 で き る 範 囲 が 大 き い ほ ど 、 家 は 使

用 に 堪 え て 永 続 で き る わ け だ 。 被 覆 で あ る 仕 上 げ 材 は 人

聞 の 膚 に 直 接 触 れ る と こ ろ だ け に 重 要 で 、 あ り 、 こ の 部 分

は 改 変 容 易 で あ る が 、 お ろ そ か に は で き な い 。 近 頃 の 工

業 生 産 品 の よ う に う す っぺ ら で 老 朽 化 し な い が 傷 つ い て

見 苦 し く な る よ う な も の で な く 、 年 と と も に 古 び な が ら

古 び の 良 さ が 泌 み 出 し て く る よ う な 素 材 で あ り た い 。 物

に は 長 所 が あ れ ば短 所 が あ り 、 常 に 背 中 合 わ せ に な って

いて 一 方をためれば、他方も駄目になる 。 そ の 辺 の 機 微 を

心 得 て 短 所 を 積 極 的 に 生 か し て デ ザ ィ ヨ し て い く こ と が 、

物 を 素 材 と し て 家 を つ く り 、 耐 久 性 を も た せ る 道 で は な か

ろ う か 。 ( にしざわ ふみたか j涯合建築研究所代表取締役)

私の耐久性論

ソ フ ト な 技 術 教 育 と ハ ウ ス ド ク

タ ー 制 度

広 原 盛 明

住 宅 の 耐 久 性 の 向 上 に つ い て は 、 建 築 材 料 や 設 備 機 器

の レ ベ ル ア ップ な ど 、 い わ ゆ る ハ ー ド な 側 面 か ら は 随 分

進 歩 が あ っ たと思う 。 し か し な が ら そ の 一 面 、 建 材 や 設

備 が 改 善 さ れ る に つ れ て 、 ハ ー ド な 技 術 の 向 上 そ の も の

が 逆 に 住 み 手 の ソ フ ト な 技 術 を 退 化 さ せ る と し 寸 現 象 が

あ ら わ れ て き た 。 i 耐 水 性 」 だ と ，い う こ と で 十 分 に 水 気

を ふ き と ら な か っ たり、 「硬質」 だ と い う こ と で 手 荒 く

取 り 扱 っ た り す る の た く い で あ る 。

だ が 、 い う ま で も な く 、 な ん と い って も 住 宅 の 耐 久 性

の 決 め 手 は 、 住 む 倶IJ の 心 が け で あ り、 日 々 の 生 活 を 通 し

て の さ ま ざ ま な 手 入 れ 行 動 に あ る 。 ど れ ほ ど 立 派 な 構 造

や 材 料 に 装 備 さ れ た 住 宅 と い え ど も 、 空 家 に な れ ば l 年

も た た な い う ち に だ め に な って し ま う よ う に 、 逆 に 手 入

れのよい家は! 母子の桟の隅々に 至 る ま で 生 き 生 き と 息 づ

¥ 

い て い る の が 分 か る 。 建 築 さ れ て か ら す で に 100年 近 い

京 都 の 町 家 が 、 い ま な お 道 行 く 人 々 の 服 を 奪 う ほ ど 美 し

い の は 、 そ の 用 い ら れ て い る 材 の 良 さ も さ る こ と な が ら 、

何 よ り も 永 年 そ れ を 磨 き こ ん で き た 住 み 手 の 腕 に よ る と

ころが大きし、 。 たとえそれが姑の盟主視の下でせよ、 早 朝

か ら の 嫁 の 空ぶ き 仕 事 が 住 ま い の 生 命 を ま も りつ づ け て

き た の で あ る 。

今 回 、 こ の よ う な 習 慣 は も は や 新 築 住 宅 で は み ら れ な

い。 近 代 的 と い わ れ る 核 家 族 が 、 過 去 の 伝 統 の き ず な を

断ちき って 思 い 思 い の 生 活 を 営 ん で い る が 、住 宅 の 日 常

の 手 入 れ や 梅 雨 期 、 台 風 時 の 備 え は ほ と ん ど み か け ら れ

ない 。 ひ ど い 例 に な る と 、 雨 も り が し て い て も H青れてし

ま え ば 忘 れ て し ま う よ う な ケ ー ス も 出 て き て い る 。

も は や 伝 統 的 な 慣 習 を な つ か し が っ たり、 ilbi 近 の 若

い 者 は 」 的 批評 だ け で は 事 態 に 対 処 で き な い 。 ハ ー ド の

技 術 と 同 様 に 、 住 み 手 の 耐 久 性 維 持 の た め の ソ フ ト な 技

術教育が組織的に必要で・ある 。 町 場 の 大 工 や 工 務 応 、建

設 設 計 事 務 所 が タ イ ア ップ し て 、 住 み 手 を 教 育 す る シ ス

テムをつくらねばならなし、 。 そ れ も 単 な る 講 習 会 や お 話

し 合 い に と ど め ず に 、 日 常 的 な 仕 事 の や り と り を 通 し て

の 関 係 に 高 め ね ば な ら ぬ。 ち ょ う ど か か り つ け の 開 業 医

が 地 域 の 人 た ち の 健 康 管 理 に 従 ってくれるように、 地 域

の 住 宅 の 健 康 管 理 を 行 う 仕 事 や 制 度 を つ く り あ げ る こ と

により 、 1 軒 1 車干の住宅をていねいに管理できる体制を

つ く り あ げ る の で あ る 。

私はこのシステムを「ノ、ウ 矢 ド ク タ ー 制 度 」 と 呼 ん だ

が 、 す で に 全 国 各 地 で い く つ か の 実 験 が 始 ま っている 。

あ る も の は 個 人 の 設 計 事 務 所 が 、 あ る と こ ろ で は 大 工 の

グ ル ー プ が 、 そ し て あ る と こ ろ で は 営利事 業 と し て 。

( ひろはら もりあき 京 郎 府立 大 学教 佼 )
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私の耐久性蛤 |  私の耐久性鎗

建 物 へ の 愛 情 が 耐 久 性 を 決 め る |住 宅 は 生 き て い る

谷 山 隆

こ こ 数 年 、 古 い 建 物 ば か り で な く 戦 後 に 建 て ら れ た コ

ン ク リ ー ト 構 造 物 で も 、 取 り 壊 さ れ 、 新 し い 建 物 に 建 て

替 え ら れ て い る 姿 が 多 く み ら れ る 。 い ず れ も 耐 久 性 が な

くな った と い う 理 由 だ。

建 物 の 耐 久 性 と は 普 通 、 技 術 的 物 理 的 な 面 で の 性 能 低

下 と 、 社 会 的 環 境 の 変 化 か ら く る 機 能 上 の 低 下 と の 両 面

か ら 判 断 す る ら し い 。

大 会 社 や 官 公 庁 が 所 有 す る 建 物 な ら 、 耐 久 性 が な く な

ったからといって建て替えることも可能かも知れないが、

住 宅 と な る と そ う は い か な い 。 あ る 一 部 の 些 か な 人 達 を

の ぞ い て は 、 私 財 の ほ と ん ど を は た い て 手 に 入 れ た の で

あ っ て 、 永 久 的 な も の と 思 っている 。

だ か ら こ そ 、 住 宅 の 耐 久 性 は 人 々 に と って 非 常 に 関 心

が深いことがらなのだろう 。

耐 久 性 は 、 性 能 の 低 下 と 機 能 の 低 下 に よ って 主 と し て

決 ま っ て く る な ら 、 い か に そ れ ぞ れ の 低 下 速 度 を ゆ る め

る か が 、 耐 久 性 の 長 短 に か か わ っ て く る こ と に な る 。低

下 速 度 は 日 常 の メ ン テ ナ ン ス の 程 度 に よ って差が出てく

る。 何 事 に お い て も そ う で あ る が 、 気 に 入 って気分がよ

ければ大切にあっかう 。 住宅にと って も 同 じ こ と だ。

外国人にうさぎ小屋だと酷評された狭い住まいでも、

住み手はその家族構成や生き方に合わせて、家具ーの置き

方 を 変 え た り 一 部 改 造 し た り し な が ら い ろ い ろ 工 夫 を こ

ら し 、 住 み や す く し よ う と 努 力 し て い る 。努力すること

に よ っ て 住 ま い へ の 愛 情 も わ い て く る 。 ま し て 建 築 家 に

依 頼 し た 住 宅 は 、 桂 て 売 り や プ レ フ ァ ブ を 買 う の で は な

く て 、 無 の 段 階 か ら 自 分 だ け の 住 ま い を つ く り あ げ る の

だ か ら 建 物 へ の 愛 情 も 倍 加 さ れ る に ち が い な い。 愛 情 が

強 け れ ば 強 い ほ ど 、 そ の 表 現 と し て メ ン テ ナ ン ス を し っ

か り し よ う と す る 。

建 物 は 、 住 み 手 の 対 応 の 仕 方 に よ っ て 、 機 能 面 や 精 神

面 で は 発 展 向 上 さ す こ と も で き る が 、構 造 体 や 仕 上 材 の

よ う な も の は 必 ず 年 々 性 能 を 低 下 す る だ け に 、 メ ン テ ナ

ンスの程度によ って 耐 久 性 が 変 わ っ て く る 。

す な わ ち 耐 久 性 と は 、 閉 じ 建 物 で も 人 そ れ ぞ れ に よ っ

て 変 化 す る と 同 時 に 、 建 物 へ の 愛 情 の 度 合 い に よ って 著

し い 差 が 出 て く る も の で 、 一 概 に 決 め ら れ る も の で は な

し、 。

わ た く し た ち 建 築 家 は 、 愛 情 を も って迎えられるよう

な よ り よ い 住 空 間 を 創 造 す る と と も に 、 メ ン テ ナ ンス が

容 易 に で き る よ う な 設 計 を 心 が け な け れ ば な ら な い 。 ま

た 、 住 む 人 々 に は 決 し て 建 物 は 永 久 的 な も の で な く 、 メ

ンテナンスのちがいによ ってそのことが決ま ってくるこ

と を 理 解 し て も ら わ な け れ ば な ら な い と 思 っている 。

( たにやま たかし コンコード建築設計事務所所長 )

松 田 妙 子

行 く 河 の な が れ は 絶 え ず し て 、 し か も 、 も と の 水 に あ

らず。 よどみに浮かぶうたかたは、かつ消えかっ結びて、

ひさしくとどまりたる例なり 。世 の 中 に あ る 人 と す み か

と、 またカ‘ 〈 σ〉責日し 。 ・・

有名な鴨長日月 『方 丈 記j 冒頭の一節である 。 いつのこ

ろ か ら か 、 日 本 人 の 住 宅 観 と い う も の を 考 え る と き 、 か

ならずとい って い い ほ ど に こ の一 節 が 私 の 頭 を よ ぎ る 。

現実の日常生活を、しょせんは仮りの世のものと思い、

住 居 や 家 屋 は そ れ こ そ ほ ん の 一 時 の 仮 り の 住 ま い 、 仮 り

の す み か と 観 念 し た 中 世 紀 の 無 常 感 が 、 い ま も って 日 本

人 の 心 、 と く に 男 性 の 心 情 の 中 に つ き ま と っているよう

に 思 え て な ら な い の で あ る 。

まさかいまのこの世の中に、いつ不慮、の災厄に遭わな

い と も 限 ら な い か ら 、 家 屋 は で き る だ け 粗 悪 な も の に し

て置こうなどと考える人がいるとは思えないが、しかし、

実 際 に 住 宅 の 保 全 と い う 現 実 的 な 問 題 に つ き あ た ったと

き 、 日 本 人 ほ ど そ の こ と に 淡 白 て ¥ 諦 め の 早 い 民 族 は 他

に な い の で は な か ろ うか 。 淡白といえばきこえはいいが、

そ れ は と り も な お さ ず 管 理 と い う も の に 対 す る 無 知 と し

か い い よ う が な い 。 お お む ね五 十代以上の人々には、 「住

む 」 と い う こ と は 、 そ こ で 最 低 の 寝 食 の 場 が 確 保 さ れ れ

ば 済 む こ と だ と い う 考 え が 、 今 も って 大 な り 小 な り 宿 っ

ているように忠、えてならない 。

も ち ろ ん 、 世 代 の 逃 い が は っ きりしている 。 二十代、

三 十 代 の 人 た ち に 「 仮 り の す み か 」 な ど と い う 考 え 方 は

無 く な って い る し 、 マ イ ホ ー ム と い う 観 念 が 定 着 し た よ

うに、住}r': は，'，分の生活の中心にある 、城 H だと考えら

れ る よ う に な っている 。城 で あ る か ら に は 、 み ず か ら こ

れ を 守 り 、 維 持 し な け れ ば な ら な い。 若い人たちの聞で、

住 宅 の 修 理 や 補 強 の た め の い わ ゆ る や日曜工作。 が 清 実

に 根 を 下 ろ し て い る の は そ う し た 意 識 を 物 語っているよ

うに思う 。

だ が 、 住 宅 の 寿 命 と い う も の は 住 む 人 の 心 構 え ひ と つ

で ど う に で も な る し 、 住 宅 そ の も の の 値 打 ち は 不 断 の 努

力て泊りられてゆくものだという恭本的なことが、若い世

代 も 含 め て 来 た し て ど こ ま で 認 識 さ れ て い る だ ろ う か。

住 宅 は 人 間 の 肉 体 と 同 じ よ う に 、 日 常 管 理 の 自 が ゆ き 届

けば届くほど、その価値が保全されてゆく 。

住 宅 は 生 き て い る一一一この自明 の こ と を 素 直 に 受 け 入

れ た と き 、 日 本 人全体 が は じ め て 「 方 丈 記 の 世 界 」 か ら

脱 け 出 ら れ る の で は な か ろ う か。

( まつだ たえこ 財 団法 人住宅産業研修財団互ll ">民)
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住 宅 の 哲 学 と 美 学 の 回 復

或 良 男

ヨーロ ッパを 旅 行 し て 、 一 番 痛 切 に 感 じ る の は 、 の ん

び り 働 い て い る 割 に 、 そ の 芥 ら し が 盟 か な こ と で あ る 。

な ぜ 日 本 人 は こ れ ほ ど 忙 し く 働 き な が ら 、 そ の 芥 ら し が

貧 し い の で あ ろ う か 。

焼 け た ら 烏 有 に 帰 す る 家 、 た と え 焼 け な く て も 20年、

30年 で 建 て 答 え な く て は な ら な い 、 サ イ ク ル の 短 い 木 造

住 宅 、 ま た そ れ に 合 わ し た チ ャ チ な 家 具 制 度 の せ い で も

あろうかと思う 。

刈動けど働けど、吾ーが主主し楽にならざり。

日家木の詩 で は な い け れ ど も 、 ふ と 立 ち 止 ま って見れば、

何 も銭 つて は い な い。 貧 し さ と 心 の 荒 廃 だ け が 残 ってい

る。何 と し て も 長 持 ち の す る 住 宅 を 造 ら ね ば な ら な い 。

それが先決問題である 。

。

日 本 の 住 宅 の 貧 困 を も た ら し た も の 、 ひ い て は 、 わ れ

わ れ の 芥 ら し を 哀 れ な も の に お と し 入 れ た 元 凶 と 思 わ れ

るものを列挙して凡ょう 。

① 住 宅 の 耐 久 性 を 論 ず る こ と 自 体 、 当 然 の こ と が 、 何

か寄ｾ ｾ ｾに 聞 こえるほど、耳新しい事柄なのである 。 すべ

て の 耐 久 消 費 材 が そ う で あ る よ う に 、 耐 久 消 費 材 が一

応 ゆ き わ た って 、 あ と は 買 い 換 え 需 要 だ け に な る 。 ふく

③ 政 治 家 も 役 人 も 住 宅 を 景 気 の 調 盤 弁 と し て 利 用した 。

不 幸 で あ った の は 彼 ら に 住 宅 に 対 す る 哲 学 も 美 学 も 存 在

しなか ったことである 。 ただ国民への迎合策・として、タ

テヨコ 10% 縮 め た い わ ゆ る 公 団 サ イ ズ で 、:)t)¥H前の数量住

宅 建 設 に 主 力 を 費 や し た 。 住 毛 は 「 ゆ と り 」 こ そ 生 命 で

ある 。 普 の 関 西 聞 に 見 ら れ る よ う に 逆 に タ テ ヨ コ 10% 広

い、 一 部屋余裕のある、 R C 造 の 住 宅 を 造 っていたなら、

ど れ だ け 武 重 な 社 会 的 財 産 に な っ た こ と か 多言 を要しな

いだろう 。

。

お お よ そ 近 代 は mor e and mor e と e ffi c ienc y に 象

徴される 。 もっ とも っ と儲けるために、も っ とも っ と造

り、も っ とも っ と棄てさせ、も っ とも っ と売らねばなら

なし、。 さ て 時 代 が 激 変 し て 見 る と 事 情 は 一 変 し た 。 資 源

が 有|肢とな って く る と 、 で き る だ け 限 りあ る 資 源 で 長 持

ち さ せ る 家 が 必 要 に な ってくる 。 そ れ が 本 来 の e ffi c ien

- c y でもある 。 気が付いて見ると 、長 持 ち さ せ る た め の

デ ー タ ー が ま る で な い。 税 務 署 の l耐 周 年 数 や 公 団 公 庫 の

耐 用 年 数 は そ れ 自 体 所 得 税 の 算 出 基 礎 で あ っ た り、 金 融

の111泣 ベ ー ス の 算 出 基 礎 で あ る だ け で 、 長 持 ち の 保 証 で

は も ち ろ ん な い 。新 し い 気 持 ち で 役 人 と 、 企 業 と 、 建 築

れ 上 が っ た 生 産 力 を か か え て 、 需 要 が が た 決 ち に な る と 、 | 家 の 力 を 合 わ せ て 、 ハ ー ド な 面 と ソ フ ト の 商 か ら 、家 の

深 刻 な 不 況 が 到 来 す る 。 方 法 は た だ一 つ 、 耐 久 消 資 材 か I I耐 久 性 に 改 め て 取 り 組 ま ね ば な ら な い 。 しかし一番大切

ら 耐 久 性 を 奪 い 取 って 、 で き る だ け 早 〈 棄 て さ せ 、 買 い | な の は 、 住 宅 は 人 聞 が 介 在 す る も の で あ る が ゆ え に 、 住

答 え さ せ る よ り ほ か は な い。 I 宅 に 対 す る 哲 学 と 美 学 の 回 復 こ そ が 前 提 で あ る と 主 娠 し

日 本 の 高 度 成 長 は 使 え る も の を 早 〈 楽 て さ せ る こ と に | たい 。

よ って 成 り 立 った。 住 宅 に お い て も 例 外 で は な い。 耐 久 | 案 外 に 、mor e and mor e で 得 ら れ な か った、担かな

性 の 地 大 は む し ろ 近 代 日 本 の 自 己 否 定 に つ な が る 。 恐 ろ | 芥 ら し が そ こ に 得 ら れ る は ず で あ る 。

しい話であるが、証拠を提供しよう 。 た と え ば R C 造 の I ( えびす よ し お 徐 式会社戎工務応社長 )

耐 用 年 数 は60年 、 そ の 設 備 は 20年 、 そ の 差 は い か に 解 決

す る の か 、 年 々 恐 ろ し い ス ピ ー ド で マ ン シ ョ ンが建設さ

れてゆくけれども、 20年後に当然、起こ って く る 設 備 の 更

改 に 対 し て 技 術 開 発 さ れ た と い う 話 は 聞 か な い。 あの{ 憂

号な官僚とデベロ ッパーがこの問題に気付ーかぬはずがな

い で は な い か。 こ の 問 題 を 一 つ 行 政 指 導 で 有 名 な 政 府 の

お 役 人 と 、 日 本ー の デ ベ ロ ッパ ー に 諮 問 し て は い か が で

あ ろ う か 。速 す ぎ る 住 宅 の 陳 腐 化 と 、 イ ン フ レ に よ る 地

価の高騰が自然、に解決してくれますよという答が、案外

にかえ って く る か も 知 れ な い 。

② つ ぎ に か か せ な い の は 地 価である 。 本来「水」や「空

気」と同じように、人間生存の基盤である土地を、「株」

や 「 金J と 閉 じ よ う に 、 投 機 の 対 象 と し て 、 自 由 経 済 の

名 の も と に 、 そ の 高 騰 と 使 用 を 放 置 し た こ と で あ る 。 そ

れ は 相 対 的 に 住 宅 そ の も の に 投 ず る 資 金 を 圧 迫 し 、 住 宅

を時少化し 、 R C 主 流 で あ る べ き を 、 木 造 主 流 に 走 ら し

め た 。

25 



26 

私の耐久性鈴

い つ ま で も 住 み つ が れ る 住 宅 を

島 田 一 郎

昭 和40年 頃 に 建 て ら れ 分 譲 さ れ た 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン の

ー 画 の 一 戸 建 住 宅 群 が、15年 後 の 今 日 で は 約% が 建 て 替

えられその姿を変えている 。 そ れ は 、 そ の 後 の 経 済 成 長

と生活の向上や変化によって改造や建て替えを余儀なく

させたものであろう 。 こ れ ら の 建 て 替 え が 単 な る 成 長 期

の 代 謝 で あ る と い っ て し ま え ば 、 個 々 の 耐 久 性 の 問 題 は

その意味を失ってしまう 。 しかし今日の時代が円熟期、

完 成 期 に あ る と す れ ば 、 こ れ か ら の 住 宅 は 個 々 の 耐 久 性

と と も に 陳 腐 化 し な い も の 、 容 易 に 建 て 替 え ら れ な い も

のとして考えなければならない時代というべきである。

一 方 、 大阪 の 住 之 江 区 に は 戦 災 を 免 れ た 100戸 以 上の

木 造 の 長 屋 群 が あ る が 、 そ れ ら は 築 後60年 以 上 た ってい

私の耐久性論

- ユ ー ザ ー 側 と し て 望 む

高 木 香 代 子

80年 代 の 消 費 者 動 向 調 査 に よ る と 、 持 家 志 向 が 一 番 に

あ げ ら れ 、 最 近 の 消 費 者 は 、 住 宅 に 対 し 盆 よ り 質 の 関 心

が 高 い 。 私 の 課 題 は 、 使 う 側 か ら の 耐 久 性 論 と い う こ と

だ が 、 住 み 手 の 心 が け る べ き 課 題 を ま ず 考 え て み よ う 。

第 一 の 問 題 は 、 仮 に 望 み の か な っ た 質 の 良 い 建 物 に 住

む こ と が で き た と し て 、 今 日 で は 在 来 工 法 、 プ レ ハ ブ 住

宅 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 等 、 住 宅 の 種 類 も 多 様 で 、 建 物 の

性 能 も 複 雑 化 し て い る 。 し か し お の お の の 機 能 を 最 も 効

率 よ く 、 快 適 に 使 え る よ う に す る た め に は 居 住 者 の 住 ま

い 方 を 再 考 し て み る 必 要 が あ り そ う だ。(1) 毎 日 ま め に 汚

れに応じた手入れをすること。 (2) 家具は必要最小限に、

省 エ ネ ル ギ ー の 工 夫 な ど 合 理 的 に 住 む 工 夫 を し 、 合 わ せ

るのに、あまり変えられることなく今日まで受けつがれ、| て盟かな空間づく りをする 。(3) 改 築 を 含 め 、 修 理 、 修 綿

し か も 落 ち 着 い た 環 境 を つ く り だ し て い る 。 そ れ ぞ れ40

M
2

ほ ど の 土 地 付 き で5 0 - 6 0 M
2

の 2 階 建 て が 8 戸から

10戸 続 き の 棟 割 長 屋 と な って いる 。 こ の 場 合 、 そ れ ら が

棟続き、 Eま続きであると い う こ と が 逆 に 変 え ら れ な い 事

情 と な っ て い て 、 京 都 な ど で み ら れ る 百 年 以 上 も 住 み つ

が れ 残 さ れ て い る 町 屋 並 み と 同 じ よ う に 、 そ の 環 境 を 守

り育ててきている 。

ま た 英 国 は そ の 住 宅 事 情 の よ さ で 定 評 が あ る が 、 ロ ン

ドン郊外の住宅は築後50年 以 上 の も の が 多 い と き い て い

る。 この場合、フラ ッ ト や テ ラ ス と よ ば れ る 多 く が 、 石

造 り 、 レ ン ガ 造 り で あ る こ と 、 円 熟 し た プ ラ ン や デ ザ イ

ンに よ って 作 ら れ て い る こ と で 、 い つ ま で も こ わ さ れ ず

に よ い 環 境 を 創 り 出 し て い る と い え る 。

こ れ ら の こ と か ら 、 集 合 住 宅 や タ ウ ン ハ ウ ス な ど は i積

極 的 に と り 上 げ て い く べ き も の で あ る が 、 容 易 に 建 て 替

え ら れ な い と い う 事 情 を 汲 ん で 個 々 の 耐 久 性 を 考 え ね ば

ならない 。 そ れ は 広 い に こ し た こ と は な い が 、 狭 く て も

機 能 を 満 足 し メ ン テ ナ ン ス と 設 備 や 部 材 の と り か え と 内

部 の 模 様 替 え を 考 慮 し 、 環 境 を も 含 め た よ い デ ザ イ ン に

よ っ て 、 い つ ま で も 住 み つ が れ る も の と な ろ う 。

一 戸 建 て に つ い て は 、 こ れ は ほ ど よ く 広 く な く て は な

らない。 広 い 食 事 と 団 興 の 場 、 主 婦 の 場 、 書 斎 や ア ト リ

エなどが課題となっている近頃の生活では、 150- 200 

M
2

あ る こ と が 望 ま し い 。 そ の 上 、 メ ン テ ナ ン ス や 模 様

替 え の こ と を 考 え た 住 宅 で あ れ ば 、 移 転 す る と き な ど で

も 充 分 交 換 価 値 が あ り 、 新 し い 住 人 に よ っ て こ わ さ れ た

りすることはないだ ろう
4

。

「多くの人々にと って 古 典 と は 、 言 葉 と 建 築 と 音 楽 で

ある」といわれる 。 それらはあまり変えられることなく

受 け つ が れ 、 そ の 心 を 伝 え る も の で あ る 。 建 築 の も つ 恒

久的な 心 を 知 リ 、 い つ ま で も あ き の こ な い 、 何 代 に も 住

みつがれる住宅をつくっていきたいものである。

( しまだ いちろう 不動産鑑定士 ・阪急. 不動姥株式会社往設部長 ) I  

は 当 然 必 要 な の で 早 目 に ペ ン キ の主主 り替えなどすること 。

そ の た め の 維 持 貨 の 梢 み 立 て を す る 。(4) 昔 は 年 に 一 度 の

大 掃 除 の 制 度 が 地 域 社 会 に 存 在 し た が 、 そ う い ったしく

み の な い 現 在 、 洗 う 、 磨 く 、 取 り 替 え る な ど 、 日 頃 手 の

とどかない点検を定期的に実施すること 。 そ の 結 果 素 人

で は 手 に 負 え な い 部 分 の 傷 み は 専 門 家 に 相 談 し て 管 理 す

ること 。 (5) 災 害 対 策 と し て 住 宅 向 け の 損 害 保 険 を 利 用 す

ること 。 (6) その他住宅の性能を損なう、防水、通気、熱、

立 、 温 度 、 臭 い な ど に 注 意 し 、 耐 用 年 数 を 延 ば す こ と が

重要でいあろう。

第 二 は 、 住 宅 供 給 者 の 建 て た も の に 対 す る 卒 後 対 策 の

あ り 方 の 再 考 が あ げ ら れ る 。 誠 意 の あ る ア フ タ ケ ア ー と

入 居 者 の 要 求 、 希 望 す る 補 修 、 修 理 を 納 得 で き る よ う 実

施 し て く れ る こ と 。 ま た 入 居 者 が 有 効 に か つ 手 軽 に 利 用

で き る 「 住 ま い の し お り 」 な ど を 作 成 配 布 す る こ と が 切

望される。

最後に、使う恨1ドや、供給1 I I IJ の努力だけでは解. 決できな

い 社 会 性 対 応 の 課 題 が あ げ ら れ る 。 た と え ば 、 道 路 、 公

図、学校など公共施設の主主備が必要なように、一戸のみ

ではなく、社会に及ぽす影響を考え、社会的立場ーからの

判 断 が 必 要 で、あると思われる。当協会に寄せられる苦情、

相 談 に 建 築 の 技 術 や 、 品 質 、 管 理 な ど 、 住 宅 の l耐久性に

関 す る 問 題 が 多 い。 その内容も複雑で、、現行制度のもと

で は 、 消 費 者 の 要 求 が 、 社 会 的 に み て も 弱 者 で あ り 、 法

が 効 果 的 に 運 用 さ れ る よ う 努 力 し て も 答 易 に 解 決 で き な

いのが笑状である 。 作 った も の に つ い て 最 終 責 任 を 業 者

が 負 う と い う 社 会 資 任 の 原 則 が 、 早 急 に 確 立 さ れ な く て

はならない。消費者として住宅の品質保証制度の充実や、

公的立場による検査体制の強化、規市IJ な ど 住 宅 供 給 健 全

化 の 社 会 的 制 度の確立をぜひ望みたいところである。

( たかき かよこ 財団法人 関西川四者協会 '1;; 務長・消費生前コンサルタント)



私の耐久性循

木 造 住 宅 の 保 険 制 度 と 保 証 問 題

玉置豊次郎

日 本 の 商 社 マ ン が 、 ロ ン ド ン 駐 在 を 命 じ ら れ た 。 さ っ

そ く 赴 任 し た ら 、 日 本 で 住 ん で い た う さ ぎ 小 屋 と は ま る

で見逃えるほどの豪邸に、しかも ｦＩｾ くほどの安い家賃で

住 む こ と が で き た 。 立派 な 家 具 は 全 部 揃 って い る し 、 設

備も充分に行き届いていて、仕事に帰り- t J J ろうという気

迫がもりもり ii J j いてきた。もちろん 2i. 君も大与びである。

私の耐久性検

住 宅 の カ ラ ー 鉄 板 屋 根 の 耐 久 性

速 水 久 夫

屋根材に亜鉛当| き鉄板が使われるようになり、防鈴の

た め に 塗 料 が 塗 ら れ る よ つ に な ったのはそれほど古いこ

と で は な い が 、 最 近 は 新 設 時 に 工 事 現 場 で 喰 料 を 主位ると

い う こ と は 少 な く 、 ほ と ん ど が プ レ コ ー ト メ タ ル と い わ

れ る 工 場塗装 さ れ た カ ラ ー 鉄 板 が 使 用 さ れ て い る 。

カ ラ ー 鉄 板 は ご 存 知 の よ う に 亜 鉛 引 き 鉄 板 に 表 面 処 理

ところがある夜、パチノ マチ と い う 管 でu艮が党めた 。 H民 | を し て ア ク リ ル 樹 脂 な ど の 合 成 樹 脂 焼 付 け 塗 料 が コ ー テ

が党めたら 室 中 煙 が一 料 に 拡 が っていた 。 サ ア 大 変 火 事 | イ ン グ さ れ て い る 。 焼 付 け 食 料 と い う と パ ー マ ネ ン ト に

だ。建 物 は 煉 瓦 造 だ か ら 全 焼 し な か った が 、 半 分 焼 け た 。| 耐 久 性 が あ る よ う に 理 解 さ れ て い る 方 が あ る か も し れ な

砂l に な っ て さ っ そ く 家 主 の 所 へ あ や ま り に 行 っ た 。 家

主は話を昨日し、てもケロ γ としている。変だなと思った。

3 、 4 日 し た ら 頼 み も し な い の に 職 人 が た く さ ん や っ て

き て 、 焼 け た 所 を ド シ ド シ 修 理 し 出 し た 。 3 日ほどした

ら 前 よ り ズ ッ と美しくな った。 ところがこれではどのく

ら い 修 純 資 を 前 求 さ れ る の か 心 配 に な って 、 妥 君 と い っ

しょに ずれ な った。 イ ギ リ ス の 事 怖 が 判 ら な い の で 、 妻

君は近所のおばさんに聞し、てみたら、そのおばさんは火

事 を 出 し て も 心 配 し な く て 良 い と い う 。 どうも意味が判

ら な い の で 、 本 主 が ま た 詳 し い 話 を 聞 き に 行 ったら、イ

ギ リ ス で は 火 災 保 険 に 入 っ て い た ら 、 保 険 会 社 が 全 部 修

理 し て く れ る こ と に な って い て 、 修 純 資 は 払 わ な く て も

良 い こ と に な っているという 。 そ れ を 聞 い て 安 心 す る や

ら感心するやら、日本であれば全焼のときは別として、

半 焼 等 の 場 合 に は 保 険 会 社 が 勝 手 に 査 定 し て ぬ 奨 ほ ど の

保 険 金 を く れ る だ け で 、 恐 ら く 全 部 の 人 が 何 の た め に 保

険 を 掛 け て お い た の か と シ ャ ク に さ わ る の が 落 ち で あ る 。

と も か く 外 固 め 火 災 保 険 制 度 と 日 本 の 火 災 保 険 制 度 と

はだいぶ逃う 。 今 回、欠陥住宅が問題にな って 、 保 険 制

度 や 保 証 制 度 が 取 り 挙 げ ら れ て き た 。 欧 米 で す で に 実 施

し て い る か ら 日 本 で も や ろ う で は な い か と い う の で あ る 。

と こ ろ が 、 日 本 の う さ ぎ 小 屋 に 、 欧 米 の 制 度 を そ の ま ま

に 当 て は め る こ と が で き る の か を 考 え て 見 な け れ ば な ら

なし、。 う さ ぎ 小 屋 と い う こ と は 木 造 と い う こ と で あ る 。

木 造 は 当 然 傷 み や す い 。 か ら だ の 紛 い 人 は 生 命 保 険 も 採

って くれない。 傷 み や す い 木 造 住 毛 の 保 険 と い う こ と に

な る と 、 欧 米 同 様 と い う こ と に は な ら な い の で は な い か。

い ず れ に し て も 今 日 の 日 本 の 火 災 保 険 並 み に 、 欠 陥 住 宅

の 保 険 や 保 証 制 度 を 考 え た の で は 、 皆 は 承 知 し な い の で

はな7いか。 大 阪 住 宅 セ ン タ ー で は 今 そ れ を い ろ い ろ 々 え

中である 。 ( た ま き とよじろう 大阪住宅センタ一理" 叫)

い が 、 実 際 は 屋 根 に 泣 き あ げ ら れ た そ の 日 か ら 、 日w. いや

雨 水 の 作 用 を う け て 老 化 は 徐 々 に 始 ま り 、一般に 5 年目

くらいがI再塗装の時刻! になるケースが多し、。 5 年 目 く ら

いというのは、王21境条件によ って、役目莫劣化の進行は速

く も 遅 く も な る か ら で あ る 。 塩 分 の 多 い 海 浜 地 域 で は 2

- 3 年 で 白 サ ピ や 塗 脱 の フ ク レ が 出 る 場 合 が あ り 、 工 場

地 域 や 自 動 車 の 排 気 ガ ス の 多 い 地 域 で は 亜 硫 酸 ガ ス な ど

有 機 ガ ス の;i診智でやはり塗朕劣化とサビの進行は促進さ

れる 。

特 殊 な ケ ー ス か も し れ な い が 、 春 先 に 1I 1 ' i が発情して屋

板 商 を 走 り ま わ る こ と が 多 い と 、 紛 の 鋭 い 爪 で 焼 付 け 塗

膜 に ひ っ か き 傷 が 沢 山 っ き 、 こ の 傷 口 か ら サ ビ が 速 く 進

行する 。 拙 宅 の 屋 根 も 猫 の 被 害 を う け 、 新 設 後 3 年くら

い で サ ビ が 出 た 経 験 が あ る 。 紛 の 出 没 す る お 宅 で は 要 注

意である。

普 通 、 カ ラ ー 鉄 板 屋 恨 の サ ビ は 曲 げ 加 工 部 か ら 発 生 す

るが、これは 主主股が曲げ加工て常事くな っているからであ

る。 また切断蘭は鉄が跨出するので、ノ、ゼや軒先、釘打ち

部 は H寺 々 点 検 し 、 赤 サ ビ の 発 生 を 早 〈 見 つ け て 錆 止 め 塗

料 や 上塗 り主食料を 主主 る こ と が 大 切 で あ る 。 暴 採 に よ る 自

然 劣 化 で は な い が 、 加 工 不 良 箇 所 や 鉄 板 の 穴 傷 な ど か ら

ウ ラ 面 に 水 が ま わ り 、 野 地 が 多 湿 状 態 に な っ て 表 面 は 異

状がないのに、里子地板に接している部分の塗脱が水分に

や ら れ て ボ ロ ボ ロ に 鈴 び て く る こ よ が あ る 。 天井 に 問 ジ

ミが出てきたり、辛「天が悶の後いつまでも乾燥しきらな

い と き は 注 意 し て み る 必 要 が あ る 。

カ ラ ー 鉄 板 屋 棋 を 永 持 ち さ せ る に は 赤 サ ピ が 出 る 直 前

に 塗 り 替 え を す る の が 上 手 な 管 理 の 仕 方 で あ り 、 そ の 目

安 は 5 年 目 ご と で あ る 。サ ビ が 出 る ま で に 主役装を行えは、、

サ ピ 孫 と し も 不 要 で 、 手 間 も 簡 単 に す む。

条 件 が 良 け れ ば 5 年 目 ご と の 簡 単 な 塗 り替えをするこ

とによ って 、 カ ラ ー 鉄 板 は 永 久 に 屋 根 の 上 で 頑 張 り 続 け

てくれるはずである 。

( はやみ ひきお 関西ペイント株式会社往築州当課長)
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私の耐久性愉

住 ま い と 設 備 と 耐 久 性

小 林 昭 夫

低価格よりも長く使える住宅を

昭 和48年 ま で 伸 び 続 け て き た 住 宅 建 設 戸 数 も 石 油 シ ョ

ッ クの後、がくんと落ちた 。建 設 価 格 が 高 く な り 、 そ れ

ま で の 予 算 で は 自 分 の 々 え て い た 住 宅 を 建 て る こ と が で

きなくな ったからである 。

こ の よ う な 状 勢 を 機 敏 ? に キ ャ ッチ し て 、 多 く の 住 毛

業 者 が 低 価 格 住 宅 を 大 急 ぎ で 打 ち 出 し た 。 しかし、思っ

た ほ ど 売 れ な か っ た 。低 価 絡 だ が 何 と な く 安 っぽくて、

ユ ー ザ ー に 受 け 入 れ ら れ な か ったようである。

そこで今度は、ユーザーのニーズに対応しなければ、

ということでデラ ックス な 住 宅 が 出 現 し て き た 。 住宅 の

総 合 展 示 場 に は 、 豪 華 さ と 新 奇 さ と デ コ レ ー シ ョ ン に 満

ちみちたモテ' ル ハ ウ ス が 競 う よ う に 建 ち 並 び だ し た 。 見

か け は 立 派 で 価 格 は 高 い 。

し、ずれもはなはだ忠である、と思う 。

市 場 の 変 化 に 機 敏 に 対 応 す る こ と と 、 う わ べ だ け 大 急

ぎ で 間 に 合 わ せ る こ と と を 取 り ち が え て い る の で は な か

ろ う か 。 ユ ー ザ ー の 点 の ニ ー ズ を 素 直 に 見 直 す と き が き

ているように思う 。 これからの住まいは、少なくとも、

① 機 能 、 性能を確実に果たすこと、 ②寿命が長いこと、

耐久性はもちろんだがあきがこないこと、 ③ 空間の広さ

を 充 分 に 確 保 す る こ と 、 ④ そ し て 、 美 的 、 造 形 的 に 洗 練

されたデザインであること、などを充分に吟味してつく

らねばならない。

設備のM ・C と空間のM ・C

近 年 、 設 備 機 器 メ ー カ ー の 開 発 努 力 に よ って、住宅用

の 設 備 は 急 速 に 進 歩 し 、 普 及 し て き た。 しかし、設備の

寿 命 は 概 し て 建 物 の そ れ よ り も 短 い の で あ る か ら 、 メ イ

ンテナンスや取り喜幸えが容易にできる よ う に し て お か ね

lまならない 。

と こ ろ が 、 技 術 開 発 の テ ン ポ が 早 く な り 、 メ ー カ 一 間

の 競 争 が は げ し い た め 新 製 品 が 次 :々 に売り出されてくる 。

i  

十

な お そ の 上 に 、 モ デ ル チ ェ ン ジ が ひ ん ぱ ん に 行 わ れ て い

る。 商 品 が 改 善 さ れ 、 進 歩 す る こ と に 異 論 は な い が 、 必

ず 守 って も ら い た い こ と が あ る 。

そのひとつは、新しく開発する際には良〈勉強し、 J支
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術 調 査 を 行 い 、 売 り 出 し た あ と で す ぐ Model  Change 

( M  .  C ) の 必 要 の な い も の に し て も ら い た い こ と 。つ

ぎに、メインテナンスや取り主幸えのため、設1/iil 機株の、y

法 や 取 り 付 け 方 法 の ル ー ル を 陣 立 し て も ら い た い こ と で

ある 。 空 間 の 寸 法 ( Module) や モ デ ュ ラ ー コ ー テ イ ネ ー

ション ( M .  C ) について建築設計者と充分に検討し、

長 期 的 に 対 応 で き る 基 本 ル ー ル を つ く り 、 こ れ を 代 々 守

っ て ゆ く こ と が 政 も重要で、ある 。

技 術 開 発 に は 充 分H寺r，¥J をかけ、密度の泌い設計を行い、

γ 一一+・ー←ーい一一ー←・+・一一一+寸

! ベ ル ー の 住 宅 !  

ｾ＠ t  

;  ファン・パスケス・サンチェス j  

j  ペルーから、日本に来て、もう 4 年にな ります。 タタ !  

+  ミの感触が好きです。ペルーでいえば、カーペ ッ トの上 ?  

↓  に座 ったり、横にな ったりするのと同じで、はじめは少 +  

i  しとまど ったけれど、慣れれば、便利ですね。鰐ろいた 1  

.  のは 、夜中にテレビをつけていると、隣の部屋の人が米 1  

て、ボリュームを下げてほしいと注意されたこと 。木造 i  

住 宅 の 壁 の 併 と し ゃ 音 性 の 低 さ が 本 国 で は 考 え ら れ i  

ないほどです。 J .

しかし、ペルーと同じ地震国の日本の家の構造は興味 i  

があります。地艮には、かえ って土壁の方が強いのでは 1  

ないかと思います。ペルーの家の建て方には、大きくい I  

って 3 通りのものがあり 海岸断の乾燥したとにころ i  

で一一はい一……スが川…一一一ぺ叫い一一イμ叫 一 一ン刈 机 一 風 伽 吋 の 唯 建 物 … …一 → 引 一一 も い 山 …つ 吋引 とuも 7叩…O咋聞… … … 一年削U… …lは司吋大対畑I地也

+  ペル一といえぱ、インカ文明てで，知られていますが、イ ?  

‘  ンカの遺跡は 、大きな I也艮があ っても、ほとんど被害が i  

j  ないのに興味があります。マチュピチュの山の上につく 1  

1  られた石般みの都市をみるとそれが解ります。石の紛み

↓  

14  

+  

4  

4  

十

4  

?  起きてからは、アメリカ的なコンクリートの住宅建設が

!  奨励されていますが。 山 岳 断 で は 、 竹 と 泥 で つ く ら れ

4  た家です。熱帯雨林のアマゾン流域では、草の家です。

方に工夫があ って、ナイフの刀さえ、石の隙聞に通らな ， 

4  いほどです。 山岳地方の竹と土でつくられた家も、横ゆ 十

:  れに比較的強いのが、日本の家のっくりと同じです。 1

i  海岸地方の乾燥地僚のス ペイン 風の家は、涼しくて住 !  

?  みやすいですが、地艮には、非常にもろいのが欠点です。 i

↓  これからのペルーの住宅は、ほとんどがコンクリー卜 十

;  造りになるてーしよう 。{ ペル一人間/ 大日大学院経笹川攻)j
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i一一一←十一ザーザー一- LJ

ベルーの海岸地方の都市

左段より

結果はできるだけ単純にすることが肝要で舟ある 。 手 入 れ

を す れ ば 、 長 〈 使 え る 住 宅 や 設 備 を つ く る の が こ れ か ら

の メ ー カ 一 、 技 術 者 、 設 計 者 の 使 命 で あ る 。 そのために

は 惜 し み な く 開 発 に H寺問とエネルギーをかけても、もと

は取れるはずである 。

( こばやし あきお ナ y ョナル住定雄付抹式会社取締役研究部長)



耐 用 性 能 の 評 価 に つ い て

加 藤 裕 久

1. 耐 用 性 と 耐 久 性

のような 提案がある。

建 物 が時聞 の 経過 ( 経年) により当初の性能が劣化 していくこと

を、人 に よって 耐 用性または 耐 久性といい、それぞれ巽なった目的

用 語 の 定 義付 けは、 研 究の 立場 、 目 的により定められるもので、

統一する こ とは維しいが、 以 上の提案から 耐 用 ・耐 久のちがいにつ

いて、つぎのようなことカ旬、えそうである。

の意味を持っている。これらの言葉には 褒 1 研究発表からみた建築物の耐用 ・耐久性研究の歴史年褒 い 1 )

現 在のところ 明 確 な定義がなく 、建 物 の

寿命に |羽し議論するとき、しばしばかみ

合わない場合があり 、耐用とするか耐久

とするか 、立場を明らかにする必要があ

る。

建 物 の耐用 ・耐 久に関する研究の流れ

の 中て¥ 耐 用 ・ 耐久がいかに 使 われてき

たかみてみると 、建 物 の耐 用 ・耐 久に関

する研究は 、明治21年「木材乾燥並に防

蝕 予防法」の外 国文献の紹介から始まっ

ており、 研 究の流れの概要を示すと 、表

1 の 通 りである。これらの内容をみてみ

ると、耐用より耐久の言葉の方が早くか

ら使われており、昭和 3 年頃から roo

材 料の耐久試験」といったかたちででて

くる。建物の耐久性と明確に言われたの

は 、 昭和 8 年 、吉田享二氏の「主主物 の 耐

久性」と題した論文が最初であり、建築

物に及ぼす磨耗、衝破、 J来筈を笑例と笑

験とにより研究している。

耐用については昭和25年、関野克他の

論文「奈良市住家の構造的耐周年限につ

いて」が始まりで、以後、計画系の研究

者のあいだで広〈使われるようになる 。

この理由としては 、建物全体としての寿

命が研究されるようになったこと 、建 物

の滅失に関する調査研究の結果、その滅

失原因が物理的要因で滅失する建物が少

ない現笑や、建物を性能的に評価しよう

とする動きなどの影響を受け生まれてき

たものと考えられる。

このような研究の流れから、現在、耐

用性を主張する人達には経済、計画系の

研 究者が多〈、一方耐久性を主張する人

達には材料、骨組構造系の研究者が多い。

耐 用 性 ・耐久性に関しどのような定義

がなされてきたか調べてみると、 表 2 の
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表 2 耐久性・耐用性に関する定幾

用 語 |  定 2筏 出 掛L

耐用に関する定義

耐 久 性| 満足しうる外観と、要求される機能を i的 1 r強襲物的耐久計画j

) i ! . に逆行することを維持する1 ' ( I 十代田三郎研5911

耐 久 性| ある性能の時間に対するも i頼 性 | 外壁防水の総点

I  I 検 9 . 徐 木 鎚

コンクリートの| 材料を仕様通りに使用した H与の続年時間| 英国総築研究所

耐 久 性 I  I 挫築雑誌48. 8  

耐 久 1'1: ｉ 建物などの財について、 ｗｾｉ にわたってｼ建築用語僻典

使用できる性質。 またはその位 l変。主と I ( 技報堂)

して物理的、総j1[ ＨｉｾＩ 性質をいう

耐 久 性 能 1 f3，" 主の性能を、ある水徹以上の状態て 、 | 住宅認定、処研

ある JYlll i I 紋絞して織持していく能力をい| 案

画f 久 1'1: I 初 JYI 性能が、その使用環境下で呈する、
総プロ48. 1.  2. 121  

立図した性能レベルの時 I1i WJ 変化の限度

イ連報 1. P20 

1耐 久 γEの 時 一

面f 久
何 時l… … 伽 変 動 し て 川 | … I

と、嬰求条件を満足すべき初 Jtil 刊 能 の 限 2.  (2) 

イ. ill 世11. P41 

界 ｪｾ｛ を Ｇ， ｉｭ るニとになる 。 この ｩｬ 寺ｽＮＧＮｩＮで面 ｦ 久

性は J手きたと判定され、ここに到るまで

の時1: : 11が由I周年数である

鉄筋コンクリー| 建物が完成した l立後に、そこに f! l : われて| 総プロ 50. 11 .  

ト 系 倒 的11材 | い る 備 制11材が布している構造的性能を I 2.  ＨｾＩ＠
材料の「耐久1 ' U I  c  ｾＢ Ｎ ｔＺＺＺｾＧＺＧＺＺ｟ＺＺＮ ，ＺＮｾ＠ ］ＮｾＮＺＺＺＺ， ，， ＺＺ，ＺＺＺｾ＠ I ハ . ill 報 1. P44 

' ある水準以上の状態で、ある JYI r. :1継続し目

て維持する 11: 能

耐 久 性| 材料の品質の劣化に対する抵抗刊. と、そ 1 r情造物の耐用性診

iれLに f1判 |

| 耐周性研究全樹1署守

能の{ 低氏下に対する t低正抗f惜性当主-を芯. 味する '  

耐 久 制 | 経 年 に よ っ て 起 こ る 変 質 、 創 的 ど に 耐 I J l S A ∞30 

える. f ' f . J.!l'

耐 久 性| ある性能や機能を定ま った基地以上に紛| 小松幸夫

持できること 。 これは下に述べる耐用性| 学位指文

I  r雄物の耐1日刊i

と!日j 様の芯味合いて"f ! l : われることも多い| に附する e附 研

が、耐用1 ' 1 : 1主要求粂 f'l の経時変化も含め| 究J

て々えるのに対し、耐久伯は婆求条件を

WI 定して ( 続時変化はないとして) 与え

た劫イ? とする 。つまり耐久刊の縦念は由I

川刊の概念の中に含まれる

耐用に関する定義

自I 川 性 1;建物が使用に幅- t えること 4企下h'l 夫他者

m築耐用計画j

耐 用 1'1: 1機能的、社会的、経治的観点から巧えな| 白山手口久

ければならない | 挫築雑必

面I JII 
1'1: I ある Jtill 刻、織能を維持する性能 。耐 久 性 建「山建築田築雑水の械誌直

f用性J

ともよ l i iL る 1965. 6  

自I HI 1' 1:  I  .ill 物 ・部品 ・材料が使用に由「える状態で 小松幸夫

あること 。Jl IJ t，阿佐rr を行う i時点での要求 学位論文

粂f'l ・を、そi . Lらカ吋l:tiJE していると判断し I控物丹耐用性に摘す

l!} ること
する調査研究j

耐 111 1' 1' ｉ 物ｊＡｾ的安凶、機能的役 Ａｉ 週から定まる t揮聾物町耐用性怯断

とそ町村; 車(彬凶杜)

物ｊＡ ｉ ｕ 内面 ｈｉｉ 命数ｼ雄物が自然的 ｉｾ ｏＺ ｉｅｉ によ っ て滅失する助作ｼ谷担割 ｴ

(  ｨ ｙｩ造 Ｈ｜ＨｊｉＮｴ 川命数 Ｉ Ｑ を対象としている 。 ｪｊＮｦｩ Ｇｪ［ｾＧ は、建物が構造ｼ建築学大系 Ｓ

的にそれ以上作総できなくなり、 1:1 然1MI  P  405 

i袋するか、ある L 、はその危険のためにほE

却する il 寺JUI がこれにあたるのであるが、

n然 liJ i域はまれであ って、除却するのが

ilflWI] である 。 また J世b_tU瓜水害によって滅

: たする場合があり、この場介、処物が構

造 (I(j にはまだ老桁といえないこともあろ

つが、結*( ¥( j にみて物望1¥的 耐m命数であ

ることには、 ｭ ｊｪｾ いない

30 

耐久・耐用に関する定礎

用 語 定 義 出 典

t梓泣(j(J 耐周年限| 構造的強度 flk下に 1半い、梨怖が支持しう| 山田水峨

初 、 し え な い カ に よ って そ の 酬 を ド1) 山擁立!ZFi

Eじする

十位泣{ 内面、I周年| 民 I ｾ干 ｩ 凶に維持された ｗｔ における榊造的 ｬ Ｚｪｾ I新栂悟自11

w  1 m築雑誌1962. 3

物 相I(J 由nn 性| 建物等の榊成材や材料の性能は粍年と )1、| 附f尖附

に 化"(:(I ( J 変化や物J l I ! 的{ 午胤 ・生物的作間 l ¥l t 建々築1979. 8

によリ劣化してゆき、やがて袋求されて

L 、る主主flk限の1 ' 1' 能( 限界性能) を下凶る

がになるが、その限界刊能に i圭するまで

の時↑1¥1をkJ 主として劣化に皿J える rA肢を

とらえたし の。Jl [l ち由I久1' 1て' ある

物 ｐｉＡＨｉＨｪ 耐 ｈｉ 年数ｼ正 Ｇｩ［ｾＧ な伊 Ｑ｜ 、剖Ｉ ， 持、修繕、取答えによ っ ｼ材料設計に関する研

て使用が可能な年数 |究部 2控築研究報告

紙治的自f周年限| 機能が低下する i台程において 、{止! tl不能| 山田水減、

I  r建築の耐用性J

となる以前にその機能を修理によ って彼| 建築雑誌1965. 6

1日する操作がある 。 しかし、 r玉県を幾l克

か行ない、その探，Hが、それを新，t止する

より山吉i[ となれば、しはや修理! は行なわ

れないであろう 。 そのような限界として

続出的耐周年| 以を t改定する 。

w汽[ 内面tlfl 年限| 建物約' : ;"JωIJHJ{ Ik下 の J午谷限界までの年| 新i l HHPl I

ｉ［ｬｾ＠ I  ｾ企築雑誌 ＱＹＶＲ Ｎ Ｓ

車主的[ 内面川1 ' 1 : I建物全体あるいは憐成材 ・村榊辛料} において、|

修t給再をしてむう将ら( j ! 使t ωmする J打j ，がうvζよL 、叶1' ，氾正々 4往i主:築 l悶97乃9. 8  

か'1挫主干符干え L必位は取干符符干宇. えをした万がよい均か‘ は、

常に経済竹4 を巧! 伍して dとめられる . この

様 な 紙I行刊からみた建物等の面t mt t を絞

I汽(11面tHl1' I: とL 、う

十|ー会総I汽自(J 耐用| 人為的なものではあるが、それぞれt I 会、| 谷 m雄

命数 | 制点その他の客観的原因によ って滅失す| 住築学大系 3

るむのを対象としている 。 相会 Ｈ｜ＨｪｬｾＨ 凶と ｉ P  405 

経済的 l原因とは 、互いに各純の要素がか

らみあ っていて、純粋にとリだすことは

困維であろうが、そのなかでも支配的な

ものは、建築経営に| 刻する経済的要議て'

あろう 。経済的耐用命数には、定 'I片的な

経済環境のもとに現われるものと、陳腐

化などのように予恕の困難な偶発的 'J}fl'l

のもとに生ずるものがある。このほか、

必ずしも客鋭的な社会経済的原因によら

ず、例人的な ， ｾ ｉ ｾｭ によって生ずる耐用命

数もあろうが、物理的耐用命数と対照的

に扱う関係から、社会経済的耐用命数の

分1 J iのなかにこれを含めるのが常である

十i 会 的 l耐用性| 物J ! I [ 的・椛 I内的 機能的耐H1 1 ' E はまだ光 | 海野英晴

分あるが、n I :di.l ll ll
ij や公害問題Y i ; のね l二 |屯々建築1979. 8

iL退くとか、法改正により校傑作え ・改

築を行わねばならないなど、，注物メはそ

の所イI ずi- に If，(I kj のない外的要凶によリ，ill

物の除去11や公立f をしなければならなく tよ

るががある 。 ニの微な f晶子? の面tJn.rl をfl:

会的掘りf . l 1' 1ーという

社会的耐Ａ日年数ｼこれを越えた場合、 Ｑｾ［ 旦 Ｑ ｜ 剖 ｩ 持、修 ｴ 丹、取 ｼ 材料 ｾｾｴ に関する研

{f えの' / ' 1 川が必大になる | 究開 2挫築研究報告

機 能(I(J 耐十周年以| 剖}J ば! した N: ゎi L  )jl こ付して機能がI的| 山凹水域

足されていても 、N: われ )i が il 与ととむに 1 [ 建築の耐用性」

1，建築雑誌1965. 6  

変化することがある 。 あるいは新たな 3政 E

ポが; ) ( められることがある 。 そのとき往

物の形態、 ｨｙｬｪ 立法など新しいｾボをどう

してむ受け人れられない場介には機能(I(j

而t JTJijo ｉＺｈ に注したと ｉｾＧ う



耐久 ・耐用に関する定襲

用 語 | 定 義 ｼ出 ｾ

効用持続年数・| 物問的両I周年数に充たなくてむ、 111式化| 材料設計に l剥す

や使用目的の変ｉｬＡなどで、その ｾ ｮ Ｍ ｜ｉ の効ｼる研究第 Ｒ

問が失われる場介、または不1也の災当で| 建築研究報告

効用持統年数として l発着Eされる

効用持続年限| 附泣面- 1m年数に至る liii に{ 古川 )j 針が変 っ ! 神山幸弘他ー

たリ、| 日式にな っ七十) で.-j>:米のlII i主がi進| 材料設計に| 則す

せられなくなる 'J' ; を る研究研究年報

芯民的耐問年限 IJ..JLの3 つの由，tm年liHに述していな くと | 山悶水城

L . 時代的な芯: ぼを ill おうとする場合、 I  r建築の耐用性」

備法上取り償えうるものを新たにする ) j 1建築雑誌1965. 6

法がとられる。外壁あるいは内部造作な

どには; 立 II[:fl(J 耐j 日限界が存イ上すると J え

る

償却年限| 建築投資額の償還までの年限

ｾ際耐周年ｼ決ｼ現実に建物が域されるまでの年ｼ以

画-t HI 年 数| 往物がその機能を発仰して、Hl に由「えて

(  I耐久年数 ) い、る年以

新 禅 僧011

建築雑誌1962，3

新海tltPl1

同 上

「人間工学・安全性

耐用性j 宇野、直井

建襲雑誌' . 53. 4  

市.t m 年 数ｼ往物 ・ 古 ＱＩＱｾＷ ， . 材料が1止! i I に耐えると子主¥1 ，卜訟幸夫学位論文

I  fl ! 物内耐用性にl目

される年数。あるいは li 命の千均! 1ft 1 する調査研究j

耐久性に関しては、物理的な面を基礎とした概念であるが、耐久

年数という一般的に使われている用語はでてこなか った。

耐用性に関しては、 「使用に耐える J というように、要求条件か

らの概念で、その意味は耐久性に比べかなり広い領域を含むもので

ある。

最近、社会的にも建物を性能論的に評価することが定着してきて

おり、建物の寿命は、その霊要な要求条件であることから、ここで

は耐す用i全とした。

2  . 建 物 の 耐 用 性 能

(1)  耐用性能の考え方

建物は経年とともに性能が劣化し、建物に求められる要求条件を

下まわったとき、寿命が尽きる。要求条件の下限は、一般に人命の

安全性により決められるが、建物のように寿命の長いものは、要求

条件が経年とともに社会情勢の京協響などを受け変化してい くことも

あり、また、建物は所有者の個別的な要求条件に大きな差がある。

これらの問題を踏まえ、建物の滅失要因などから、要求条件の体系

化をいかにするかが今後の課題である 。

耐用性能は、建物が持っすべての性能の持続性であるが、性能は

本来、建物への要求条件に対し建物が持つものであるが、現在は逆

に建物の属性から耐用性能が求められている。耐用性能はまず、建

物への当初の要求条件、その性能のすべてが定性的 ・定量的に捉え

られていることが前提条件となり決まるもので、これらの鐙備が望

まれる。

(2)  建物の属性と耐用性能

建物の耐用性能は、持って生まれた構成材料の種類、構法の種類、

施工の良否などの属性により決められることが多い 。

建物の構成材料は数千種類があり、その材料の寿命は、わずか l

年のものから半永久的なものまである。たとえば、コンクリートは

約70年、重量鉄骨は約50年、木材は約35年とい った一般的にいわれ

ている寿命がある。したがって、建物の主要材料を決定することは、

建物の耐用性能の恭礎を決めることになる 。

建物の耐周年| 浪を、一般に主要構成材料別に、木造、鉄骨造、鉄筋

コンクリート造などに分類し、決めているのは、このような属性に

より耐用性能がかなり決定づけられることを社会的に得ていること

になろう。

しかし、建物は一種の材料で構成されることは現実としてまずな

い。また、構成する材料 の寿命を一律にそろえることは理想的であ

るが不可能であり、したがって建物は各種の寿命を持った材料で織

成されることが一般である 。建物全体としての性能を持続させるの

には部材 ・部品の交換、修繕がかならず必要であり、これをうまく

実行するのには、備法的にどうなっているのかが問題となり、材料

のみでは耐用性能は決めることはできないということでもある。

構法の計画を大きく直列システムとするのか、並列システムとす

るのかで設計時の耐用計画が異なる。直列システムは部品の交換、

直列 γ ステム 並列システム

修繕をあまり考えない方法で、設計時に耐用性能を大きく作りこむ

必要があり、並列システムは部品の交換、修繕を計画的に行い、当

初の性能を持続していくシステムであり、建物は 、前述 したように

多種の異なった寿命を持った材料で構成されているものであること

を考慮すれば、後者のシステムの構法であることが望まれる。

構造法の種類によ っても 耐用性計画はちがいがある 。たとえば、

鉄筋コンクリート造のような一体式構法のものは 、技術的に修絡が

しにくい建物であり、当初に耐用性能を大きく作りこむ必要があり 、

これを設計11寺において無視すると、その性能劣化は著しいものとな

る。一方、木造のような架構式構法のものは 、柱の綴継工法のよう

に、骨組音[1材 まで修繕

する方法が古くからあ

り、修繕しながら性能

を持続していける構法 ま

である。 実

最近の建物のように 、 i

大型部品で組み立られ

る構法は 、その修繕単

部材

=コ

キューピクル

大型パネル 白

旧 口l

中型パネル 」ーー

日

位が音[1品単位でされる 作りこむ性能

とすれば、その{I 妻繕費 図 1 部品の大きさと性能の作りこみ

用は大きく 、修繕の期間、空間使用できないとすれば、耐用性能は

部品が大きくなるに従い大きく作りこむことが必要で・ある。( 図 1

参照)

建物は設計図書の通り完成することはまず少なく、当初から施工

ミスなどにより煩傷があるものが多い。損傷の程度は 、簡単な修理

により性能が回復するものから、建物が滅失するまで修理をほどこ

す重傷のものまであり、損傷ーの現象とその程度は例々の建物によっ

て異なる。このほか、建築主の要求条件と完成建物とのくいちがい

などの問題もある。このように建物の耐用性能は、完成した当初か

ら個々に異なっている。

(3)  耐用性能と環境

建物の耐用性能は水、湿気、太陽光線、温度変化、空気汚染、ほ

こり、昆虫、菌類などの因子により経年とともに劣化する 。 これら

の因子による劣化進行速度は、環境条件によ って決まるが、建物の

場合は因子の 中でとくに水、湿気が問題となる 。したがって 、水、

湿気が長期間供給される多雪地域、 長雨の降る地域、湿度の高い地

域、一日の温度差が大きい地域 ( 寒冷地 域) は他 の地域に比べ耐用
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性能の劣化は著しく 、部材断面を大きくしたり 、雨もりしないよう

雨仕舞を完全にしたり、結露、凍害現象が生じないなど耐用性能を、

より作りこむことが重要となる。空気汚染地域も同様である。

また、軟弱な地盤、水はけの悪い敷地 も建物に湿気を汲みあげる

ので、性能の劣化は意外と著しい。建物の周閤環境としては、建物

周囲の通風状態の影響がある。一般に狭い敷地に隣地境界ぎりぎり

まて' 建物を造ったり、広い敷地ても通風の惑い生垣、塀などを建物

に接近して造るのは通風状態を悪くする。

室内の環境としては、水などを使用する浴室、洗面所、脱衣室、

台所など用途の室、大群集が通交する場所、喫煙が激しい室などは

性能劣化が著しい環境といえる。 表 3 - 5 は、居住している軽量鉄

骨系プレファプ住宅の浴室、一般室の外周壁体の温湿度を冬期、夏

期の各 1 週間を測定した結果である。表 3 、表 4 は各部の平均気温

と平均相対湿度を示す。 l 棟の住宅でも室用途、場所により環境が

異なることがわかる。また、表 5 は室用途別外周壁体内の結露発生

可能時間 ・時間帯、全調IJ定時間に対する結露発生時間割合を示す。

一般室に比べ、浴室の環境の悪いことがわかる。

環境を広義に解釈すれば、維持保全も入る。建物 を健康に維持す

るのには、維持保全環境が最も大切でレあり、維持保全は居住者の建

物に対する愛情、経済力などで決まる 。

表 3 夏期における各部の平均気温と平均相対湿度

測定ｾ場ｾ所ｾ二主主こ No 3  4  5  6  7  8  

R涯 体 内

28 .5"C  23.8"(;  26.0"(; 21. 5.C 26. 1. C 24. 7. C 

浴

65. 4% 79. 2% 72. 8% 72. 5% 70. 1% 77. 5% 

室部 E主 外

29. 3. C 22. 8. C 26. I . C 21. 0"(; 24. I . C 24. 7. C 

62 .2 % 83. 8% 76. 0% 74. 4% 70 .6 % 74. 5% 

分
30 .4.C 25 .0.C 27. 4. C 23. 0. C 26. 4. C 26. 2. C 

室 内

63. 3% 83. 5% 73.9 % 79. 2% 76. 5% 72 . 4 % 

s!: 体 内

27. 9. C 23 .6.C 27 .5.C 21. 7. C 24.7"(;  27. 2. C 

62. 0% 76. 6% 68. 4% 73 .9 % 71. 4 % 75 .5 % 

官立

屋 外

29. I"C  22. 8. C 26.9"(;  21.9"(;  24. 7. C 26 目 8.C

部; 62. 8% 85. 8% 72. 5% 71. 5 % 69. 2% 66. 3% 

分
27. 9. C 24. 6. C 27.5"(;  22.4"(;  25.4"(;  27 .0.C 

室 内

53. 9% 77. 1% 65. 3% 68. 3% 67 .4 % 64. 2% 

( 注) No. 8 の浴室部分に相当するデータは、北面の収納部における測定値である.

表 4 冬期における各部の平均気温と平均相対湿度

おｾ三 ＱＱ 3  4  5  6  7  8  

目...撃 体 内

6. 2. C 9. 3. C 2.6.C 10 .5"C  12. 7.C 12. 6.C 

浴

36. 5% 89. 0% 69. 2% 60. 4% 61. 5 % 69. 0% 

室苦11 
昼 外

1. 8.C 3. 7"C 2.3.C 9.7.C 7. 3. C 10. 4.C 

48. 8% 57. 1% 50. 4% 60. 8% 52. 9% 71. 0 % 

分
11. 3"(; 11. 6.C 5. 2. C 12. 4. C 11. 7.C 15. 2. C 

室 内

73. 3% 92. 1% 96.5 % 70 .9 % 86. 2% 66. 6% 

ｾ＠ 体 内

6. I. C 13.8"(; 5. I. C 11. 1.C  9. 2. C 17. 1'・c ‘

48. 8%  40. 6%  41. 3%  61 .6 % 49. 6%  52. 9% 

骨量

E主 外

3. I. C 4. 6.C 3. 7. C 10. 6. C 8. I' C  12. 8. C 

苦目 45. 1%  56. 7% 50. 1% 58. 2%  51. 4 % 61. 5 % 

分
13. 8.C 19. I. C 8.2.C 14. 7. C 

1066. % C  
18. 0. C 

室 内

48 .6 % 50. 1% 45. 0% 55. 5%  58.  58. 4% 

( 注) . 測定開始直前に受感部の一部故障で特性に変化を生じたため、補正を行 った値であ

る. ( ・2 ・3 )

表 5 冬期における結露発生可能時間・時間帯

No 場 所 結ｾ発生可能時間 時 間 帯 I

結命ｅ 胴ｾ 夏 期

3  

浴 室 10. 5時 間 ( 4.2%)  午 後 6 時 頃 か ら 午 前 4 時半頃まで

生発

0. 3% 

一 般 o  u寺HII
。 %

全時間借

可

4  

浴 室 186時 間 ( 100%)  

午 前 7 時から 10時過ぎまで、また

能時tl lJ 

58.8 % 

一 般 4.5時間( 2. 4%)  
は 午 後 11砕から 4 時 頃 ま で

29. 5% 

5  浴 室
0. 5時間( 0. 2%)  午 前 9 時 前 後 ま た は 午 後 2 時 半 頃

の
5. 4% 

一 般 3. 0P寺問( 1. 4%)  午 前 9 時 前 後
全

9.2%  

6  浴 室 OP時寺tlll

午後10時半前前時後から午前 7時前後まで、

定時測

4. 4% 

一 般
27. 5 間( 14. 7%)

または午 4  半頃から 7時前後まで 附l
16. 1%  

7  浴 室

74 .0時 間 ( 35. 2%)
午 後10時 前 後 か ら 午 前 4 時または

36. 2% 

3. 0時間( 1. 4%)  

8P年' i ' i まてd

対す
6. 2% 

一 般
午 前10時 前 後

8  浴 室

0 時間

る

7.0 % 

期l口弘j、

一 般 30. 5時間( 14.2%) 午 前 II 時前後から午後 3 時 頃 ま で 67. 9% 

( 注) 1 ) 時間宇野はおおよその目安として示した.

2  ) 時間1は30分単位で計算し 、%は全部l定時間lに対する割合として示した.
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3  . 耐用性能の評価について

(1) 耐用性能の判定

建物の耐用性能は、建物全体について評価 しないとあまり意味が

ない。建物全体の耐用性能の評価方法の提案は少なく、最近、建設

省において建設省総合技術開発プ ロジェクト住宅性能総合評価シス

テムの開発の中で耐久性能の評価の試験がなされているが、決定的

なものではない。

耐用性能の判定は、一般に居住者の要求条件が建物の性能劣化に

満足できるか、できないかにより決められるが、耐用性の判断車由と

瞳楠田部骨 .11性 対応 判 断 軸 居世珊唖に対ずる価恒観

図 2 耐用性の判断軸 い 4 )  

して、小松幸夫氏は図 2 のような整理をしている。 4

耐用性能の判定方法には、つぎのものがある 。

・構造耐力上の判定荷重に対する抵抗力て判定する 。理論的に判

定できる。

・視覚的な判定 : 仕上面がよごれ、傷などで美観性が劣化したかど

うかを判定する。

・経済的な判定: 補修費・維持費などの増加状態により、部材、部

品の補修時期、交換時期が決定される 。資本の回収など。

・陳腐化による判定 : デザインの流行おくれ、設備の時代おくれ、

部品交換が不可能になるなど。

(2)  耐周年数の推定方法

・損耗実態調査 ・実験による資料を基礎とした推定方法

鉄骨建物の鉄骨部材厚さの経年により減少する値を実態調査、ぱ

〈露試験から平均年間減厚を求め、これを基礎に、鉄骨造建物の耐

周年限を推定する方法を、山田水域氏は提案している 。

鉄筋コンクリートにおける コンクリートの中性化する進行速さを

ぱ〈露試験等により調べ、鉄筋表面までコンク リートが中性化する

年数をもって鉄筋コンクリート建物の耐用年数とする提案を内田祥

三、浜田稔氏や岸谷孝一氏などがしている。

・非破壊試験機による調査資料を基礎とした推定方法

木材の圧縮強度をくぎの引抜試験法で求め、これを基礎データと

し木造建築の耐震的耐周年限判定法を十代田三郎氏は提案している。

. 統計的調査による資料から推定する方法

(  i  ) 木造建物の柱の径および木材の使用量と耐用年数の関係を統計

的手法で求め、柱の径、木材の使用量から耐周年数を推定する方法

を関聖子克他て提案している。

(  ii )建物の除却年数から耐周年数を推定する方法

(  iii ) 寿命に関する理論曲線から耐周年数を推定する方法( ロジスチ

イック曲線、平均余命)

・経済的条件によって推定する方法

最小費用の原則から求める 。

・建物の構成要素別に寿命を求めておき 、これを累計し耐用年数を



平均除却年数 7. 5年 ( N =98)  10. 3年 ( N=51 ) I  14. 4年 ( N =5500)  

図 3 構造種類別の除却年数の割合 ( ・9)  

8 0年( N=  3)  1  8 時 ( N=  11) 1  9. 4年( N=  11) 17 .3年( N =21)  

図 4 構 造 種 類 別 ・用途別の除却年数の割 合 い 9 )  

表 6 ある都市における現存建築物平均余命表 い 1 ) ( 昭和53年現在)

;iii:: 

平

木 造

じよ

平

木 造
土勾 立]

t主 経

年

件数の% 平的余命

年

件数の% 平均余命

昭和52年 0. 64 26. 66 昭和43年以前 11 9.01 19. 30 

51年 2  1. 15 25. 83 40年以前 14 8. 93 18. 57 

50年 3  1. 04 25. 13 37年以前 19 25. 85 14.01 

49年 4  1. 19 24. 40 30年以前 27. 5 28. 36 12. 66 

48年 5  l 飽 23. 70 20年以前 37. 5 1. 54 29. 19 

47年 6  1. 92 23. 12 ! o年以前 47. 5 3. 22  22. 95 

46年 7  2. 06 22. 60 

大 正 59. 5 5.31 17. 37 

45年 8  2. 18 22. 12 

44年 9  2. 50 21. 67 明治以前 88. 5 3.46  0. 00 

推定する方法

個別的な建物を対象に耐用年数を求めることができるR ・p ・Bol t on

の提案式がある。

(3)  最近の建物の耐周年数

ある都市地域における昭和33年から昭和53年の20年間に除却され

た建物を全数調査し、除却年数( ある特定期間内に除却された建物

の寿命) から統計的手法により建物の耐用年数の実態把握とその推

定を試みたものである。

図 3は構造別の除却年数を示したもので、図中の ( N=OO) は

除却建物件数を示す。非木造に比べ木造のが除却年数が大き くなっ

ている 。図 4 は各総造の用途別の除却年数を示すもので、住宅に比

べ非住宅の除却年数が小さく、建物の耐用年数は用途の影響を大き

く受けることがわかる。

表 B は、人聞の平均余命を確率的に推定しようとする理論式にあ

てはめをし、木造建物の平均余命を求めたもので、この表によれば、

最近( 昭和50年代) に新築された建物の耐周年数は 27年から 28年と

推定できる 。

この調査と同様な資料を用い、新海悟郎氏による昭和31年 1 月か

ら昭和35年 12月までの 5 年間に除却された建物の調査結果があるの

で、参考のために示す( 表 7 、 8 参照) 。なお 、新海氏は耐用年限 と

して除却年数の中央値をとっているが、図 3 、 4 は平均除却年数で

あり、単純に比較することはできない。

表 7 木造専用住宅の社会的耐周年限 い 5 )  ( 年)

士也 区 51lj 中 央 イiII

都 市 戦 災 都 市
11 . 0  

向 性
上昭昭和和 3 0 - 3 5年年現現在在におけする人口減増少都%市以

60. 4 

3 0 - 3 5  に お l る 人 口 10 

格 別 の 都 市 20 .4  

北 海 道
28. 4 

東 北 ( 1 ' [ 森・山形) 48. 6 

関 東 ( 千 策 ・ 神 奈 川 ・山 梨 ) 39. 2 

東 海 ( 静 岡 ・ 愛 知 ) 36 . 2  

都 市 | 北 陸 ( b . i 山 ・ 石 川 1) 59. 0 

グ〉士也 近 畿 ( 京 都 ー 兵 庫 ) 57. 0 

方 別 山 陽 ( 岡 山 )
64. 9 

山 陰 ( 悶取)
58. 6 

南 四 国 ( 高 知 )
35. 3 

北 九 州 ( 福 岡 )
43. 2 

南 九 州1 ( 宮崎 ・ 鹿 児 島 )
49. 1 

表 8 非木造除却建物の耐用年限 い 5 )  

用 途 別

最リ併ー融ト筋ui ・融筋コ ンク

鉄 骨 造 れんが・プロ ック造

最 大 値 中 央 他 最 大 値 中 央 他 最 大 値 中 央 他

司王 務 戸斤 5 0年 27. 7年 31年 12. 5年 66年 35. 0年

1苫缶I i . 百 貨 庖 36 28. 0 11 12 

銀 行 37 29. 9 

劇 場 ー映 闘 館 33 30. 0 

工 場 4 0  27. 5 4 2  21. 2  51 45. 8 

念 /ill 64 27. 5 4 2  22. 5 41 29. 5 

111 厄担 26 18 . 3  19 4. 7 15  5. 1 

伎 宅 51 25. 8 41 12. 5 49 22. 5 
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中 高 層 分 譲 集 合 住 宅 の 保 守

福 嶋 孝 之

中高層分議集合住宅の持つ宿命として、( イ) 中高層 Bui l di ng に数

百戸の住宅を押し込む構成であること、( 司保守の責任者である維持

管理者、言い換えれば建物の所有者が設計 ・施工の段階では決まっ

ていない、付建物の区分所有法はあっても、共有部分と専有部分と

では、入居者の建物の保守に対する姿勢が呉なること、等があげら

れる 。

一方では、建物の構造上の耐久性から、減価償却期聞が60年と判

定され、一方では建物の設備機能の陳腐さ、住まいの慣習の変化、

職場と住まいの近接、環筑の変化、土地の高度活用、より広い住ま

いへの絶えざる願望等により、減価償却期間l を待たずして中高層住

宅が新しい姿に生まれ変わる例も少なくない 。

広義に解釈すると、中高層住宅の耐久性の意義は、建物の構造上

の物理的な耐久性よりも、上記のような生活様式の変化、社会的な

要望により変化するとも考えられる 。

中高層集合住宅の保守について考える場合、竣工後の適切な保守

により建物の耐久性を全うさせることができるとするならば、設計

の段階から、上記の種々の問題点をクリアーにしておかねばならな

いはずである 。土地価格が異状に高いわが国て酬は 、建物の所有者が

発注者となる立n前l 中高層住宅は育ちにくく、中高層分譲集合住宅

が全盛をきわめようとしている。と同時に、発注者が最善を尽くし

たとして、竣工後に所有権のバトンタ y チを行い、椴庇担保WIH1J が

過ぎれば、管理組合から委託された管理会社に保守をまかせておけ

ばよいという々えだけでは解決されない問題がクローズア ップ され

てきている 。 また建物の保守については、将来の入居者に代わ って

建物の設計者、焔工者が真剣に取り組まねばならない内容も多い 。

1  ， 中 高 層 分 譲 集 合 住 宅 の 保 守 の 現 況

建物の所有者からなる管理組合が、竣工f去の保守に当たることと

なるが、実際には、胞工者のエギヰ ｾｧｅ ｪｉ｝｟保 ｗｬ 防 ｬ について、発注者と

の工 ・I:¥. 請負契約 の 中でアフターサ ービスに附する約款がかわされて

おり、保守というよりも点検期間が数年続くこととなる 。 したがっ

て色・理組合が建物の保守に関して ].1任をも って取り組むのは、上記

の綴抗担保JtIlr. ll 以後となる。発注者と施工者との聞でかわされる工

事請負契約約款の一例を 、以下に表示する。( 表ー 1 参照)

椴杭担保に必づくアフターサービス ｊｾ ｬｉ ｈｊ は、コンクリート外控工

事の 3 年、屋上Iljj 水工事の 5 年を除くと、いずれも竣工後 1 - 2 年

であり、それ以後は入居者の責任において保守がなされなければな

褒一 1 アフ夕一サ一ピス規準特約条項 "州州川"附剛"側川"州6附刷"州' "州川"刷刷川"川川川"刷州川"川山"刷川"川' "川"州州"川' "川"川"川州"州川"

らない 。一方 、民法では、H ! . f呆責任、綴柾E修補および- t J ' l 害賠償に関

して売り主の綴杭担保責任として、第 570条に隠れたる暇杭のある

場合、第 636条に設計 ・施工者の椴庇に帰すことができないものが

取り上げられており、また担保賀ー任の存続期間については 、第 631

粂以後に取り上げられている 。 しかしながら 、建物の保守の過伎で

生じた補修工事が隠れた暇庇であるのか、上記の請負約款特約条項

第 2 条に相当するものかは微妙であり、現実には設計者 ・施工者が

たとえ綴抗担保期間を過ぎていても、補修工事に関する疑問点につ

いて解明に当たり、解決に導くことが、その建物の保守にとって非

?FJ に大切なこととなる 。

中高層分譲集合住宅の保守について、 これらの課題は残念ながら

大きく取り上げられていないのが現状のようである 。少なくとも当

該建物の設計 ・施工者は、保守に必要な設計資料、竣工図、施工図、

地質調査資料、各種仕様t号、詳細図を充分な品質管理システムのも

とに作成し保管しておかねばならないはずである 。

2  ，積 疲 の 実 例 と 解 決 策

まず中高層集合住宅に見られる隠れた椴統について、ふれてみよ

つ。

付) 中高層分譲集合住宅の設計 ・施工上の品質管理が叫ばれ始めた

昭和49年頃までは、設備i配管 ・配線のコンクリートスラブ内埋め込

み工' I J . がごく当たり前の工 'J¥. として行われていた 。現実に、これら

スラブ内埋め込みノマイ 7・状部分が漏水の原因になった話は少ないよ

うだが 、仮設の電燈線をスラフ' 内に埋め込む場合は、配線工事は当

然設計図書に表れない 。仮設配線の事後処理が悪かったと思われる

一例で、入居後 、廊下に吹き込んだ雨水が廻り込んで 室 内の天井か

ら漏水した例がある 。 コンクリートのみずみちはささいな 4J¥. が原因

となり生まれ、一旦水が通るトンネルが出来上がると、その時から

ｾｬｭ が発生する 。 現在では、スラブ内埋め込み配管 ・ 配線は姿を消

しており、筆者らは施工に当た って仮設用といえどもスラプ内埋め

込み配線を厳重に祭じている 。

( 司屋外鉄骨階段の塗装について、綴抗担保WJ 間内でのさびについ

ては全面塗り替えるのが通例だが、 3 年目に現れたさびはどう扱わ

れるか 。鉄骨のさび止め像装の保守は 5 年ごとに行うのが望ましい

とすれば、 f段抗担保WlIlI J が短いと考えられる一例であろう 。

付建物の基礎を杭基礎としておきながら、 1 階の床を束立てとし

たり、土問コンクリートとする設計がある 。住居の床桁丞はそれは

第 1 条 本殿!j !FJ U保&. ぴアフターサービスの始 jUI ( 起

n: 日) は、. 1' l f J . 契約にl J i づき当該ill 物の完成

引 ｩ 皮し時からとし、防止 ＺＯＮｊ 款 ＲＳ 粂又は ｾｉｪ 紙アフ

ターサービス品川f¥に基づいて行う .

(5) その他的f J . 人のね柾E1I I . 保武任に帰すこと

が出米ない場合

制i しないものとする 。

(3) キズ・汚れ・正直釧・ il&Ul '  1111品等で通常

容易に発見出来る部分については引波し 11年と

し、隠れたる部分については 6 ヶ月迄とする 。

(4) 舷打lについては、通常の使用方法以外の

原因で発生したものは除〈 。

第 2 条 ノドアフターサービス焼却Eは、次の砧合を適用

除外とする 。

( 1 ) 天災地変 (地ぷ ・火災 ・I!i.¥' 水・' 1' ; ' 者 ・

広蹴I也鍛沈下等) 等不可抗力による場合

(2) 総年変化使用材の特性 (木村モルタ

J レの乾燥収縮等) による場合

(3) ' i ' i ' 理不卜分 (米入居等含む ) i史m上の不

注意による場合

(4) 地改築等に依り形状変更が行われた場合

34 池築と社会/ 1980年 4 月号

第 3 条 アフターサービス JUI 聞の一般i盛岡，j HJ'l

(1) 設備機苦ｾ蛇 ｩ 等のアフターサービス期間に

ついては 、メ ーカーの保，liEJUIIHJ とする。

(2) 保守信ー君! が義務付けられているもの ( エ

レベーター・ (I1!ih火災報知機 ・浄化相 ・受水

憎の水質・ Ｑ｝ 家用変ｾｬｌ笠 Ｉ又 、通常必要なも

の( 脳内消火柱 瞥報装 i丘・テレビ共聴 ・ポ

ンプJ : l ( ・受水押'1' ＱＮ 可決水槻 ・ 排水管のが ｾｦｦｲｬｴ ・

リモートメーター 非常通報等 ) については、

機器本体の放際のみアフターサービス規燃に

準拠し、それより派生するものについては墳

(5) m粍品は除〈 。

第 4 条 背情相談窓口について

入 ｾｩｩ 者からの苦紛相談引 ｩ 度し後のｦￜ般のＺ窓口

は、 1[ 1 がこれを行うこととして、乙は '1' から

の!Jlx統補修アフターサービスの請求に対して

は協力してすみやかに処息すること。

以上



ア フ タ ー サ ー ビ ス規 準 Ｈ ・ 印符 ｾ･ Ｉ

工 '1沖R目 例 j苛
自E 位 ｾｫ＠ tr出包

サービス馴1:11

J : 'I>卜R目 例 所 都 位 ｾｫ＠ 態

サービス期間

l 年 2 年 l 年 2 年

( 1) 建 築 隠 蔽 配 管 コンクリート ｾｴ｜ 折ｬｊｬ Ｎ つまリ ・ ｾｩ 線 。

コンクリ 外 ｉ｜ｾ＠ 割品 Ｈｾ三 [;I:j b リ • 3年 配 車車 込 ・ 天井 ＮｉＺ ，ｾ内等 不 良

ト 工 事 内 外 情 .b転j C}1 11 
f色裂 . ｉｾ Ａｩ＠ lJl . 排 水 不 良

。
露 出 配 管 見 え 掛 IJf部分

11 
。

ー外開I止・外廊 下 配 線

防 水 工 事 hl l.: .  b1十H 7 7.. 7 アルト防水 ( '.'l') l'l，j (， l) • 5年 地中菅路配線 地 中 開 設 11 
。

他裂 ・1政l J l ・排水不良
。

配 線 器 具 類 コンセント ・イノター 取付不. 淵・機能不良
。

m 可i コーキング ・コンハウ ノF 水 L iL
。

ホーノ ・ベ ル ータンプ

外部主ｉｴ ｬｾ
"  

l，f，j (，リ
。

ラスイ ッチ可i

外部11'li i.!i'U ド
11 1:I:j b リ ・(;1ヵ' i l

。
照 明 器 具 i"!'IRは l除〈 11 

。

レン 介 電 盤 取 付 不 調 結 線 不 良 ・
。

ｾＮＮＺＮ＠ J レコニ二ーー Ilj (，リ I色裂 . fl !i打1 ・
。

端 子 盤 般l J l

排 水 不 良 開 閉 器 類 ユミ|制|羽目出 づ|込 1111制問

"  

。

木 工 事 構 造 材 床 組 . )()t. きしみ
。

出;r -. 事

さがり そ リ 破IJI
。

鉱 声 設 備 お ｉｪＺｽｈｾｩｩ .  .I¥'i川m ・7 イ 機能不良
。

11 
性 . jltH.上旬j リ そリ i J じi l ‘ fl !ilJl

。 Ｗ Ｇ 分岐止Ｚｾ Ｎ ｴ ，ＺｃｻｴＧｾ品

泣 1乍 材 鴨 居 ・敷 肘{ そ の 他) きしみ ・そリ ・ね じれ
。

テレビ共11設備 ア ン テナ・ｬＡｬ ｬｬｬｾ 叶配器 機能不良 ・給 総 不 良
。

タイル工事 内 外 喰 タイル は が れ ・将き 亀 裂
。

自動先史唖却設置 ｾ知器ＮＱＺＡＮｴｬＺ［Ｎ尭Ｈ， Ｑ 機専 11 。

1.1< 7 イル 11 
。

動 力 制 御 盤 本体 ・附属機 ｾＮ 11 。

左 官 工 事 内外 ｉＺ ，ｾ モルタ ルi ! r. リ は が れ 汗 き 亀 裂
。

受 変 電 設 備 受血ｾＩｴｌ盤悶附属 ｬ 日 Ｑ .  
11 。

プラスター司， 1) 11 
。 Ｑ 主任ｾＮ コンデンサー

床 バ ル コ ニ ー モ ル タ ル 格 1)

"  

。
|発 電 設 備 発電機・関係機総ディ 機 能 不 良 結 線 不 良

。

1正その他 人 ｩ 立 ｾｩ 檎リ 11 。 ーゼル機関 ・ｼ則 係機ｾＮ

11 テラゾープロ ソ7 は iJ ' il
。

エ レ ベー タ ｴ 理械司、 ［Ｎ Ｇ ｊ 転 ｪ ｪ，ｾ ・ 由、 構 造 . ."W:11r. . 制御| 則係 11 
。

金 属 工 事 b 1 上パルコニ 手 III がたつき
。

一設 備 ご . ￬ｉＮｾ 革路

lJ1u  下 1m佑 子
11 

乙 避 雷 針 設 備 突 ｾｉ 被 地 取 付 不 調 ｾＩ也不良 。
階 f1 ノンスリ γ プ 11 

。
篠 地 地中 Jljl ，;1 ｾＩ也鰍 接 地 不 良

。

!!LI.:" 
物 |ニ金 物 11 。

給 水 設 備 機械袋町 ポ ン プ ・モ タ 似 H 不 良 等
。

』主 上 T V . アンテナ. I i 持金物 11 。
寸乙1柑エンジ ン 11 

。

"  
ｨｾ＠ E罰 11 。

滅 的 機 11 。
11 7 ンホール がたつき ・作動不良

。
水 相 ( 本 体 )

外 部 閉 口 部 tt. . 止:1剥l品 i' t，j (， l) ・変 形 。
イ¥"1:ι I:I Ufi 自'HJI ・漏 水

。

作動不良 ーfl !ilJl
。

鋼 似 梨 11 
。

建 具 工 事 外 1ft) 銅 製 ・ ア ル ミ 裂 取 付 作 動 不 良 ー変 形
。

コン 7
1
) ー ト 製 11 。

- 日'HJI ｬ 付 ｉｦｬｩｩＧｾ 装 は が il
。

附 胤 金 物 網 戸 11 
。

配 水 ti ｦＲ Ｎ 曲ｫ 配ｾＧ￬［ 漏 水 折IJI .防符の破l J l
。

内 ｦｦｩｾ＠ 木 製 ・i丘付家 H. 取付不，，ＩＱ Ｑ ・ 変形 ・ ｦｾｩ ｬｊｬ 。
h'.え IJ トリ配れ i¥t l水 引rlJI ' (地出および

。

附 以 金 物 取 付 作 動 不 良
。 防似の ｉｾ Ａｩ ｬｬｬ

機 . 1.可f 取 H 不 良 ・変 形 ・般' 1J l
。

以外向己行 ｩｾｩ 水 ｉｬｲ ｬｊｬ 。
1:::< (.  11 

。
給 水 路u 水怜フラ γ シュ弁 給 ｩｾｩ 本・取ｻ十司、訓 。

内 外 部 ガラス 白川JI . Ｈｾ＠ 水 怜

ハ ア lまくらく
。

排 水 設 備 織械裳i l ' l ポ ノ プ モ- 7ー・減1"向機 l J i i 付不良
。

ビート は が れ ・すさま
。

l 怯 排 水 地 脱水ｾＢ .  ;Ijjlel ! l ¥寄機

塗 装 工 事 内 外 百 五 鉄 部 鈴 ひ ぴ わ れ は が れ
。

ぷ む 含 む ) 処 理 情 施 設 散ｾ｜袋 ［ｲ￭ 11 
。

本 部 1;1カ' il ・わ i l
。

排 水 管 隠 政 配 管 ｪｾｬ 水引 ｲ ｬｊｬ 目 似 ｙｷｾ の似 ｉｊｉ 。

コンクリート 1m・モ ル は が れ ・ 変 色
。

比えf ) トリ reii 11 • 。

7 1レ1M b1 外向: 竹 ilti 水 Ilr lJl
。

吹 付 工 事 外 剖l リシン スタ ソコ等 は が れ ・白栴現象
。

排 水 路 トラ y ブ ' i i . ! i災住 自'!i1Jl .  ｉｾｬ 水 ・ 取 ｈＱ 、調 。

内 部 ひ る 行 l主力' i l
。

衛 生 設 備 ｪｾｩ 生 ｾｩｈＭＡＺｾ jQr'E陶 総 ・jitllli 機 株 ilu水 fl ! i 1J l ・取付イ、訓
。

内 装 工 事 1  .. ミ たたみ 争 点ＨｾＨ，含むＩ き ず
- 排 水 不 良

たたみほ む ら
。

ガ ス 設 備 ガス配管 f. "J . 曲正配竹 出H虫・ II[ IJI
。

ジュータン l立iJ ' il
。 比え ＱＩ トリｾＱｪ 11 。

ベ ニ ヤ 7 ロアー は がi l ' そリ ・浮き
。

hl 外政: 竹 11 。
7 ローリングボード そり ・j'(. き

。
ガス投 ガスカラノ ｪｾｍ 虫引 ｲ ｬｊｬ Ｎ ｊ｛ｊＨ ＨＮｪ ィ、訓 。

合成樹脂系タイル桜リ は が il ・i手き
。

)11¥込 ポ γ 7 7.. 11 。
ワロアー ガス機ｾＺ［ ，{ ラ ン ス釜 . ，品梯社主 自IHII 取 (.t イ、 E剖・ ( Hbイ;良 。

合成樹脂系椛，. 1 < 11 
。

厨 房 役 備
ーE乙、S  

所 iAt し 取 ｈ Ｇ ｗ 動不良 ・ ｩｾｬ 水 。
1¥' モ 合 成 樹 桁 系 7 イル必り はカ' il

。
レン ジ

取 付 11' 動 不 良
。

紙 必 り 11 。 Ｚｦｾ 戸棚 11 
。

クロス世， 1) 11 。
水1; ( ) 棚 取 付 不 必

。

J ミ JI 紙ルり 7 ロス必リ 11 
給 排 気 設 備 投ｾｵＮ ｪ ， Ａ . 換 公 IJ 破l J l ・取付仮調・門唖b不良

。
ボードｾ， ｉＩ

"  

。
レンジ 7 ード 11 。

そ の 他 外 剖i と
L 、

変形似l J l C  ダ 7 ト 日' HJI .変 形 ・取 H 不自凋
。

取 H 不 調 排 水 不 良
。

作動不良

合成樹脂製ダストシュート 取 付 不 調
。

冷 暖 房 設 備 機 25 湖水咽ド水不良 ・変 形
。

制l立式lti' ! m柵 取 付 ・作動不良
。

自己
1J' 

破1lI .j な付不調 fl 動不良

天 井 換 気 ハ イ プ 取 H 不，淵
。

ilti 水 俳 水 不 良
。

アンテナづ| 込ハイプ 11 。
浴 室 設 備 ｩｾｴ 相本体 ホ ロ 浴 柵 iltl 水 ・ぬ'111 ・取 H 不 訓

。
片ト!i . 受 水 柵 タラ γ プ がたつき

。
合 成 樹 脂 製 11 。

床 白地金物 11 。
水 製 治 則

"  

。

エントランスホ ｵＡ介副ｾｦｊ， ｬＡＧｾ 取イ「 ー作動不良
。

附 以 ぷ1柑 ンヤワー専 破ｬｊｬ Ｎ 取 ｈ イ、 ｩｾ 。
ー ル そ の 他 1"1 ，，'， fli 取 H 耳、 E拘

。
書橿メー? ー頬 ガス 水 jei ・1丘公

。
室 名 札 11 

。
防 災 設 備 消火怜有1 ・消火 1'i; ｩｬ￼ 水 ・ 日 Ｇｈｊｉ Ｎ Ｈｾｩ 品開ｾＡｩＱｊｬ 。

'1' 乳' : : 1: 桁 取 H .  I" l ' 動不良
。

防災機日器等 11 

ダストンユート投入 u 11 。
消 火 作IJI:i lUf-等 jijl 水 ・似品l 取 H 不必

。
'，1; ，1:  . fi 耐その他 カーテンレール 取付司、必 (31  土木 造 園

(2)  施 段 ・股 備
道 路 道 協 は E高純 J<lM 陥没干専沈下・ ｉｾ 裂制緩 。

屋 外 工 作 物 遊戯施$ : J)i fift • t再泣物 不 等 沈 下 亀 裂
。

品= 辺 11 

"  
くJ

休 息 地 ぷ 11 11 
し ア プ ロ 一 千 11 11 。

IIH 同1 11 11 

C  相'1 r出 ｊ ，ｾ札Ｚ［［ .  hY. 造 物 不可F沈下・ f也裂
。

lニ{tJ 擁 明 11 11 
持ド水包' および桝 11 11 。

法 同i 防 必 施 設 域
。

園地広W溺装 断続 J.i IM 陥没 不 等 沈 下 ・ 亀 裂
。

そ の 他 f止 石 3F ィ= 等沈下 ・他裂
。

.  !f<i l離

コンヲリ ト t主守色縦 プロ γ 7 li1! 笠 木 目地のだつらく 檎 栽 樹 Aく 十ii lJl . 倒 木 ・仇 虫 -8 。
プロ γタ工事

控 本 取 H 不良 ( *Nl I!等 )
。

維 工 事 焼 却 炉 取 付 ・作動不良
A 地 彼 自l liilil 

。
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表 - 2

砂 71年度の調査 砂76年度の聞査

順位 意 見 不 満 順 位 意 見 ・ 不 満

内装工事の不備 l  
隣 家 ・上下階のf反動音

2  外部騒音 2  内装 ・施 工 の 不 備

3  鉄骨階段の音 3  建具ーの不備

4  子供の遊び場の充実 4  仕様の向上

5  バルコニーに散水栓欲しい 4  バルコニーの物干使用可に

6  管理上の問題 6  
物入れ少ない

の毛細管現象で外部の水を内側へ呼び込む Case がある。コンクリー

ト工事における品質管理の成果が、現実の姿で現れる面でもある。

委側を含めて全周にパ l レコニーをまわす、壁厚を 15cmとする、低ス

写真一 1 鑓水海l を使用しない場合の 写真一 2 織水部l を使用した場合の状況。

モルタルへの水滴の浸透 状 況 綴水剤タイトレ ツクス使用

{竹本油脂悌提供)

ランプで密実なコンクリートを打設するなどの対処も必要である 。

壁厚の薄い場合には、機水剤を j民和斉IJ として使用するのも湿気を内

側へ呼び込まないための方法であろう 。( 写真一 1 、 2 参照)

同設備配管の事故の中で最も多いのが、雑排水管によるものであ

ろう 。共同竪管の保守点検の良し慈しは中高層集合住宅では住まい

の機能にかかわる問題となる 。 V . P . 管の伸縮キレツによる事故が

多いが、設計・施工上、排水管の点検が充分に可能となる点検口の

工夫が必要である。

以上の椴杭は、あるいは販売主 ・施工者の椴杭姐保の範囲外であ

るかも知れない。が、設計上の配慮、施工上の配慮の程度により建

物の保守、維持管理に大きな差が生ずることも、同時に示している 。

3  中高層分譲集合住宅の保守に関する設計・施工上の

対応策

建物の保守については、設計段階での対応と、工事監理の徹底の

程度により差が現れると見てよい。筆者らは昭和49年頃から中高層

分譲集合住宅の設計の品質管理手法の開発と同時に設計監理部を発

足させ、工事監理の徹底に力を入れてきたが、それ以来、入居者か

らのクレームが急激に減少してきており、建物の保守の充実にはた

した役割lは大きい。入居者のアンケート調査からもクレームの改善

されていった過程が分かる。( 表 - 2 参照)

設計仕憾の変遷については、構造設計、設備設計の変遂に大きな

特徴が見られる 。たとえば、 (1) 床厚、壁厚を 15cmとし、遮高性能を

改善したこと、 (2) 地民荷重に対し、保有而.t 力のチェ ックによる標準

躯体断面の設定、 (3) 設備配管の ref resh、保守点検を容易にするた

め 1 戸当たり室内に 6 ヵ所の点検口を設けたこと、 (4) 壁面に横付け配

信: を原 KIJ とした設計により床組みを廃止し、床U.! : I り、きしみを追放

したこと、 (5) 廊下、バルコニーの手摺は錆びないアルミ手摺とした

こと、 (6) ニ'li'i HIJ にもめぐらされたバルコニーにより、地工粘ー度を高め、

漏水事故絶滅にそなえたこと、 (7) 傷みやすい雑排水竪管に銅管を採

用したこと、等が代表的なものである。いずれも建物の保守に対す

る効果は大きいであろう。
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7  I上下隣戸の音 6  | 各部屋にハンガー掛け

8  | 立地条件悪い

9  | 廊下( 友関) 暗い

10  I遊び場の充実

8  I 床の段差
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. 76年度の調査と比較すると、 77年度においては「隣家 ・上下階の振動管J に 対

する不満が減り、それにかわ って外部騒音や鉄骨階段の音に対する不満がて' てき

た. 全般的にみてクレームのでる範閉 ( 部 分 ) が減 っている 。

図 一 1 標 準設計の一例

現在の設計には、設備系統の共用竪管を専有部分外に貫通させる

ことにより、専有部分を完全に独立した区画とする方法が提案され

ている。専有部分の内装工事を分離した、 Skel et on分譲への試みも

このような形態にすると可能となろう 。( 図ー 1 参照)

4  中高層分譲集合住宅の改修工事

火災による被害、地漢による被害はどれほど品質管理の徹底した

施工による建物であろうとも、建物の耐久性に直接大きな Damage

を与える。防火区画により、火災による延焼は起こらないが、コン

クリート躯体の火災による中性化は以外と深〈、また軽量骨材使用

の場合は、火災時の高熱による爆烈が コンク リート内部で生じ 、天

井スラブのはくり落下が生じる Case もある。上階の入居者にことわ

わってスラプの解体、改修が必要となるなど被害は大きい。

昭和53年の仙台地震では、法的に震度が低減された地域であり、

かつ耐震基準も旧基準であったにもかかわらず、高層 S R C造につ

いては壁面にクラ y クが生じた程度で、躯体への被害がなかったこ

とは耐謀壁を有する S R C造建物の強靭さが立証された例であるが、

災害による改修工事にかかる経費は大きい。

躯体の改修は通常、耐久性の続く限り可能となるが、設備の改修

工事は中高層住宅の ref reshという形で一定のサイクルて" 現れるこ

とも考えられる。; [ 化設備掠機の発達と電気容量の関係、冷暖房設

備の普及、排気ダクト、ダンパ一、電動ファンの汚れ、取り替え等



による改修工事は共有部分とともに専有部分にも生じ、保守にそな

えた必要経費の積み立てが必要となる。

中高層分譲集合住宅の保守にとって、災害保険とは別に、保守に

必要な経費をどのように担保するかは今後の大きな問題である。設

計 ・施工上の品質管理を徹底すること、災害に備えた保険制度を活

用することにより保守管理費用をある程度押さえることはできる。

しかしそれも限界があるわけで、入居者側IJ で計画修絡について真剣

な検討が必要と思われる。

5  中 高 層 分 譲 集 合 住 宅 の 保 守 契 約

1  ) 保守契約の実情

中高層分譲集合住宅の保守契約は、各専門業者と建物の所有者で

ある管理組合との聞でかわされ、主なものは、エレベータ一、浄化

徳、高架水槽、受水槽、消防法関係の各種讐報昔号機ほか、変電所等

の保守があげられる。したがって建物管理会社と管理契約をしたと

いっても、入居者が建物の保守を管理会社に一任するために保守契

約を結ぶという例はない。建物管理会社は管理組合の事務局として

存在し、公共料金の出納、消帰賞、植栽のメンテナンスのための月

極め費用の徴収等を日常の哲: 理業務として行っているにすぎない。

上記に述べた保守契約以外に、務抗担保期間以後の修絡が中高層集

合住宅の保守の上で必要となるが、この種の引李総に対して保守契約

がない以上、建物の所有者で組織される官z理組合で計画的な修絡の

約束を作らなければ、修絡に当た っての費用の分担すら決まらず、

中高層住宅の耐久性を短くする結果となる 。建物の保守計画型? とも

言うべき計岡修繕の取り決めを行 っている中高層分譲集合住毛もあ

るようだが、修絡積立金に対する入居者の反応は一時的な住まいと

々えるか、定住地と考えるかによ っても呉なるであろうし、複雑な

要因が多いように思う 。

2  ) 中高層住宅の保守に関する基準法上の手続

計画官李総に対する有効な修繕積立金制度がとられていない中高層

住宅については、共有部分の保守がおろそかになりがちとなる 。ま

た修締約立金制度が採用されても、建物の管理会社へ一任という管

理組合であれば、根立金が有効に活用されているかどうかを知るす

べもない。建築基準法第 8 条では建物の所有者、管理者または占有

者に対してその建物の敷地、構造、および建築設備を常時適法な状

態に維持するよう努めるべきことを義務づけている 。 したがって中

高層集合住宅については、その所有者が建築士である有資格者に定

期的にその状況を調査させ、特定行政庁に報告しなければならない。

中高層住宅の保守については、これらの制度を最大限に活用し、定

められた有資格者の定期報告内容を所有者である管理組合で充分に

検討し、補修に当たるようにすればよい。 また調査する側にとって

も、もし建物の設計・施工者の工事監理、品質管理システムが充分

なされておれば、設計図合、地盤調査資料、販売用ノ マンフレ γ ト、

物件説明書、構造計算書、開発許可証、許可条件、建築確認申請書

副本、竣工検査済証、施工図、工事監理報告書等がすべて 7 イクロ

ファイリングシステムとして一冊のファイルに収納できるはずであ

る。筆者らの設計監理部では、このようなマイクロファイリングシ

ステムによる監理を、富士フィルム( 仰の指導のもとに取り入れてい

る。

上記の定期報告は 3 年に一度、制大阪建築防災センターまたは日

本建築防災協会に提出され統かっされているが、調査内容は中高層

集合住宅については建築躯体、建築設備等主として建物の Skel et on

に関するものが多〈、調査 ・検査資格者を当該建物の工事監理者に

限定すれば、取杭責任の所在もはっきりするであろう 。

B  中高層住宅の保守の方向

住宅の耐久性をいかに高めるかは、一般の製品同様に 、住宅とい

う製品の保守をいかに徹底できるかにかかっている。住まいの慣習

の変化、または社会的な要求等により、あるいはその寿命を全うせ

ずして新しい姿に生まれかわるものはあるとしても、保守に当たっ

て設計図面がない、あっても設計図面だけでは施工された状態が分

からず、解体する以外に解決の道がないというようなことはあって

はならない。

中高層集合住宅は一般に 60年以上の耐久性が認められており、建

築構造 ・設備については、将来への適応性をもかねそなえたもので

あるのか望ましい。たとえは。中高層集合住宅の ref resh 化がその時

代に応じてデザイン上、機能上にも可能でなければならない。その

意味では、中高層集合住宅の建設については Skel et on 分譲が究極

的に望ましい姿となるかも知れない 。

このように考えると、 Skel et on の施工については構造設計、設

備設計、施工技術が一体のもので、保守管理に当たって設計資料が

地工者の品質管理および、設計者の工事監理 Syst emの中で撃備さ

れている姿が望ましく、またそのような姿を土台として、住宅デザ

イナーは Skeleton の内部空間について自由に設計し、 ref resh させ

ることにより時代の変化に対応させていくことができる 。

一方、地域開発、都市計画に基づく Skel et onの構造規模の規制l、

戸数の密集度の規制等は地域の公共施設の繋備、環境保全とのにら

みで地域計画にたずさわる著名な建築家の方々にお願し、すればよい。

中高層分譲集合住宅の保守が将来にわたって行き届くか否かは、

構造設計と設備設計の品質管理、および施工技術の品質管理と' A 接

な関係にあることが分かっている以上、建築設計 ・施工のあり方と

して上記の姿が望ましいと思う 。

次いで、 Skel et onの保守に対する計画修繕の義務付けと修繕積立

金制度の確立がなされ、建築基準法第 12条による定期報告が計画修

絡の笑施状況をも同時に把握して報告される 。 このような姿が、中

高層住宅の保守管理の望ましい方向と考えられる 。

7  日本人と共有管理

つぎに専有部分と共有部分が管理上、明解に分離され、建物の保

守に関する認識が深まったとして、わが固め国民性に合った共有管

理システムはどうあるべきか。わが国に根強く残る、主( あるじ)

へ一任の習性はややもすると専有部分への不干渉、共有部分に対し

ては管理会社へ一任の形となる 。管理会社は管理組合の事務局とし

て働くわけで、入居者の合意がないと具体的な動きはできない。共

有部分の保守管理の主体性をどこに求めるべきなのか。

ある行政庁で「古くなって空室の目立つ共同住宅が現れた場合、

われわれ自治体行政庁が最終的には保守管理を押し付けられる立場

になるのではないか。j といっ疑問を投げかけられた 。私道は個人

の私有地を道路としたものである。しかし共有管理の形をとらず、

道路位置指定をとり認可されれば、管理は役所が行うこととなる。

中高層分譲集合住宅には特定の主 ( あるじ) は存在しない。保守

管理を一任するすべも現在のところ皆無であろう 。共有部分の保守

管理は、所有者である管理組合で集団管理する以外に方法はない。

わが国の国民性から考えて、中高層分譲集合住宅の保守管理のにな

い手はかくあるべしという答が出るのは、もう少し先の話になるよ

うに思う 。

( .i、 くしま たかゆき 株式会社長谷川工務的常務取締役技術本部長}

37 



戸建て住宅の保守の実情と方向

高 橋 尚 信

住宅の耐久性を追究する場合、その内容は、 (1) 使用されている材

質および工法、 (2) 使用している環境、 (3) 使用の仕方、に分類できる 。

一般的に、住居を購入される方は外観、間取りの自由さ、価格等、

今の自分の要求、要望をふんだんに取り入れられることを前提に、

とくに住宅の宣伝、媒体のー音11 を但っている住宅の営業マンとの接

触を最大の情報源としている 。 しかし住毛の営業7 ンは、本来セー

ルスエンジニアたるべき知識を有しているべきであるが、かならず

しも、そうとは言えない 。たとえば、木造本建築の営業マンたり待

ょうと思えば、木造本建築の内容をすべて理解した上に、さらに現

状の簡易木造建築( 夜来工法と言われている) の特徴および欠点を

知り、かつ、プレハブ住宅の百社百様の内容を知らねばならず、い

わんや、放近の住宅工法であるユニ ッ ト住宅をも理解した上で、と

いうことになれば該当営業マンなど存旋するはずがない。

しかるに現状では、多主E多機な住宅が毎日多量に契約され建築さ

れているのである 。建築主はすべてを理解し、すべて調査し、その

建築物の内容に満足し契約しているわけではないことは明白である 。

何かのき っかけで購入意欲を持ち、何かのき っかけで契約し建築す

るわけである 。すなわち、そのときに接触した営業マン、大工さん、

隣人、知人の意見が、そのときの欲求の状態、またはそのときつく

られた欲求状態にミー卜すれば顧客となり、建築主となるわけであ

る。 したがって営業マンを代表する売り手恨IJ の意思と、建築主であ

る買い手側IJ の意思、すなわち頭の中で画いている住宅に関する夢は

おのずと大きーくかけはなれている 。

住宅は現状から A考えて、一生に一度の大買い物であることは言う

までもない。し かしそれは単に金が物に変わ っただけであ って 、自

動車やゴルフのクラブなどのように、購入したときに最高の価値が

あり、年々その価値がさがってゆくものではない。本物の床柱、茅

主主き屋根の軸組みに f変われている竹など、使い込めば込むほど価値

の上がってゆくものは、本物の住宅には数多い。とくに江戸時代前

に建築されて今もなお存在している建築物に、その多くを見る 。

日本の人口は、現在都市に集中しているが、東京などはすでに江

戸時代から也ー界ーの都市であ った。それがゆえ建築様式も種々制| 肢

を受け、あの江戸の大火以後、国策として、瓦五き住宅には、補助

金がlむされ、住宅の不燃化が進められた。 しかしいつの世も建築資

は収入に対し高〈、そのため建築資材の改良( 代替品または代用品)

がなされ、ノド質から少しずつ離れ、ノド来の機能を失いつつあること

に注目しなければならない 。

瓦の大きさ、そりの深さ、瓦下地付の経常l 、とその機能は変化し、

64瓦といわれ 1 坪に 64枚の瓦が廷かれた頃の瓦のそり深きは35mmは

あったが、今の54瓦は20mmあるかなしか。瓦の下地材は「トン卜ン J

と呼ばれ、木を薄くそいだものを最低三重には茸かれ、その上に土

をもりながら瓦を葺いた。これは居室内から出る湿気を「トントン」

が吸い、はき出す役目を負っていた 。今日のアスフアルトルーフイ

ングはまだ透湿性がある。しかしプラスチ y クシートをルーフィン

グとして使うと、たしかに外からの雨水は入れないものの、室内か

らの湿気を外に出さないため、冬期における結露による水は、想像

を越える品が発生し、大きな問題となる 。

日本は夏商品よ多湿、冬、低温乾燥て' あり、管はその自然をうまく
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取り入れ利用していた 。今は工業化も進み、夏はクーラ一、冬は II 'C:

房と自然の環境を室内で克服してきた 。また先にも述べたように建

築様式も、建築資材の機能も単純化されてきた 。これらの合作によ

り今の住宅は、日本の自然にも、生活様式にも、また価格的にも合

わなくなってきている。

木造本建築の場合、 100年持つと言われ、その木造建築の技術は、

今や非常に高価なものとなってしま っている 。 しかし、その木造本

建築を 100年持たすための保守に、建築当初必要で与あった金額に匹

敵する費用を使ってはじめて、その寿命である 100年をまっとうす

ることができると言われている 。 まして、それ以下の材料、工法で

造られている木造住宅、プレハプ住宅においては、その保守にもっ

とカを入れ気をつかわねば、 100年はもちろん、 15年も難しいもの

であると言える。

もっとも、現在の情勢下において、住宅は入手困難なものとされ

ている 。なかでも土地購入が伴う場合はとくに困難となってしまう。

だがしかし、現実として、戸建て住宅を購入する場合、土地はさけ

られない物であり、建て替えならいざしらず、住み替え新規購入と

もなれば3000万円は下らない時代となってしまった 。土地と家屋を

同時購入し、かつ住宅金融公庫だ、厚生年金また、銀行ローンだと

借金し、その返済に四苦八苦しているときに、 5 年目からその取得

金額の 3 %桜度を保守に投入する ことは難しいであろう 。契約時に

その条件をつけたらだれもその住宅を購入しないであろう 。 しかし

実情としては保守をしなければ寿命はもっと早くさてしまうことは

言う までもない 。

合板を主力としパネル化した住毛、鉄骨を主体とし合板を壁材の

主力とした住宅、木材を主軸とし一見木造と言われている住宅と、

どれをとっても、クギ、ボルトによる組み立てであ って、日本の地

民国特有のゆれによってさらにひきしまり、し っかりするという、

本来の木造本建築の特徴を持つものはなし、。 したが って現在、ゆれ

に強くするため、基本構造をラーメン化したユニ ッ ト工法が注目さ

れている 。外観は、未だに瓦泣きが好まれ、 30坪の家屋に 15'$' の瓦

をのせ、満足している施主も多いが、ゆれに対する屋恨上の瓦15曹

は大きく寿命に ;μ 響することを知らねばならない 。

放近、瓦も極々市場に出現している 。一時洋風として、石綿スレ

ートのフラ ッ トなタイプが出廻り、プレハフ

希これは今神戸の一部に呉人館として残つている厚型スレ一トの{ 復主t治

ででレあり、日本の多雨には全くむかない材料て" あり、工法である 。屋

恨哀の温度差は、 j皮型の屋線材に比し、夏 8.C以上高〈、野地板と

屋線材聞のすき聞がないため、空気の流通がなく、室内のtE度を外

にはき出すことができず、かつ先述したプラスチ ックのルーフイ ン

グでも合わせ使用したら 、聖f' . l也板は常に湿 っている状態となり、そ

の寿命は非常に短くなる。もっとも、現在の日本瓦も昔に 比べれば

そりが浅くな っていることは前にも述べたが、今は瓦下地材の卜ン

トンＨＩＺｾ故人も少なくなり、ルーフィングが使用されている 。奈 良東

大寺も最近や っと改修が完了したが、明治の改修H寺、瓦が重いため、

構造体の負担を経くする 11" : 1 床て' 瓦の大きさ( そりを小さくした) 、か

さなりを小さくし、 rrt みを小さくした 。今回の改修時に到す也板が非

常にいたんでいたことが発表されていたが、わずかなけちりが建築



物の寿命を大きく変えることの笑証であると思う 。

要は、住宅の耐久性に一番影響するものは 、、雨じましゾと湿気に

対する対策である 。木質系、鉄骨系、コンクリート系どれをと って

も閉じことであり、耐久性のみならず、居住性能にも影響している 。

つぎに住宅の基礎が問題となろう 。基礎も純々考えられ、その住

宅に合うよう検討はされているが、 J也耐力を正確に把怪しないまま、

安全を見てこのぐらいなら大丈夫だろうという、経験的勘によ って

決められているケースがほとんどである 。各戸惑て住宅の基礎位置

の地耐力を正確に測定することは現状のコスト範囲内では不可能で

あろう 。切土、盛土、畑地、池などの組立地等、各種の土地があり、

一級造成地からミニ開発地、それぞれに住宅は建てられているが、

その大半は正式な地耐力測定は行われずに建築されているのが実情

だろう 。建築後数年して不等沈下が起こることのほとんどが、地耐

力に合った基礎でなかったからである 。この補修には多額の費用が

かかるため、最近の施主は万ーのときのことを考え、信用ある建築

会社に建築依頼することで安心しているケースが多くな っている 。

しかし一生一度の建築であれば、せめて基礎活工時ぐらいは立ち合

い、図面通り施工されているか( 配筋、生コンの試験表等の確認)

を確認するべきである 。

つぎに内装材関係に自を移してみよう 。雨じまい、湿気のことに

ついての重要性は前述したが、この内装材はとくに湿気に大きく ;;i 3-

響し、居住性を大きく左右するものである 。

木造本建築に見られる室内の表面は、木、紙および、し っ くい の

たぐいであり、湿気に対し呼吸性を持 っている 。温度差による結成

も熱伝導率が低いためおこしづらく、また適度の含水性があるため、

空気が乾燥しているときは吐き出し、 ZE気が湿 っているときは吸い、

人体に対する保護の役目を持 っていた 。

木材の高騰、専門職人の不足などで、住宅建築様式はもちろん、

材質も化学品が台頭し、! l . ! は混ビクロス、天井は樹脂コー・トされた

印刷紙、床は化学繊維のカーペ ッ ト、ドアは化粧合板、関口音1¥はア

ルミサ ッシ、一戸の内に和室と呼ばれる部屋があ ってもそれは閉じ

こと 。 どれを取っても、呼吸性のある材質はなく、かつ省エネルギ

ー住宅と銘打って密閉性は良くな っているため、 室内の換気は不充

分である 。

マンションが建て始められた頃、また公団の中高層住毛が往ち始

めた頃、よく居住者にホコンクリート病。と 11乎んだ現象、すなわち

空気が乾燥し過ぎ、呼吸気管の変調が起こ った。今では戸建て住宅

とは言え、それと同様のことが起こっている 。現在市販されはじめ

た加湿器はその一面を補っている 。 しかしその加湿器により待られ

る湿気は、次々と結露し、窓ガラスは言うにおよばず、壁体面に結

露した水はその表面を流れ、家具調度品の袈面をしつけさせ、床に

至る 。 また屋根裏に抜けた湿気は、むき出しの鉄骨にふれ結露し、

屋根裏に水たまりを造り、ルーフイングの裏面に結露し野地板をぬ

らす。建築材料の不適当さからくる人体への影響をカバーするため

の加湿器は、逆に家の寿命を短くしていることに気がつかねばなら

ない。 とは言え、理想的な建築材料を使用し、施工することは現状

から見て坪単価が 3 - 4 倍となり、 9 - 1 3万円/ m'の住宅はとても

できない。

それではごく一部の人をのぞいで快適な住環境が得られないかと

言えば、完壁ではないが例々の住宅に対し対策はある 。 まず徹底し

た断熱材の使用に心がけること 。住宅金融公庫においても地域ごと

に基準を決め、断熱材の使用品により融資額を増やしている 。断熱

材のみならず窓ガラスを二重にした場合も同様で・ある 。 これは省エ

ネルギ一対策として北欧なども固からの補助があり、世界の趨勢で

はあるが、日本のそれは省エネルギ一対策のみならず居住性を維持

し、かつ家の寿命に大きく; 必響することは前述した通りである。

断熱性能を上げることに加え、換気を良くすることも非常に効果

がある 。 とくに冬場における換気は住宅にとって必要なことである。

また水まわり、とくに風呂場の換気は最も必要なことなのである。

最近、戸建て住宅の風呂場も、コア形式の物が多い。天井にもうけ

られた点検口からの湿気は屋根裏に大きく彩響し、問題を起こすこ

とが多い。通常時は完全密閉されていなくてはならない 。冬場の風

呂使用時は浴室窓を聞けておくことは無理かもしれないが、使用後

はかならず開放しておく必要がある 。

つぎに設備器機について A号えてみよう 。最近のプレハブに多〈見

られる設備器機の充実は、過去に見られないことであり、最近では

大工さんが造りつけ設備 ( 洗面化粧台等) を手がけるより市i仮品の

方が良くて安いといわれる 。 また給湯システムとして、岐冷房シス

テム、両日徐システム、乾'T:k システム、また防災防犯システム等、多

種多様のンステムが開発され、住宅に導入されてきている 。 これら

を日常最適な状態にi [ ' i : J ] ! しようとしたとき、一般の屑住者にその知

識はない 。住宅にたとえオプションとして取り付ーけ、設誼したとし

ても、それは住宅を販売した、また諮負 った者の15- 任において維持

管理がなされることが珪忽である 。住宅物そのものではないが、そ

の設備により住環岐を提供したと巧・えるべきである 。今後ますます

その傾向が強くなるとしたら、契約時にその点を明確にしておく必

要がある 。

最後に通産省が 「ハウス 55計画 J (54年度で終了 ) に続< i新住宅

5 ヶ年計画J を発表した 。その開発目襟は， 80年代は国民の{ 主毛へ

のニーズが「盆J から i i'i J へ変化すると考え、また同時に高齢化

社会、省エネルギ一時代へと突入する年ととらえて、住宅金融公庫

の二世代ローンが55年度より実地されることをも A考慮し、それにふ

さわしい、耐久力を持つ住宅づくりとした。技術開発の目標として

いるテー? の主なものは、第一に居住空間の拡大、これは地下室の

利用、連練式タウンハウスなどによる敷地の効率利用 ( 現状床面制

80m' を 100- 150m" こ) である 。 これらを実現するには地下室の建

設工事費 ( 現状60- 90万円/ 3. 3m' ) を30- 40万同/ 3. 3rげとしなけれ

ばならず、防火| 幼 jil 性能に優れた音1¥材の|朝発が必要であり、 A 械式

において防音性能、| 幼火性能を向上させねばならない大きなテー?

をかかえている 。第二に耐久性の向上として、現イ1: の法定耐久年数

( レンガ造り 45年、木造24年 ) を 2 倍にし、コンクリート系で 100

年、木質系で50年を目燃としている 。このなかで似みやすい台所、

風呂などは音1¥分だけをとりかえ可能なユニ ッ ト設備i として、住宅金

体の耐久年数を延ばす考えである 。第三に居住性の向上として、世

帯主のライフスタイルの変化に応じ、内部の間取りを変化させられ

るよう可動間仕切式にする 。第四に自然環境の利用として、太陽熱、

地下水、地熱などを冷暖房に利用し省エネルギーシステムを実用化

しようとしている 。

すでに世帯数を住宅戸数が追い抜き、一見住宅難は解決したかに

見え、着工戸数も減少を続けているが、住宅に対する桜強い欲求は

満々とあふれ、土地が高価であればあるほど、より安価で良質の住

宅を要求していることを住宅供給者側はも っと自覚しなければなら

ない。 クレーム産業とまで言われ、その汚名を拭わぬままに現状を

肯定しつづけるなら、住宅産業の将来はない。単なる過去の慣習に

こだわらず、新しい工法を生み、環境に合った、居住性の良い住宅

建設を心がけ、西欧に見られるチ孫の財産たり得る住宅とするべき

と考える 。

{ たかはし ひきの ." 仙 水 ｩ ヒ Ｂ ￯］ ｃｉ Ｚ 株式 会 社ｻ ｪ［ セ・ ｉＨ ｬ［ 本部大阪 ハイ ム 背 乱 期 ， ｴｈ ｾ ｲ ， ［ Ｇｬｈ ｾ )  
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慢阻大臣許可( N ・ 52) lI! 5111l t . 1i 1<C; 免I H3) lI! 961l t

積水化学工業株式会社

住 宅 事業 本部

近 畿 支 庖 大 阪 ハ イ ム 営業 部

〒日O 大阪市北区西支満2丁目 4醤4号{宜島問電 ピル}

足。間さs

" " / 忌議問i 、ベ:b."ミ
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合炉二，z .-， のニューオリジナル

ーー。一一一一一一一一一一一一一

Ｍ み［ 品 は特に 符 ［ＧｴＯｾ "11

1

，の材料を H今H本し 、 1<1而が鋪

びないようポンデライジング t111 1ーを施した 1..  

に防錆塗装 をしておりますの

. 焼 H i全袋 f/: 1..製品の f也に、 {也の作山 し，'1¥の1/宛

j' f/ j  Ｈ， ＧＱ｜ 込後砕からほ ， ＧＱ Ｇ ，する ［ ｾ ｉ ｊ 分Ｉに ｓ ｕ ｓ ＲＷ

(18.8) ステンレス製ヘアーライン仕上の化

粧カノ〈ーを付けてありま .4- n  

ＮＱＢＱ 似 ｩＧ ｦ ｬ ｾ 分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングをほ人しであります

. 別 別の没 II 十製作 も歓迎殺します内

k

v

 

R

v

 

k

v

 

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市生野区巽北4-5-11 密 (06)751 - ＳＶＵＳｾ＠ 5/  東京出張所東京都墨田区立花町1-11- 1 公 (03)618- 4071 

'80年代の建築とともに歩む

クボタコロ二刃レ・ハイリツジ

'80年代の建築は、「量の充足」から「貨と環焼」へと変わりつつありま

す。機能性・経済住・社会性・芸術性といった建築! こ備わっている

要因ガ、相互に高められた貨の高い建築ガ求められています。

建築! こ求められる問題( ; t ，また屋恨材にも共通して求められます。

建築の動きを敏感lこ感じとり、つねlこ昂貨と性能をち昧したコ口二

戸ル・ハイリッジ一 一80年代建築の要務lこ応える屋板材です。

ＸＰ 年 代 Ｒ 主主 主Ｎ ＪｦｾＺｬ ￸］ＢｉＮ ⑧
- 石綿・セメント・特殊鉱物質を主原料にしだ吃式製法の屋根亙です0

・特殊なオートクレープ加工( 高温高圧蒸気養生〉で、より強度の高

い均質で安定しだ製自につくりあげまし芝。 ・もちろん完全不燃、

昂質の優秀性は通商産業大臣認証新建材76303を得ています。 ・3.3

m

2

当り約5( ) ( g 、日本亙の約きと軽量です。 ・勾配藷以上の屋恨から、

垂直勾配まで使えます。

日本の伝統美 に

機能性をプラスした

'1""・- 噌長
. コ口二フ戸フル . ガわら2刀7そして二ユ一コ口二戸ルと同質の屋恨役物

閤 畑 録 吋 工 琳 織 蹴 式 問 舎 銅 誼 一

ｾＮ，Ｎ叱ｾＮ司本 往 大 阪 市 浪 速 区 船 出 町 2ト- 2忽2 〒5悶56 f t( )ω6- 6闘4崎8- 2刀72お8 しさをよりひきただせます。 . 白本瓦の! 伝云統美に機能性をフラスし

ｉｐ 司てｾＮヲＮ 都 中 央 区 白 本 僑 室 町3- 3- 2 〒 10閃3 宮 0ω3-27乃9- 2引1竹1竹T  

・ Ｒ 守ｾ九州支庖冒 ωＲＭ 相 ＭＱＱＲＱ 北海甑居剖 ＱＱ ・ Ｒ 許 包 ＷＱ 名古置支后 ＮＮｷ剖 ＭＱＵ ＱＱ たクボタオリジナルの屋根役物です。 ・賀工を使用せず、担自の釘

ーーーーーーー・ 北支后冒但22-25・8包1広島支庖官旬22-21・民則 四国支唐古0078- :>3-53甘

晴 雄f Q 歓団 関 所開 88- 臼ー蜘 綱 川 棚 嗣剣 山 一 月71 - ｾ＠ ---- _  _" 1とめ工法で、地震、風などに対しても強靭です。
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建 設 大 臣 認 定 優 良住 宅 部 品

. 衛 生 陶 器 ・ 水 栓 金 具 ・ 洗 面 化 粧 台

J l ! t ヒ街陶株式会社

本 社

大阪市住吉区上住吉町 1 ( 06)  673- 6001 

大阪営業所

札幌営業所 杭幌市北区北 10傑西 2 丁目 7 番 地 (011 ) 721- 6741 

盛岡営業所 岩手県盛岡市加賀野 4 丁目 15- 19 ( 0196) 54- 2724 

栃木営業所 栃木県真岡市松山町 18 ( 02858) 2- 4241 

建 設 大 臣 認 定 優 良住 宅 部 品

東京営業所 東京都北区西ヶ丘 l 丁目 21 ー 1 ( 03)  900- 2665 

広 島 営 業 所 広 島 市 楠 木 町 3 丁目 15- 13 ( 0822)38- 3937 

松 山 営 業 所 松 山 市 松 末 町86ー 1 ( 0899)79- 4003 

福 岡 営 業 所 福 岡 市 博 多 区 東 那 珂 2 丁目 10番目号 ( 092) 431- 4907

( まるまんビル 4 F )  

ビ ル ・ 住 宅 用
不ニサッシ販売株式会社

. ア ル ミ サ ッ シ ・ ド ア

. カ ー テ ン ウ オ ー ル

. ア ル ミ 製 梯 子 ・ 脚 立

国 移 動 オ フ ィ ス

新開発システムニュース

東京事務所 干 103 東京都中央区日本橋室町 1 - 3  ( 日本橋大栄ビ J レ)

T  E  L  ( 03 )  2  7  9  - 1  6  1  1  

大 阪 支 庖 〒 541 大 阪 市 東 区 本 田T 4  - 4 ー 1 (本田T 野 村 ピ ル )

T  E  L  ( 06 )  2  6  2  - 2  5  4  1  

支 庖 札 幌 ・ 仙 台 ・ 長 野 ・ 浦 和 千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 名 古 屋 ー

高松 ・広島・福岡

建 築 構 造 計 算 用 デ ー タ 編 集 プ ロ グ ラ ム

i BUI L DI NG一 DE P J を 開 発

日 本 オ リ ベ y テ ィ 附 は 、 こ の ほ ど 、 同 社 の パ ー ソ ナ ル ・ミニコン

ビ ュ ー タ ー < P  6060> を T S S 端 末 と し て 計 算 セ ン タ ー へ の 入 力 効

率 を 高 め る 建 築 柿 造 計 算 用 デ ー タ 制 集 プ ロ グ ラ ム I BUI L DI NG -

D E P  J を 開 発 し た 。

同 プ ロ グ ラ ム は 、 日 建 設 計 が 開 発 し た I B UI LDI N G R C /  S R C/  

S 構 造 の 一 括 処 理 プ ロ グ ラ ム 」 の T S S 利 用 効 率 を 一 段 と 2.5め る た

め に |制 発 さ れ た シ ス テ ム 。

こ れ に よ り 、 ユ ー ザ ー は 入 力 11寺のデータの制築、 J主 本 デ ー タ の チ

ェ ッ クをく P 6 0 6 0> で 行 い 、 同 様 の フ ロ ッ ピー ・デ ィ ス ク に 完 全 な

ｊｦｾ の最終データをファイルして、クリーン・データを計算センター

へ 一 指 自 動 転 送 で き る 。 こ の 結 来 、 ユ ー ザ ー は 、 コ ス ト l而のみなら

ず 、 柏 村i 面 で も 余 絡 を も った セ ン タ 一 利 用 が 可 能 に な る と い う 。

同 シ ス テ ム の 主 な特 徴

.J，ι 4 > : 的な入力データのチェ ッ ク お よ び 変 更 が セ ン タ ー と は 独 立 し

て行一える 。

Ｎ データは手元のフロ ｾ Ｇ ピー ・ ディスクに保存できるため、センタ

ー ・フ ァ イ ル 料 金 を 裂 し な い 。
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- チェ ッ ク 前 み の ク リ ー ン な 故 終 デ ー タ を フ ロ ッ ピー ・デ ィ ス ク か

ら セ ン タ ー へ 一 括 伝 送 で き る た め 、 処 理 時 間 が 短 縮 で き る 。

・ テータの入力時にスペーシング Ｈ ｾ送りＩが省略できる 。

. デ ー タ 群 の 名 前 な ど の 常 用 句 を 16純 ml 記 憶 で き る の で 、 入 力 ミ ス

を 防 ぎ 、 入 力 ス ピ ー ド を ア y プ さ せ て い る 。

同 シ ス テ ム に 関 す る お 問 い 合 せ は

ol i vel l i  

日本 オリ ベ ッ テ ィ 株式 会 社

干 152 東京都目黒区碑文谷 1 - 2 6 ー 17

T  E し o  3 ー 7 I  4  - I  2  I  I  ( 代表)

担 当 部 謀 広 報 部 広 報 課



土レンズの存在も、杭基礎にと って重大な欠

陥となる場合がある。

ボーリング作業中に孔壁が押してきて掘り

難 い と か 、 あ る い は 泥 液 が 逃 げ て 図 ったなど

ということは、後の地 下 工事 な ど に 大 変 重 要

な情報を提供することになる。前の場合は、

軟弱粘土の乱れによる流動を日音示し、後の場

合 は 透 水 性 大 な る こ と 、 し た が っ て 連 続地 中

壁 の 安 定 液 の 逸 水 を 予 知す ることになる。し

かしこれらの記述がもれている報告も多い。

ポーリング中の現象の記録(3)  

図一1のように、複数の土層から成るときは、

各 土 層 ご と に 別 の 容 器 で 運 び 、 別 個 に 土 質 試

草食 lこf共すべきである。このようにしないと個

々の土質でなく、混乱した無意味なものとな

ってしまう。 た と え ば図 その よ う に 実 際 は 粘

土層と砂層との互層地盤が砂質粘土層という

虚像として報告されることになる 。

囚→

試

験

室

へ

図→

6 9  

地盤調査の品質

中堀 和英

土質名について

サンプルを室内試験に供する場合は良いと

しても、そうでないときは、現地での肉眼観

察 の み に よ る の で 大 変 難 し い 。観 察 で き る エ

ンジニアが不在のとき 、 誤 った土質名を付け

られると、多くの場合、事務所で点検されず

報告されてしまうことがある 。 ときには大き

い' 情報のねじ曲け¥たとえば「機まじり粘土」

が正しいにかかわらず、 「砂磯」とな ってい

たものもある 。

(4)  

異なる土質ごとに試料器へ

( 砂質粘土層)

。2 で: 三マ

b.( 虚像)

図 - 1
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自両面相副担胡h志向白 一:

銭 高

a. ( 実際地盤)

図- 2

孔内水位は地下水位でない

ボー リングは泥液掘りである。濃い粘土液

を使って孔壁をケーキ層によ って む し ろ 地 下

水を遮断して掘るのである 。し た が って 孔 内

水位は多くの場合地下水位で・ない 。地 下 水 位

を求めるには、その面まで無水掘りにするか、

手 シ ョ ベ ル で 掘 る か 、 ま た は ボ ー リ ン グ 後 、

孔内を揚水洗浄し、落ち着いた水位を求める

べ き で あ る 。 第 2 滞水層は上をケー シングで

遮断し 、やはり洗浄した後、測定する 。

地下水位は基礎工の重要な要素であるのに、

不正磁なものが多いのは鴬呉である 。( 図一5 )

(5)  

互層の虚像

連続サンプリングについて

たとえば標準貫入試験による場合、そのサ

ンプラー有効長はせいせ' い 70cm以下である 。

たとえば 1 mごとのサンプリングは不連続と

いうことになる 。遂の悪いとき、 図 - 3のよう

な虚像を与える結果となる 。 こ れ は 実 際 に 発

生 し た 話 で 、 地 下 掘 削 に お け る 湧 水 処 程 対 策

に緒誤を生じさせたのである。

図 -4のような支持層と円された砂機中の粘

(2)  

( 柱状図)uf標準貫入試験

粘土

砲、

=ヰ〉
粘土

Ｎ ｾ＠砂

一三:柱

孔内水位は地下水位ではない図 - 5

以 上 、 要 約 す る と 、 地 盤 と い う 総 合 体 を 調

べ る に 対 し て 、 品 質 の 低 い 報 告 も 間 々 見 ら れ

るのである 。本 来 、 地 盤 調 査 は 、 地 形 ・地 質

踏 査 を 含 ん だ き わ め て 総 合 的 な 判 断 の 必 要 な

ものである 。単 に 孔 を あ け る だ け で は 調 査 で

はなかろう 。

い か に し て 、 情 報 品 質 の 良 い 調 査 を 生 み 育

ててゆくか、そして報告の品質の選別限、こ

れはわれわれの謀題であろう。

{ なか lまり か ず ひ で 株 式 会 社 中 堀 メ イ ル コ ー ナ ー ・代表)
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「地盤は生き物である」この言葉には、多

くの先輩の: n 重な経験が秘め られた名言とし

て味わい深い。とすれば、 地 盤 調査 は 経 卒 な

雰囲気で行つてはならないのは当然であろう。

調査には丁寧なのもあれば、その逆のものも

ある 。 ここでは、情報の品質という観点から、

その一 端を考察してみる 。

a. ( 実際地銀)

図- 4

土質サンプルの観察について

サン プラ ー を|網いたときの観察は、 一 度 限

りの出合いであって、きわめて重要なもので

ある 。 とくに成層状態など層相 ・クラ γ ク ・

混入物などに怠を用いるべきである 。

E 粘土 r  

.  ＺＺ ｾｬ Ｚ＼ ｾ ［＠ r  

( 実際地盤) {虚像)

図 - 3 不連続サンプリングによる誤り

)
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搬送設備 (その 2 )

平松 a、 敏 ・ 井 上 隆

前号では搬送設備というものはどういうものか、

どういうところで利用されているかを説明したが、

今月は、括性送設備の建築上での取り合い、また設

計上での注意点について、説明しよう 。

搬送設備は、エアー シュータ ー設備とパーチカ

ルコンペヤ設備では、 表、 および右図のように、

曲管部での半径、またはシャフトスペースが必要

にな ってくるので、設計および施工の時点で搬送

設備の取 り合い打ち合わせが遅れてしまうと、墜

・床な どの関口昔日があけにくくなることが多くな

る。 ガスおよひ' 水道配管のように直角に曲がるこ

とが可能のように考えられやすく、したがって倣

送設備に対しでは一番はじめに、配管ルートのス

ペース確保が大切にな ってくる 。

搬送設備ルートが最大限にスペースを確保する

ことによ って、つぎのようなメリ y 卜が考えられ

る。

(1)  とくにエアーシューター設備は、蛇行配管が

困難であるので、配管ス ペースの有効利用により、

走行音が小さくなる 。 また気密性を保持している

気送子のフェルトのl掌粍を防ぐ 。

(2) 天井内の配管およびコンペヤ音11の設置の良さ

により、天井下で、インテリア的に美しくおさま

る。

(3) 他設備との取り合いが容易になる 。

表 ヱアーシューター設備の幽管幽率半径

樋 類 | 曲符曲率半径 R( '%， ) および材質

60 世 I 5∞ A L  

75O  I  8∞- 1500 A L - S O 

85世 800 A L  

丸型 I 100世 8∞~初∞ A L - S O 

110世 1 1∞o  A L  

150O  I  1500 S O 

250O 1  2∞o  S O 

150X40 1 タテ / ヨコ 650 10∞ BL 

角型 1210 X 5 6 I  /  12∞12∞ BL 

300 X  100 1  /  12∞10∞ A L  

※ エ7 ーシューターの場合、通常アルミ管配管であるが、

室外および防火区画にかぎり鋼7 i ' を使用する 。

44 建署長と社会/ 1980年41' 1号

機械鍛入廓

l BooWX1800H 

昇降路断面図

機械室平面図

(4) 培設 ・移設が容易になる 。

(5)  メンテナンスス ペースの石在{ 呆により、メンテ

ナンスおよび障害時の復旧が容易になり、障害の

少ない搬送設備として運営される 。

つぎに考える必要性のあるのは、ステー ション

の設置場所と忠われる 。すなわち、使用者の一番

使いやすいところにステー シ ョンの設置を考える

ことである 。

従来、搬送設備のレイアウト上の取り合い打ち

合わせは、非優先的な場合が多く、したがって、

使う人がわざわざ何 m も先のステーションまで歩

いてい って、送 ったり、受けと ったりすることに

なり、大変便利な設備が大変使いにくい設備にな

りかねなか った。

そこで搬送設備を中心に考えた動線を組むこと

により、つぎのメリ 1 卜が考えられる 。

(1) むだなステーシ ョンが少なくなり、設備費が

安くなる 。

(2)  インテリア上の配置が考慮される 。

(3 )  むだなス ペースがなくなる 。

以上のように、天井ス ペースおよびステーショ

一般階平面図

ソーテインクパーチカルコンベヤ L 型 (梅準寸法)

ン位置の考慮以外 に、つぎのような点に注意する

必要11がある 。

(1)  パーチカルコンペヤ設備では、シャフトの廻

りに必要ステーションを集中することにより、天

井内の水平コンペヤが不用になるか、または短縮

可能になる 。

(2) エアーシューター設備では、プロワーの設置

場所を考えて、騒音に対しての対策を考I . ¥¥! . する必

要性がある 。 またプロワ一室での換気、高温・高

湿に気をつける必要がある 。

(3)  1 階に設置計画の場合で、 地下のないような

設計計画の場合は、地下埋設で計画すると、湿気

およびメンテナンスの問題で、工事およびメンテ

ナンスが困難になるので、ピ y 卜等を設ける必*

性が出でくる 。

以上のような点を考慮して、設計することによ

り、有効的で、かっ機能的な搬送設備を設置するこ

とができる 。

(お わり )

( ひぽっぽ と し 山 7 ーシュ- 7一株式会社大阪支1古¥

いのうえたかし ｉｾｉ＠ 上 /  
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レリーフマット

岩 谷 宣 夫

3.847 

従来、コンクリート建築物の外壁化粧法と

して、一般的に吹付材またはタイル材等が数

多 く 使 用 さ れ て い る が、五} 近では建築物の外

観 に 対 す る 美 観 的 ・個 性 的 な 意 匠 性 を 非 常 に

重 要 視 す る 傾 向 が 、 時 代 感 覚 の 推 移 に 伴 い 急

速的に強くなってきた。この変化に対応し、

コンクリート表面に凹凸模様の化粧を創り得

る「レリーフマット」工法の採用が治加、普及

してきたと言える。

図- 1 PC板ベ ッド納まり図 図- 2 R Cへの使用時の一例

「レリーフマ ット」工法に使用されるマット

は 、 特 殊 配 合 樹 脂 を 材 料 と し た ゴ ム 化 粧 型 枠

材で、多種多様な模様の製作が可能であり、

かっ従来の工法に比較して経済的であるなど、

優 れ た 特 長 を 有 し て い る の で 、 広 範 囲 な 建 築

物の施工に採用することができる。

1. レリーフマットの特長

l  デザインが自由に選べる。

5.  建築工期の短絡ができる。

コンクリート打設時に同時化粧付けを行う

ため、あと仕上げが不要。また天候等による

施工の遅延がない。

2.  レリーフマットの使用と経済性

レリーフマットに使用するゴムマットは P. C

用および R. C用のいずれにも使用可能であり、

従来の工程を変えることなく、簡単に使用す

ることができる。

( 1) P. C額 製 作 の 場 合

特 殊 配 合 樹 脂 の た め 、 ど ん な 模 様 で も 忠 実

に表現でき、デザインの種類も無制限でトある。

型枠内にゴムマットをセットするだけ( 図ー1)

で、従来の P. C板製作手) 1 頃と同一工程である。

したがってゴムマット使用に対する工程の増

加はない 。

2  コンクリート表面が美しく仕上がる。

弾性に富み、 剥 離性が優れているので、コ

ンク リート表面に損傷を与えず美しい仕上が

りが得られる。

3. 型枠として耐久性が良い。

耐 ア ル カ リ 性 、 耐 熱 性 、 耐j由性等に優れ、

繰 り 返 し 使 用 に 充 分 耐 え 得 る こ と が で き 、 経

また P. C板サイズを変更した場合でも、同

一 7' : ; トを利用して充分対応できる技術も確

立している。

他工法とのコスト比較は別表( 表一1) の通り、

マットの優れた耐用回数により非常に経済的

済的である。 である。

4  従来と同じ工程でできる。 (2) R. C 工 法 の 場 合

型 枠 に セ ッ ト す る だ け で 、 従 来 の 工 程 を 変 R. C工法の場合は、合板 パネルにゴムマツ

えることなくコンクリートの打設ができる。 トを接着剤、または釘などで取り付け、型枠

表-1 他工法との単価比較 ( ば当とり)

穴主

普外装板通 タイル打込み外装板 洗い出し

タタキ 欧 付 スタッコ ゴムマット

出 し タイル f士 上 ( モールドスター)

150 
150 ロ5108タ回0  イル

180 180 150 150 

50回 18|0 1∞回( 47X47) 小 50回 50回

P  C 板 単 価 5 ，α)() 5，∞o  5 ，∞o  5 ，000 5 ，α)() 5 ，α)() 5 ，∞o  5 ，α)() 

コンクリート厚I曽加分 207 207 207 207 

コンクリート厚I造曽加分'l!i. 

型 枠 改

504 関4 504 504 252 

化 粧 別 材 料 @ 3 ，∞o  5 ，α)() 5 ，5∞ 

目指 1  (i1蜘t) 

1，6∞ 8∞ 

手 間 工 質 1，2∞ 1，2∞ 2，α)() 5 ，∞o  

J十 5 ，α)() 9 ，200 11，911 13，211 10，711 8 ，600 8 ，500 7 ，311 6 ，259 

外装アクリル樹脂吹付 900 9∞ ω o  

dzh z  
百十 5 ，鈎O 9 ，2∞ 11，911 13，211 10，711 8 ，∞o  8 ，500 8 ，211 7 ，159 

上t 率 ( %)  100 156 202 224 181. 5 135. 6 144 139 .1 121. 3 

欧付 lま モールドスター

備1 考

材 工 @8 0，Oα 洞1m'

ともの の時

{ 蘭 絡

パネルとして使用する。その他は従来の作業

手順と同一工程で、何ら変わらない。ノ叶、ル

取 付 図 ( 図ー2) 参照。

ただしコンクリート打設時、ゴムマット凹

凸模様により、平滑型枠に比して若干コンク

リー卜の流れに注意して打殺を行えば問題な

く使用できる。

R . C工法の場合は、 P . C板 の よ う に 転 用 回

数 が 多 く な い た め ・ 経 済 性 を 考 慮 し た 特 殊 グ

レードのゴムマ y 卜の使用をすすめる。

3.  レリーフマット (モールドスター) の実施例

以上のごとく、レリーフマ ッ トの優秀な特

長 ・品質により採用 . 実施件数は年々培 加 を

示 し て お り 、 用 途 と し て 官 公 庁 建 築 物 、 民間

高層ビル、一般商業ピル、デパート、ホテル、

病院、その他土木等広域的な実績を有し、な

お今後の増加が期待されている。実路例 (写

真ー1) 参照。

写真一 1

( いわや のぷお 1  

東海ゴム工業( 駒樹脂開発部マトリックス( モールドス 7- ) 担当技師/

建築と社会/ 1980i f- 4 月号 45 
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レリ- " " J マザト

王- J L，ドスヲー

- モールドスターの特長

1 . デザインを自由に選ぶ事が出来ます。

2. 製品の表面が美しく仕上ります。

3. 従来と閉じ工程で出来ます。

4. 型枠としての耐久性に優れています。

5. 工期の短縮 ・工費の節約が出来ます。

製 造 事 通 ヨ ゐ 工 業 緒 読 書 泊

販 売 株 式 会 社 尾 関

東 京 東 京 都 台 東 区 駒 形1-4- 18 ft03 (843)4151 

大 阪 大 阪 市 北 区 天 満 1- 15- 8  ft06 (352)1212 

福岡福岡市博多区半道橋1 - 1 ト30 ft092(411)3511 



- 海外レ ポート

金属カーテンウオール

一雑想-

的 場

アルミニウムパネルの色揃え

ご'o!I:::

'''' 

わが国の電解発色すなわちアルマイト仕上げをしたアル

ミニウムパネルの色揃えの良いことは、恐らく世界ー だと

思います。 アメリカでもヨ ーロ ッパでもこうはできていま

せん。美 しいデザイ ンで有名なニューヨークの シテ イコー

プピル ( F i gl ) でも、実物を近 くに寄 って兄ると相当な色

速い があり、神経質に思えるドイツでも同様です。 もちろ

ん彼らと しても無神経ではなく、「カラーマ ッチ」が良い悪

いを緩んに話題にし、色を揃えるためにアルミニウム板製

造業者から取り付け業者に至るまで随分努力をしています。

m解発色法はわが国で一般的な 二次発色法と異なり、一

次電解ですから、電解液、温度、時間等の条件の管理はも

ちろんのこと、アルミ板材の微妙な組成差を倒えることが

重要です。 このため、 一つのイ ンゴ y 卜から圧延した板を

ー カ所にまとめて使用するほか、さらに厳 しく して、長い

圧延板を切断するときに順番号を打ち、同時電解の後、そ

の順序に並ぷょう加工をしておき 、E主体に取り付けるなど 、

独自のノーハウで工夫を凝らしております。 しかしわが国

のように実物の板を戸外に並べて立てかけ、いわゆる色揃

え検査に多数のマンアワーを使うことはや っておりません。

あとは仕方がないとして、タイルの色むらや、打放しコン

クリート、石材の色遠い等、天然物を兄る感覚で対応して

いるようです 。( F ig 2 )  アメリカでは、色揃えを完全にす

るには塗装に如くはなしとし、またその色揃い以外の数々

の長所を高く評価して、以前から広〈使用されております。

実、最近私が見た建築中や完成直後の建物のアルミパネ

ルの半数くらいは塗装仕上げであったと思います。

わが国に来るアメリカの建築雑誌の新築建物の紹介記事

には、アルミパネルの仕上げまで説明したものはごく少な

く、たとえあ ったとしても長い記事の中のわずかの字数な

ので、税者はほとんど気付かず見過ごすことでしょう 。写

nでも判りますまい 。写真どころか築物を兄ても、特殊な

色彩のもの以外は気付かず通り過ぎることが多いと思いま

す。私の記憶の雑誌記事の例は、つぎのようです。

I BM S A NT A  T E R E S A  LAB.  S A N J OS E  

A R C H.  R E C OR D AUG.  1977.  

P ROGRE S S 1 V E  ARCH1 T E CTUR E  F EB.  1978  

I BM MT .  P L E AS A NT  HE A DQUA R T E R S  N.  Y.  

ARCH.  R E C OR D J AN.  1977.  

実例写兵のいくつかを掲載します (F ig3- F i g6)。 これ

らの建物を見られた方も多いと思います。

アメリカで数年前から盛んに使用されている ペン キは、

弗素カーボ ン樹脂 ( 商品名 K Y NA R 500) をベースにした

もので、雑誌記事には ORGAN1 C C OAT 1 NGとか、 F L UO-

R OP OL Y MA R  P A I NT などと記されています。商品名で

は DUR A NA R とか、 F LUR OP ON などがあり、わが国で

も塗料メーカーが製造ライセンスを受けています。色彩は

自由で、 一般色のほか、メタリ ック色やアルマイトそ っく

りの感じの塗り上げになるものがあります。 われわれはア

ルマイト仕上げは金属色と思い込んでいますが、実際の建

物を別の限で見ると、 i農色のものはもちろん、若草い色でも

少 しH寺を経たものは、壊の附着や風化で、アルマイト層に

よる虹作用の反射や艶が消えてしまい 、ペンキとかわると

ころがありません。むしろ、自由に原色でも塗れるペンキ

を選んで、その性質の長所を 利用する 方が得策とされてい

るのでしょう 。

ご存知の方も多いと思いますが、この塗料は 250 ' Cぐら

いの焼付塗料でアルミ板をパネル用に加工した後、塗装し

ます。長所としては、

1) 大気汚染に耐え、長期間メ ンテナンスフリーである 。

2)  色むら、色違いがない。

3) 撲の付着性が少ない 。

4)  耐酸、耐アルカリ等、耐薬品性に勝れ、かつアルミニ

ウムとの接着力が非常に強い。

5) 表面硬度が高い。

等々があげられ、アルマイト仕上げの短所を補 っておりま

す。詳細、比較資料はペンキメーカーが蛍寓に鏑えており

ます。

わが国で建築用アルミパネルの塗装にほとんど使用され

ていない理由は、需要者側としては前記の紹介記事不足や

見逃しのほかに 、われわれが素地を好み、せっかくアルミ

ニウムという金属を使うのだからと宣徳や赤銅の感覚を求

め賞翫することが大きいと思います。 しかしかれこれ利点

を対比し、実例を調査観察すれば、建築家もオーナーも必

ずこの塗装に注目するでしょう 。

また供給者側としては、施工者たる塗装業者の設備と、

アルミ板を含めた高温塗装法のノーハウ問題、塗装失敗の

実例、価格の問題がありましょう 。 それに何よりも、アル

ミ板メーカ一、塗料メーカ 一、塗装業者、カーテ ンウオー

ル業者等関係者間の 1NTERDI C1PL I NE や、技術流通の一

貫性不足が感、ぜられます。

需要、供給サイドのどちらが敢えてリスクを負うかとい

うことにもなるでしょうが、とにか くパネ ル塗装用には売

れていないようです。最近、薄鉄板コイルに先塗装したも

のが製造され始めましたが、かようなことが先鞭となって

追々普及してくると思います。

ペンキの宣伝をするわけではないのですが、アメ リカで

非常にポピュラーに使用されている実情を紹介したまでで

す。

二次部材

金属カーテンウオール工法の主材料の アルミ 材は板であ

れ、型材であれ、諸外国に比し遜色はなく、輸出している

くらいです。鋼材ももちろん左様であります。問題は二次

官日材で、ガスケ y ト材、シール材、その他の合成樹脂製品

が一例です。

ガスケ ッ ト材は、ネオプレーンに代表されるクロロプレ

ンですが、もし耐候性が数十年のものを簡単に入手できれ

ば、カーテンウオールのデテイルは大変化するでしょう 。

わが国の自動車用品等としてはその優秀さを発悔 している

のでしょうが、車よりはるかに長寿命の高品質が要求され

る建築用には不足が残ります。

シール材ではアメリカではパネル面とガラス面を正しく

同一面におくために、外側のガラス押さえを排してシリコ

ンシール材でガラスを型材に接着している実例 (F ig 7，8) 、

ブラインド内蔵二重ガラスサッシュの見込みを苦手くしよう

と同じく 接着して使った実例、さ らに枠なしガラスを使い、

シリコンシール材で蝶番の代用をさせ、可動部分を構成し

ているものなど、いずれにも相当の規模の建築用に実施さ

れております。

アルミハネカムコアー材は、表面材を簿くして資材を節
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約できるばかりでなく、表面のフラァトネスの保持に有効

なので、在来の裏枠組工法に代わり、同等の価格で盛んに

使用され、アルミパネルだけでなく美しいステ ンレスカー

テンウオールが作られております。 (F i g9 ) これはホ ット

プレスと接着剤が鍵でし ょう。

主主兵金物類も、も っと紹介、販売されて良いものが外国

に多いので、公共的展示や選択ができる場が欲しいもので

す。品質レベルの高さのほかに、たとえば、

・高層ビル街の強風、突風に耐え、楽 h と使用できる入口

開き戸ヒ ンヂ

・丈夫で精巧な盤機軸回転窓機構

. 上げ下げ内倒し兼用窓機構

・引き途い内倒し兼用窓機構

. 新しい戸締まり法

等々といくらでもあります。 ドレーキ ップ窓 ( 内倒し、内

聞き兼用窓) 等はドイツではご く一般的なものですから、

沢山のメーカーがそれぞれ独自の商品を出して競 っており

ます。 ただ、われわれは外国のものをす ぐ我が物にこなし

てしまう能力があるゆえか、金物関係では答戒されている

ようです。一昨年、 ドイツの兄本市へ行 ったとき、見本品

を求めようとしでもなかなか売りません。仲良しにな った

ドイ ツ人に聞くと、それはす ぐ同様のものを造られて、恐

- 海外レ ポート

ろしい競争者になるからだろうと笑 っていました 。 アメリ | ールガーダーと細かい ピγ チで建てられた H鋼の柱で造ら

カでも同様の経験があります。彼らも日本という大市場を| れた鉄骨構造体が面状にな って、窓以外のところを隙間な

開拓するには、それくらいの覚悟をしなければと思います! く裏打ちしている状態ですから、この榊造体の面を等圧層

が、私どもも考えさせられることです。 I のエヤー シール層に利用しております。 これは非常に巧妙

これら二次部材に関するわが国の技術水準は決して低< I なやり方で、建築家、構造設計者、 気体力学者、カーテ ン

はないと思いますが、 一部を除いて、建築用への導入には | ウ オールメーカ一間 の緊密な協力、技術的な相互理解、そ

未だ不定です 。建築側からの呼び掛けが足りないのか、高 | れに平等 な立幼でのデ イス カ ッシ ョンの結果の産物と /11/ き

技術を持つ大企業が建築を敬遠してしま っているのか、潜 | 及んでいますが、 実際- 11ーだけではこの デテ イルは出来な

在需要に気が付かぬのか、とにかく外国に比し、積極的つ

ながりが不足だと思います。断熱サッシュ用樹脂でも同様

であります。

二次部材について 1J き出すと際限がありませんが、この

Fi g8. c:; E NT R O ｾｾｾｒｅｓａｒｉａｌ＠ I 発達と応用が、カーテンウ オールの設計の自由さ、発展の

T A MA NA C OピJ l- I  

(カラカス・ベネスヱラ) I 重姿な鎚であることは明向であると思います。

践す; ;μ22?f33弘主22EET | それから工費逓減のしわょせが二次部材にこないよう、

ーテ ンウオールの細部(実物試作品)，. I  

この建物はすでに完成してカラカスの名恥ニ| 需要者側も、供給者側も大いに自戒せねばなりますまい 。

なっている由。

等圧システム

P R E S SU R E  E QUAL I Z AT I ON S Y S T E Mと呼ばれる

このカーテンウオール漏水防止工法は、はるか昔から経験

的に利用されており、また現在はこれを解析的に説明した

記述、論文、 パ ンフレ γ ト類が沢山出回 っています。

ご存知のごとく、この工法は、水滴を含む高圧力の外部

空気から、乾いている低圧力の室内側への水の侵入を防 ぐ

ため、その中間に、外部圧力と等圧の空気層を設け、ここ

への水滴侵入を重力の作用等で水返しを して防ぎ、こ の水

かったこ とで しょう。 この建物は完成 してから 10年に近い

ので、多少の故防もあるだろうと、先 nニューヨークに行

った機会に立ち寄り、ち ょうどおきで 1-/1央位置に当たる 55

附の事務所 を訪れ、居住者にノk 漏れの有無をうかがいまし

た。件とし ては、強風Hキの備指れは相当なものだが、漏水

lま起こ っていないし、メ ンテナ ンスの 事務当局からの苦情

も/ 1f / かないと 言っ ておりま した。 そし てその人の住む高層

住宅の窓の水漏れ苦1;Ii ; を、長々と聞かされた次第でありま

した。

シ カコ Ｇ の ｲ ｾ Ｇｊ Ｇｊさ ＴＰＰ 米 の ｓｅａｒｓ T OWE R  ( F igl  1  ) のピル

は別の等圧法を採用していますが、ここでも管理事務所長

は漏水はないと 言っ ておりました 。 しか し建物完成後、近

所に高層ビルが建 った直後に、風荷重と風圧分布が変わり、

低層部の窓ガ ラスが 200 枚余り破損したそうです。これは

随分注意を しなければならない: c t 重な研究対象の情報であ

ると思います。

かよ うに等圧 システムは有効ですが、そのデテ イルはあ

くまで簡単 にする要があります。 アルミ材もガラスも水を

由国圃圃圃
j商のない等圧層側と、低圧の室内側とを AI R S E A L する | 透しません。漏水はその継ぎ目すなわち シールやガスケ γ

Fl E9. 1121t t gF NA T馴 A L ピル| という PRI NCI PL E によるもので、カーテ ンウオールの構| ト材の部ですから、この数をできるだけ少なくすることは、

ミコア ーに ステン レス貼りの奨 しいスパ I .... _  .  ｾ｟＠ ＮＮｾ＠ _  ｾ｟｟｟ｾ ｟ ｟＠ ｾ｟＠ _ .  _ . . . . . .  .._ _  I  

ンドレル | 成材の内部や建具周囲等随所に応用され、急激な外昔日圧の| それだけ安全性を高めます。複雑な組み合わせは一見精巧

変化に等圧昔日が瞬時に対応する法とか 、水切り方法などに | に見えても危険度が増えます。 そして貿易センターの例を

種々とノーハウがあります。 また、この等圧層をカーテン

ウオールパネルと内側の精進体との聞に設ければ、外圧と

層内庄は等しいのですから、パネルには理論的に圧力がか

からないので、パネル厚さを非常に薄くできるわけです。

この工法を比較的初期に全面的に採用したのが高さ 400

米の、ニューヨークの世界貿易センターピルです。(F igl 0)

Fi gl 0. 世界貿易センターピル前庭部| この述物は独立窓で、面積も小さく、かつプレートのウォ

殴! t MI NOR U V A MA S A K I  I  
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とるまでもな く、この システムを導入する建築物の設計は、

基本計画デザイ ンにまで遡るので、百十周の最初から各関係

者が参画するときほど好結果が得られます。設計者、ゼネ

コン、下請、製造業者と区別された現在の建築生産の流通、

発注の システム上多少の障害も感ぜられますが、技術的疎

通を先行させたいものでありであります。

( まと 11 ひろし 住友ウオールシステム株式会社常務取締役)



〔住友のド内Z横軸回転窓 】|

スーパー
自 i H!.mz定 品

イコぅtlL

省エネルギーと快適な居住性に大きく貢

献するアルミサッシ E S シリーズ

- 複層ガラス入り引遣い窓 ・ブラインド内蔵横軸回転窓

・断熱竪軸回転窓 ・二重引遣い窓

・断熱横軸回転窓

口断熱効果は一般サッシに比べて 2. 5倍( 引違い窓 ) - 3. 5倍 と 実

力を発揮します 。

口アルミ押出形材と合成樹脂とで一体化した複合断熱形材を使

用していますので結露しません。

φ J I S表示許可工場、優良住宅部品 ( B L ) 認定

。 住 友 ウ 叫 る ヌ デb 械 式 会 位

本 社 〒101 東京都千代田区神田美土代町 l 番地( 住友商事美土代ピル)

T EL  03 (294)  8511 ( 大代表)

大 阪 支 社 干541 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14(住友生命南本町 ピル)

T E L  06(  252)  1881 (代 表 )
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企画 日本建築協会

建築技術選書

基礎と地盤の手ほどき P C建築の話

思わぬ事故や失敗を防ぐために，

(第15巻1A  5 ・160頁 ・1000円

MA I 建築締造研究所代表
下 伊 豆 隆 一 著 !

基礎事項から実際の設言村列まで， 易 し く 解 説
登かな経験と情熱を傾けて，プレストレストコンクリート

の魅力の全てをこの一冊にまとめた格好の入門書 P C を

( 第17巻l A 5 ・144頁 ・1000円
生かした数々の建築とその椛造計画を，はり・トラス ・アーチ ・

中堀ソイルコーナ一代表
中 堀 和 英 著

絡 子 ば り な ど16の構造形式ごとに図・写真を駆使して紹介

〈主要項目 〉
5 地 盤 の 講 査 調 査 の 目 的 調 査 の 手 順

1 地盤のあらまし 地 盤 と 建 築 基 礎 地 試掘とオーガーボーリング サウンデイ

石垣と石積壁
l 盤の成り立ち 地盤 の 分 類 ン グ ボ ー リ ン グ 標 準 貫 入 試 験 etc

2 失敗や事故の諸形態 周辺地盤の破壊 6 基 礎 の 設 計 考え方 支持カの計算

基 礎 の 不 同 沈 下 杭 基 礎 の 事 故 造 成 宅 沈 下 の 検 討 杭 基 礎 の 設 計 擁 壁 土 庄

t也 の 事 故 掘 削 に よ る 事 故 施 設 の 変 状 集 中 荷 重 に よ る 土 庄 斜 面 の 安 定 計 算

( 第16巻1 A  5 ・160頁 ・1000円

3 基 礎 の た め の 土 質 工 学 土 の 分 類 土 7 基 礎 の 施 工 根 切 り 掘 削 と 土 留 工 杭

のm造 や 構 成 地 中 応 力 の 分 布 土 の せ 基 礎 フ ー チ ン グ 基 礎 擁 壁 地 盤 改 良

大林組建築設計管理部長 窪田 祐 著

ん断託金の状態表示 土 の 圧 縮 8 実施例 切・盛土の両方にまたがった 地方を歩くと紫朴に築かれた石垣の美しさが印象深い す

4 基礎のための水理工学 地下水の存在 木 造 住 宅 の 基 礎 石 油 タ ン ク の 地 盤 改 良 ばらしい石垣の伝統を現代に生かすために，建築関係者が

透 水 係 数 浮 力 水中での土被り圧力 杭 先 地 銀 応 力 分 布 の 計 算 例 著 し く 傾 斜 知っておくべき知識を，デザインを中心に約 300 枚 の 図 ・

浸透圧力 進行性のパイピング した土層における基礎( 設計変更例) etc 写真によってずばり示す唯一の手引き答

〈目録進呈〉
学 芸 出 版 社 京 都 市 下 京 区 木 津 屋 橋 通 翻 闘 入 f t 075 ・343 ・0811

ｾ＠ r建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ

パ ッ ク ナ ン バー が そ ろ っ て お り ま す 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06- 231- 9648) お 申 し 込 み 下 さ い 。 パ ッ ク ナ ン バ ー は す べ て ￥ 650

で 、 す 。 な お 、 郵 送 料 は 実 質 い た だ き ま す 。 年 間 購 読 ( 12冊 ￥ 9，900 ・送 料 当 方 負 担 ) の お 申 し 込 み も 応 じ ま す 。
本印は欠号

巻

昭和48年( 54t 長) 昭和49年( 句集) 昭和50年 (56集) 昭和51年 (57集) 昭和52年 (58集) 昭和53年 (59集) 昭和54年 (60集) 昭和55年 (61集

号

証 言 '76一 建 築

*  
デザインの動向一

*  

80年代のづi都市く と建

l  建 築 教 育 歴 史 的 環 境 保 全 図 型F 館

デ ザ イ ン の 動 向

デザインの動全向一

新旧のコントラスト 転 換 期 の 再 開 発

歴築ーまち りの

部 分 と 体 史と展望

2  

泉北ニュータウン 日 月 白 の 建 築 は

東 海 の 新 建 築

建 築 基 礎 椛 造 兵庫県ーその風土

水

大 阪 南 港 今後の省エネルギーヂ

のコミュニティ施設 ど う な る か の 問 題 点 と 建 築 ・ 建 築 界 ポ ー ト タ ウ ン の趨勢/ 建築金物

大 阪 大 林 *  *  年日本記建念号築協・会ニωュ周ー 医療施設一病院建
品安所近井作建の品銀築集行設建計築事務/  

3  保 養 所 作 品 イ ン テ リ ア 医 療 姥 設 商 業 空 間

ピ ル デ イ ン グ
タ ウ ン の 管 理

築と情報システム

既 成 市 街 地 の 住 P C板を使用した コンクリと方ー行トの品導 コ ン ク リ ー ト

4  レ ジ ャ ー と 施 設

宅地豊富備の方策 工 業 化 住 宅

床 工 法 と 材 料 質管理 政指 外 壁 塗 装 材 料

の ひ び わ れ

住 宅 の 耐 久 性

の 向

5  

大 阪 国 際 北摂ニュータウン

社 会 ・建 築 ・ 法 建 築 防 災 と 法 日 影 規 制l と 法 電 波 隊 警 と 建 築 日 盟 主 規 制 行 政 と 法 規

ピ Jレ デ ィ ン グ 計 画 (予定)

6  

老 人 建 築 生 産 と 流 通

都市の舟鋭と施設 市 街 地 整 備 身 隊 者 施 設

組 合 方 式 に よ る ホ テ ル 建 築 と 者[1市景観とアニメ

コ ミ ュ ニ テ ィ 機 摘 の 変 容
集 合 住 宅 計 画 情 報 シ ス テ ム ニティ ( 予定)

7  

住 宅 一 建 築 家 ピ ル の 省本 建築とプレス卜レ

工 湯 建 築 と 3貫徹 照 明 設 倫 住 宅 設 備 農 村 施 設 の 変 貌

屋 内 体 育 施 設 の

の す ま い エ ネ ル ギ 化 ストコンクリー卜
設 備 {予定)

*  
高層プレハプ住宅 生活排水処理施設 鉄 骨 構 造 の

埋造と芦立問屋地題浜一にを大お例阪けと南るし梅港て

建物の終局強度の

8  環新用途地域措IJ 境と

の 構 造 設 計 の あ り 方 ジ ョ イ ン 卜

新 し い 耐 震 設 計

検 討

*  *  *  
日 本 住 宅 公 団 C  A  D  設 計

9  構 造 と 施 工 み ど り 人間環境としての 集 住 f本 の

と 建 築 作 品 と コ ン ピ ュ ー タ

庄内のまちづくり

タ ー ミ ナ ル ハ ー ド と ソ フ ト

*  
騒 音 対 策 と 結 露 防 止 対 策 ミニ乱開発から

*  
80 年 代 の

10  仕 上 と 材 料

屋敗恨例防と水そ工事対の 防 音 材 料 と 断 熱 材 料 計画的ミニ開発へ

鍛 号

イ ン テ リ ア

失 の 策

11 

第 20 図 第 21  回 第 22 回 第 23 回 建 築 に お け る 第 25 回 第 26 回

青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 省 エ ネ ル ギ ー 化 青 年 技 術 者 苛 年 技 術 者

*  ピル防災に関す2る2  *  
第 24 回

12  ヨ ー ロ ッ ノ f の
集 合 住 宅 の 設 備

設備築 か ら み た
ピ ル 環 境 建設業の労務! j }M

ま ち づ く り

12 

建 の 問 題 点

青 年 技 術 者

5 0  



日本建築協会

月間の動き

昭和55年 2 月分

通 常
A .  

コ.，.総

28日 511寺- 5 時半 於会館集会室

出席者塚本、足立正副会長ほか12名

議事 (1) 監事 l 名選挙の件

(2) 本部所属評議員お名選挙のf牛( 任期 2 年)

(3) 補選本部所属評議員1名選挙の{ 牛( 任期1年)

(4)  役員重f壬承認の件

(5) 細則一部改正の件( 会費の改正)

理 事
A .  

=  

28日 3 時半 - 5 時 於会館集会室

出席者 塚本会長、福田 ・足立各副会長ほか 15名

議事 (1) 定時評議員会開催の件

(2) 創立63周年記念日の件

(3) 寄附金受領に閲する件

(4) 建築技術選舎頒布促進の件

(5) 会員倍加に関する f牛

(6) 叙勲候補者推せんの件

(7) 昭和55年予算審議の{ 牛

(8) 入退会者象認の{ 牛

(9) 報告事項

A .  

コE 委 員

A .  

=  
勢

7 日 3 時 - 5時半 於会館 3 階会議室

出席者市川委員長ほか 4 名

議事 ( 1 ) 新入会員の勧誘について

(2) そのほか

出 版 委 員

A .  

=  

委員会

1 日 4 時 - 6 時半 於会館集会室

出席者小林委員長ほか 4 名

議事 ( 1 ) 編集中の技術選舎報告

(2) 販売状況報告

(3) 新しい企画について

(4) 次年度委員 ・そのほか

事 業 委 員
A .  

コE

広報小委員会 P R分科会

4 日 6 時- 9 時半 於会館 3 階会議室

出席者奥村、片岡両幹事ほか 4 名

議事 (1) 第46回展示写真「吹田市、高槻市両国鉄駅前

市街地再開発事業」の展示について

(2) 第47回以降の展示作品について

若い会員の集い次年度企画合同分科会

7 日 6 時半 - 10時 於会館集会室

出席者大隅、森岡主査ほか 9 名

議事 (1) r伝統工芸を見る」の企画について

(2) r建築家のためのミみどり" 学習会」の企画に

ついて

見学会打合

12日 10時半 - 12時 於竹中工務庖

出席者 島田副委員長、高島委員ほか l 名

殺事姫路市庁舎その他の見学企画について

若い会員の集い「みどり学習会」現地下調査

23日 9時- 19時

出席者森岡主笠ほか 3 名

均所 (1) 神戸市森林組物園( 神戸市奥再度山)

(2) 兵庫県播/U中央公園( 兵庫県加束郡滝野町)

(3) 兵庫県フラワーセンター( 兵庫県加西市)

編 集 委 員

A .  

コE

銀行特集打合

4 日 正午 - 3時半 於会館集会室

出席者 稲垣委員、山元委員

議事 3 月号「銀行特集」掲載用銀行建築作品の選定と

掲載の打ち合わせ

作品作風小委員会

6 日 5時 - 71時45分 於会館集会室

出席者奈良委員ほか 2 名

議事 (1) 3 月以降作品 P R 状況

(2) 新建築調査表作品選定

(3)  そのほか

銀行特集打合

13日 l 時- 2 時半 於会館編集室

出席者 山元委員、桑原特別幹

1車ヰE ミ最近の銀行建築作品" 縄敏の打ち合わせ

設備会科会

14日 6 時 - 8時 於会館 3 際会議室

出席者河津幹事ほか 3 名

議事 (1) r越築と社会 j 7 月号設備特集の企画

(特集テーマの選定とその具体化)

(2) 委員交代の件

編集委員会・広告企画小委員会合同委員会

15日 4時 - 6 時半 於会館集会室

出席者 前川委員長、渡辺 ・片倉各副委員長ほか3名

議事 (1)  3 月号= 最近の銀行建築特集経過報告

= 安弁建築設計事務所作品集経過報告

(2) 4 月号= 住宅の耐久性特集経過報告

(3) 5 月号= 行政と法規特集経過報告

(4) 6 月号= 都市公観とアメニティ特集幹事会案

(5)  7 月号以降特集の件

(6) 投稿欄小委員会、作品作風小委員会報告

(7) 広告企画小委口会報告と広告収集状況

(8) 次年度委員会について

(9) 収支状況

。同そのほか

教 委 員

A .  

=  
育

委員会

5 日 5時半 - 7 時半 於会館集会室

出席者 多胡委員長、佐々木斎藤副委員長ほか9名

級事 (1) 本年度の事業報告

(2) 次年度の企画について

(3) 次年度委員の編成について

(4) その他

講習会小委員会

26日 5時半 - 7 時半 於会館集会室

出席者 佐々木副委員長、三木・藤野幹事ほか 4 名

議事 ＨＱＩ総築技術選 ｾｴ 講座シリーズ第 Ｕ 回企画につ

いて

(2) 同 上 第6 回以降の企画について

(3) そのほか

住 宅 委 員
A .  

=  

委員会

13日 51時50分- 7 時 於会館集会室

出席者 小西委員長ほか10名

殺事 (1) 第16回よろず相談住宅展の{ 牛

(2) 住宅委員相談コーナー当番表

法 規 委 員
A .  

=  

委員会

14日 31時- 5 時 於会館集会室

出席者 岡本委日長ほか 8 名

議事 (1) 法令アンケート 前文について

(2) 行政と法規特集について

(3) 行政座談会の再検討について

(4 ) 次年度委員について

建 材 委 員
A .  

=  

委員会

29日 4 時 - 6 1時 於会館集会室

出席者 山田、牧田正副委員長ほか 8 名、 花王石け

ん 側 3 名

議事 (1)  コンクリート高流動化剤について( 第 2 回)

(2)  今後のメインテーマ及び新建材紹介コーナー

(3) 来年度の委員について

若 い 会 員 の 集 い

都市住宅を考える (4)

明治の香りを残すまちづくりと古都のタウンハウス

(北大路高野住宅) を見る

2 日 2 時 - 5 時

参加者 35名

講師 日本住宅公団関西支社 ｊｾ［ｴｴ 宮 ￟

設計ｾ［ ー 謀長高木 登氏

見 学 t ‘  

=  

灘の清酒 ・菊正宗嘉宝蔵と !e念館の見学

13日 1時40分 - 4 時

参加者 26名

当 日 の 説 明 者 延 本 章 氏 、 酒 井 正 夫 氏 ( 菊 正 宗

酒造側)

徳田郵政互助会ビル新築工事の見学会

22日 2 時 - 411寺

参加者 32名

設計監理側安弁建築設計事務所

施 工互興建設( 紛

。潟 1湯 池 組

' 日の説明者

( 1 ) 松山 新氏{ 安井建築設計事務所設計主任)

(2)  西村克也氏( 鴻池組大阪本底作業所長)

住
宅 展

第16回よろず相続住宅展

主催 日本建築協会 ・大阪建築防災センター共催

自 21日 至 26日 ( 6 日fIl l)

於大丸百貨庖南館 7 階催場

相談件数 374 件

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

12日 8 時半 - 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 74名 ，

当日はバレエ( 洋舞) と婦人| 問題評論家 ・伊地知優子

氏より「外地兄Illl 録 j ( スライド併用) をテー 7 にお話を

伺 った。

] 1 [  

〔個人会員 4 名〕

井 上 村1七自11 加 藤 武 範 熊 本 愛 品

粉 川 憲 史
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地吾三，芝

山 I . J -...... 巳F こコ
総合天井システム況千部 |  

奥村

52 

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、J 、AL TS工法、は当社独自の

照明灯ユニットおよびアルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの段備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド B O Xなどの取り付けも可能| こした多機能を誇っております。 ( PAT. 6件)

呉術株式皇社 ij

沖 縄

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 醤 ア 号

東 京 都 港 区 新 情4丁 目2香 第29森 ピ ル

福 岡 市 縛 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 1 番 6 号

仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 第1広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 覇 市 登 川 1 1 9番 地

干 530 篭 信(06) 312- 4131附

〒105 電 話(03) 437- 3361附

〒 ＸＱＲ 電話 ＨＰＹＲＩＲＹＱＭＰＴＵｾｾ

〒451 電 話( 052) 522- 543邸側

干 980 電 話(0222) 65- 656邸内

〒900 電 話(0988) 53-685α 仰

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和 ビル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 腐 大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031 - 4  

倉 庫 神戸市主主合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

テトカッパー防水

• 防水専業の研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水府です.

この防水層は ( 一 層 防 水) 地工するだけで、防水は完鐙です.

v:!J .定変化に伸びがなく、柔軟性におみ、画1 1 ' 1堂、耐薬品位にI I ! れ、腐蝕しません.

コーパータイト 新工法

カッパー防水帯 オクロン防水務 プレノテク卜吹付工法

選参

奥山化工業株式舎社

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8 - 4- 9 電話 03 ( 571)  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電話 06 (391)  1081 - 2  

崎玉営業所埼玉県桶川市東1- 6- 10 電館 0487(74) 2845 - 6

厚木出張所 神奈川県厚木市金田字音畑259 電話 0462 (21 )  6092 

名古昆出張所名古屋市南区若草町33 11t阪 052 (811 )  3660 

九州出張所佐賀県鶴宮町 電話 0952 (47)  2945 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区両谷町1- 12 日生ピル f t  ( 943)6571代 表

東京・償j兵・盛岡 ・郡山・水戸 ・浜松 ・岡崎・名古屋 ・富山 ・大 i掌・京都 ・堺・神戸 ・広島 ・福岡他全国主要都市



空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

令 25期目玉業社

本 社東京都港区浜松町 ト 25- 7  電話 (434) 6171 ( 大代)

大阪支社大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2 2 7  1  ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・繊 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震災詞汚禁処童設計地工

委 〈 去 五 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局715l ( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 邸5&1局4944( 代 )

神 戸 市 生 図 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8 9 2  

電 気 ・ 空 関 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市丙I弐江戸線 l 丁目 10番17丹 〒550 ｾ， ｬ 再 ＨＴＴＱ )8231 

本 社東点' 1 i ! l 中央区銀座 2 丁目 2 嘗 17号 〒 104 電J活(535)5251 

支 社 大阪・東京・名古原

支 庖 札幌・仙台 ・令i R. 広島・傾間

営禦所 新潟・x . 思・岡山 i高松 . ｲＡｾ 本

出ｾ所 帯広ＮｽＧｦ森・秋田・盛岡・前編・千築・繍浜・静岡

富山・稲井・豊閏・京郎 ・神戸 . i車山 鹿児島 那 翁

海外支底 シンガポール

空 気 調 和 訟 イ 鵬 首， 環 境 衛 生 絡 G

給 排 水 ・衛 生 水 道 A A  荷 役 遺骨般 機 械

電 気 政 側 ， - 主 一

"'" .，.・・・・司F 鉱 山 機 械厨 房 e 、

三 機 工 策 室 主 大 阪 支 唐

取締役社長 各 務 節

大阪支底長 稲 畠 和 治

大 阪 市 東 区 北 浜 2 T 目 2 2 喬 地 電 話 大 阪 ( 202) 代 翌 日071

本 府 東 京 ー日 比 谷 ・ 三 僧 ピ ル

支 唐 名 古 屋 、 緬 問 . 札・t 広 島 、 仙 台 、 北 陸

出 悩 所 欄 浜 . 高 絵、 静 岡 、 費 問、 岡 山 、 金 沢

. 給生井水衛生 ・冷暖房

・空気調和股傭 ・その他管工事一切の訟計. . 工

⑮ 斎 え Z 業 株 式 会 社

本 社東京郁千代田区大手町2- 6-2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) ー7411側

大 阪 支 社 大 飯 市1北t 区中之島4- 2- 3潟8 電話 0ω6- (“443幻)5ω04制 側

支 庖 札 幌 . 岡 山

営. 所仙台・千. ・名古屋・金沢・高松・広島・ 4園間

出 廻 所 福 井 ・ 倉 愈 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

⑩三建設備工業ヰ結審枇

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本僑械設町ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 峡 ・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 闘 和 ・ 衛 生 設 備 股 計 施 工

。

本
m

T

1式会社
--
-

晃 空 調

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363ー1371

東京邸新宿区西新宿 新宿住友ビル 包訴 03- 344- 1911 

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 屯，1r. 06- 363- 1371 

名 古 屋 市 中 村 区 下笹島町 11 - 2  'ot!:，t初 52- 581 - 8571 

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号' i 1! . uf;0822- 47 - 4535 

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 従，1/; 092ー761 - 3795 

仙台・償1兵・福井・京都・神戸・松江・高松・沖縄
出 張 所

re1 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

6 ヨ面白 よりよき環境へ技術で挑む一 一

す 株式会社精i Jf

本 社 大阪市南区瓦屋町 3 番丁681創出( オートセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 灰 九 段 南2 丁目 2 番 5号( 九段ピJレ8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピ Jレ)

電話 (06 )  34.  - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本僑本石町4- 2(三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・広 島 ・札 械 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

。iFZ1壬業LTFZP17fさ
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商昂は字三ごすo ¥ '  r-
掴 聞 熱 と空気のエ ンジニア1 ーー-

F  大気扇土

2- ¥_ _ _ / : 粧品問註

空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬送機設備

給排水衛生 可丈Y 設 計 施 工

第ーエ索株式会社

大阪支庖

暖 ・冷 房 ・空 気温 湿 度 調 整 装 置

回高

設 計 施 工

fi!!: 
套拘

ｾ＠

ー←

大阪支1高 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 図 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

r - 町細目剛由ーコ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 熊 工 総 織 豆 電 舎 極 大 阪 安 信

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京続中央区京僑 2 丁 目 9 T  E  L ( 562)  1 3 5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

空 気 " 和 ・ 衛 生 段 働 大阪ガス指定工事会社

tt 肘，_エ

ガスtt 備・ガス住宅段備 大阪ガスtt ・. . 特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 寸 ト 12 電話 06- 313- 1846

ｊ ｚＦ 孟Ｚｾ 大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 電話 06 - 313ー 1846

Z  JE  tE ZEZP 枚方市甲斐団東町 9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

設 備 部 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313- 1846

繁田容薗努 枚方市甲斐国東町 9 番 3 号 電話0720ー 49- 2128

給 ・排水・衛生・消火・暖冷房設備

お お 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電E重大阪 ( 4S8) 3S31番

支庖 ・営業所 福岡・京都 ・広島 ・天理 ・川 西

空調・衛生 ・防 災 設 備 設 計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

棋士及京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 回 町 2 0 番 地 の 1

包 括 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専 用 (691) 1045 

大 阪 支 l苫 大阪市北区天渦 1- 5- 20 電路( 06 ) 352- 3501(，代)

三 軍 支 庖 i ' l t 市 栄 町 2 - 1  1  1  1Il: n舌( 0592) 26- 361αtt)

四日市営難所 四 日 市 市 西 末 広 町 電結( 0593) 53- 743l( 代)

滋 賀 営 業 所 大 治 市打 出浜 13 - 15 電話( 0775) 2 2 - 9738( 代)

名古屋営難所 名古屋市中川区百船町 電話( 052) 363- 068l( 代)

(1"". 
2舎町震S 朝 彦

キ電・司. . ，. ，

圃圃圃ＱＱＺＮＮ，Ｎ‘ ， ｾ ， ｕ Ｚｬ，Ｂ

③同掛主護婦持

@平曲互業株式会社

大阪市西区江戸混 1- 22- 7 T E L (441 1附 1994・( 443)附0331

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工

⑫山田工諸積書= * 2 :

材上高L管工事事車部 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6  - 8  電 lli 06(443)8161(大代表)

環境 装 置 事 業 部 大 阪 市 淀 川 区 三 湾 屋 市 1 - 1  - 3 5 電話 06(308) 1491  ( 代表)

東 京 支 底 東 京 郎 江 東 区亀戸 1- 8- 4  ( 由回ピル) 電! / i 03(683)8421(代 表 )

名 古 屋 支 庖 名古庖市中区栄 2- 16- 13(京極ピル) 電話052(202)OO77(代 表 )

福 岡 支 底 福岡市博$ 区樽多駅東2-4- 30(いわきピル} 電話092(451)3456

出 狼 所 神 戸 松 山



電 気 設 備 ⑤

陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 烏 3 - 2  - 4  倒 日 ビ

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 }

郎 市 右 S京 区 西 痕 甑 4 t 野 町 2 1  

T E L 京 高s 075 ( 3 1  1 )  1  1 8 5  (11: )  

市 中 央 区 蓮 院 1 - 1 4 - 8

T E L  悩 I司 ω2 ( 7 7 1 ) 6 1 6 8  

電 気 股 備 の 頁

社
A

Q

E

 

設 計 施 工

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

ーを

回L吹

静、

本

事司士宮首割陣所

京書官曾咽陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1-1 東 阪 急 ビ ル T Eし06- 31 3- 1  10 1  

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原菜取締役社長

制 問縄 問 出 損 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

常務取締役支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高厩僑五丁目 二八 番地 電話大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

盟
，、.

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 (金ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 矯 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671 ) 1  4  7  8  ( 代 }

川 崎 ・ 相 | 筏 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一ー

一

株 式 会 社

社

底

出 張 所

本

支

電気・計装・空調工事設計施工

A  

電気・暖冷房・空間エ.1笠智十施工

�ｾ ト圃気工ＺＮ［］Ｎ［二戸 ｊ レヲ勝式 Ｘ Ｑｴ

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了 自 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 ( 代)

東京・神戸・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札 帆 - 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京 都 高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜・福岡・沖縄

?法ュ

1 0  氷
取締役社長

社

支 1苫

事 業 所

本

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  (: 堂ビル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  5  ( ニュー新僑ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 熊 本

社

ro 

与t

底

底支

支

本

神 戸営 業所

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

総 合 設 備 工 事 〈設 計 ・ 施 行〉

電気・アンテナ ・送電線・プラント・計裟 ・空 調 ・土木・建築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田
取締役社長

ネ士本

fl i) 

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06)  452- 1151 (大代)

東 京 ・名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・ 福岡

四キ本取締役社長

本土本

営業所
事業所

⑮日本写植印刷株式会社

@明

BoardふSlateStandard 

義

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 骨 06 (692)  1111代

干892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビル 骨0992 (26) 4371 

〒708 遠山市大手町8番5号 機範庖会館 ， ω682 (4)  1771 

干蜘南風原村兼綴沖縄印刷団地雷捌 8 (55) 61∞ 

者日田神代表取締役

本 社

日本写値セン合一

津山写植セン: ) 1 -

沖縄写植セン: ) 1 -

事宵

罵 本 反フ タ パ
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タ イ ル 工 事 施 工

⑪: = 11) 滞 家 濠 歳 月S

司区 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13 - 33( 組 本 町パ ス{ 事前)

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 ・550

建段省既定の妨火材料

ソリジットスタイン 基材問等 o  0  0  3号

ヱ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o 0  0  3 骨

エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 o0  0  4 号

社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 電話 (06 ) 702一7814- 7  

東 京 事 集 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

吾1・日 J [ I ::J ｾ ご オ

株式会祉J l l Jl I商 庖

大 阪 営 難 所 〒 5 3 1 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 南 1 - 1  - 1 6  

T E L  0 6 - 4 5 8 - 1 8 7 2 - 6  

本 社 干 1 0 5 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 0 ー 1

T E L  0 3 - 5 0 3 - 5 3  0 1  f t  

東 京 営 集 所 干 1 5 0 東 京 観 渋 谷 区 松 潟 2 ー 1 8 - 2  

T E L  0 3 - 4 6 5 - 8 6 1  1 f t  

札 幌 出 張 所 〒0 6 4 札幌市中央区南十回象西6 行啓グランドハイツ9 0 5号

T E L  0 1 1 - 5 1 2 - 7 6 8 9  

割《サンケークロス

J' I 島 株 式 舎 称

本 社 東 京 郎 中 央 区 日 本 編 小 伝 喝 開 T l - 4 0 T E  L ( 03) 663- 3371 

大 阪 支 唐 大 阪 市 平 野 区 背 戸 口 2 - 14ー14 T  E  L  ( 06) 702- 8102 

支 唐 名 古 屋 ( 052) 932- 1381 札 幌 ( 011) 741 - 3721  

広 島 ( 0822) 93- 4676 

I@ 
1( 1/ ツ 壁 装 材

光 建 産 業 株 式 会 社

56 

本 社 〒141 東 京 郎 品 川 区 西 五反 田 2- 34- 4 T E L  03- 492ー 7341

東 京 支 庖 〒 143 東 京 郎 大 田 区平和 島 6 ー 1 - 1  T E L  03ー 767- 3411

物 流 ピ J レA 棟 A E 5ー 1

大阪支J i 5 干 538 大 阪 市 鶴 見 区 茨 田 大 宮 町301- 1 T E L  06- 913 - 1031 

別注壁紙( クロス) 御相談は

シマクロスで

司令 L マクロス株式会社

〒550 大 阪 市 西 区 本 田 3 丁目 2 - 1 8

T  E  L .  ( 0 6 )  5  8  1  - 7 4 6  1  ｾ＠ 5  

直話語調E 諸事翫畠事彊回- = -

ｅ ＺｴＮＭｉＺｾ祖・・・・ ｭ ・・・・ Ｘ ・

E 際 置 掴. .  司

(壁 用 ・ 床 用)

(ボード類直貼り接着材)

(土質安定用石膏)

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

大 阪 本 社 〒53 0 大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 4 - 1 7  

関 西 営 業 所 T E L  0 6 ( 3 4 4 ) 6 5 2 6  

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 唐

大 阪 支J吉

大阪市東区高F軍備 2 丁目 9 野村ビル5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

をきら った ( 誕 生 ) ア ダ ル ト 感 覚

Cアースウェイブカーテン t

: ラグジュアリーカーペット E

由 時 フ ェ ア ト ン 株 式会社

〒540・大阪市東区鎗屋町1丁目34番地・ヤ リヤマチ ピル

T E L 前 (943) 6 4 8 1  ( 代)

更に充実の

**- ' 7D X冨 = 3集新発売. ゲ

見 本 I憾 御 入 用 の 節 は 御 一 報下 さ い

守 主 君 定 額 臨 白 書 佳 大 阪 支 庖

悶ヨコ
〒 564 欧 田 市 広 芝 町 13 - 31 

T  E  L  06( 386)  6  5  1  1  ( 代 )

本 社 ・壁 装 館 干 160 東 京 都 新 宿 区 新 街 2 - 8 - 1

T  E  L  03 ( 354)  2  6  4  1  ( 代)

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております 。

株式会社ブフ工テキスタイ)l ノ大阪支庖

〒541 大阪市東区平野町 3 - 6 - 1

平野町センチュリーピル

特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一- - ・袈楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

図司Ｈ株Ｉ踊 Ｐ ヨコ ｾｄ ＺＲ



日東工業( 株)

本社・大阪 ( 0 6 ) 2 6 4 - 1 0 0 0  (代)

京( 0 3  ) 6 6 2- 2 8 7 1  ( f屯)

基礎杭と土留のコ、

・名古屋 (0 5 2 ) 9 5  1  - 7  1  6 5  (代)

工場・大阪・奈良・千葉・徳島・島根

営 業 種 目

・防 水 工 事 皇室布 防 水 ・シート防木 ・モルタ J レl潟水

・ 樹 脂 注 入 媛着 工 法 ｦ 宇佐術 Ｑｉ 日法 人 犠打 ｩ ｬＡ ｬ 修 ｌＧｬｾ

・ 亀 裂 繍 修 工 事 件 傾 倒1m; .主人 ・ブelllt . コーキング

・シ ー リ ン ク 工 事 シリコン ーチオコール ・ウレタン ・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アク リJ レ・リ シン ・州怜タイル・そ の 他

<>建 設 業 許 可 大 阪 府 知 仏i午"f (般 - 5 3 ) 抗 51225 }) 

<>日本シ ー リ ン グ 工 事 業 協 会 々 員

大阪市北区末広岡T 3 - 2 1 ｉ ＮｉＮＮｉｌ｜ 比三ｴＺＮｾ串 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮτＱ 主

h以l.荊利訓剥削1I地也} 所.苛庁刷刷I.)i川1，)15州i

T E L  0 6( 3 15)川01川0 1 、刊""勺， .  . .  .，..... ｾｾＮＮ，Ｎ、置 ｮ 司、ＢＣ .  

子二. J OC S A T"ニ. . 011:1-，ニJ ト

セキサンパイル ( s M .A C. P C. R C)  

カネライトフォーム. A L C.鋼キオ

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代ぷ収締役浩. 岡 j告

本 社 〒 629- 31 ｊ ［Ｇ 郎府竹野 ｾｲｲｬ 網里子町下網野
T  E  L  ( 07727)2 - 2  2 2 0  ( 代)

舞 鶴 日 業 所 〒624 舞 鶴 市 制 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76- 0133( 代 )

"' ti 固

守、川 ， ｾｃ ｾｌ

S 日i l d: ' 主

a. ..i.長 2・F 圃 {・4、

z母語;z
ｯ［ ｾ＠ ｾ ［ 、ト

"'0。

膨張材 J I l 聖書目工クスパン

防銅ラヌＮＮ，Ｎｾｾ

Jfl 野田セメント様式盆紅

本 音li 東京都江東区豊洲 1- 1  - 7  T E L  5 31-4111 

大阪支庖 大阪市北区梅田 1 - 8  - 1 7  T E L  341- 8331 

支 庖 杓悦・仙台・東京・名古屋・大阪・高松・広島 ・福岡

製造元 日 曹 マ ス ヲ ー ピJ a.. 9'!. 弐 株 式 会 員

販売元 ｮＺモ ｊ ・モ Ｓ コＱｦＮＮＺｊｾ雇主務象事宅三零歳主

本 社 / 東 京 師 港 区 六 本 本 3 - 1 6 - 2 6 雷 03-582-8811

大阪'M"業所/ 大阪市東区北浜 3 - 7 骨 06- 202- 3294 

⑤ ｾ｟｜｜ＯＺｳＨＮＭ 樹党の断熱用シｾ人
Ｑ る〓 • • .... J -d{み

目立/¥' 1イチ11ーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の鮎り合わせ技術で積層した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

自 主 電 線 株 式 曾 社 利融都千代田区加内2 T E l 1番2雪( 干代田ピル)

デンカC S Aファミリー製品

・子二J OCSA……・・・……・・・……・・コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

. 7. 1ニJ O弓ヌヨニJ …・・……・… ……・… 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト! 日無収縮材)

・子ニ ｊｏ 司 ｆｾ 一千吻 ｉｊｾＢ ……………・コンクリート躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修用 急硬セメント )

・子二J OES … … … … … … … … … … 一地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

.7.，二J or J OOO・……………… ……・ コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

株 式 会 社 ト

、
コ

T E L  滋 賀 ・ 守 山 ( 0 7 7 5 8 ) 3 - 2 3 8 1
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建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

i簡に芯i : : : : J . . . . t:

- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

‘
へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL
<> 

朝関重

. 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト jj 自信

( 法定防火材 ・建 設 省 認 定 ・基 材 同 等 第 0003号)

⑧ jT55里郡王警東)

明 石 支 底 〒673 明石市西新町 2 - 12- 14 倉 078( 922) 0007 (代)

高槻 営 業 所 干 569 高槻市宮閏町 2 - 1  - 29 ' A' 0726 ( 96)  2889 

中 国 営 業 所 〒 742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

公 08202( 2) 5211 

品 建 築 技 術

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修.

昭 和55年 -

N0 . 3 4 5  5 月号の内容 特 価 ￥1 ，2 0 0

〔特集/ 内外装の損傷 と補修 II J

・ 浮 き ・は がれ・属医粍

張 石 ・ モ J レタ J レ ・吹 付 仕 上 材 ・ 塗 料 ・ ク ロ ス そ の 他 内 外 装 材 の 浮 き 、

は が れ 損 傷 の ほ か 、 床 仕 上 材 料 の 浮 き 、 は が れ 、 摩 耗 等 の 補 修 正P例 20

f牛 余 り を あ つ め ま し た 。

・ 腐 食 ・腐 朽 ・虫害

サ ッ シ や カ ー テ ン ウ ォ - ) レ の 健 食UJ 例 と 補 修 方 法 、 木 造 建 物 の モ ル タ

J レ 塗 外 壁 、 羽 田 板 、 柱 等 の 損 傷 と 補 修 、 シ ロ ア リ 等 の 虫 筈 事 例 。

・ 化学 的 作 用 に よ る劣 化

精 糖 工 場 ・製 パ ン 工 場 ・電 解 工 場 等 々 の 壁 、 床 の 化 学 的 作 用 に よ る 劣

化 事 例 と補 修 方 法 、 日 本 全 国 の 温 泉 地別 建 物 内 外 装 材 の 劣化 事 例 と補

修 方 法 の ほ か 、 防食 材料 工 法 の 選 び 方 も 収 録 し ま し た 。

. 若 返 り と改 狼

よ ごれ や損 傷 で 見 苦 し く な っ た 内 外 装 の 若 返 り 仕 上 げm例 、 年 と と も

に 外観 デ ザイ ン の 陳腐 化 し た 建 物 の 改 装 例 、 取 轡サ γ シ 工 法 のE恒例 な

と.

建 築 経 済 統 計 図 表 ・フ ォ ト ニ ュ ー ス ・ト ピ ッ ク ス ・建 築 家

の 良 識 ・読 者 コ ー ナ ー ・ 海 外 の 話 題 ・建 材 の 動 向 その 他

直接購読 こ・希望の場合年間予約金 ￥ 9 ，3 6 0 (送料共)

全 図書庖 18 日一 斉 発 売 / 故 寄 りの 害 底 に ご注 文下 さい

2 ・ 担 体 生 産 技 術 の 向 上 を め ざ し て (No. 296) ・・特 価 ￥ 7 8 0

集 ・ 建 築 と 接 合 (No.299) 特 価 ￥ 1 ，3 0 0

号 ・ 住 宅 部 品 シ ス テ ム の 普 及 川303) ・ 特 価 ￥ 1，4 0 0

寒 ・ 工事 環 境 と 技 術 対 策 (No. 324) 特 価 ￥ 1，0 0 0

己 ・ 住 宅 の 遮 音 (No. 328) ・・ 一一 …  ... ... 特 価 ￥ 1，0 0 0
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|建 |築 |技 |術 |の |出 |版 |案 |内 i

専 門技 術 者 の た め の

建 築 構 造 問 題 快 答集 責 同 編 集部 編

A  5 判・ 430頁 ・ ￥ 3 ，800( 送 料 ￥ 200)

固と手で確カ、め た 水 と 土 の 記録

最 新 場 所 打 ち く い 工 法 北 中 克 己 著

A  5 判・ 325頁 ・￥3 ，500(送 料 ￥ 200)

設 計 者 と 現 場 マ ン の た め の

溶 接 読 本 井 上 博著

B  5 変 型 判 ・149頁 ・￥2 ，900(送 料 ￥ 200)

納まりやす く施工しやすい配筋の指導書

配 筋 読 本 井 上 博 北 小 路 宏 共 著

B  5 変型判・ 162頁 ・￥3 ，200( 送 料 ￥ 200)

生 活環 境造り に好 個 の 設 計 資 料

住 宅 団 地 の 進 国 施 設 ;中中 健 箸

B  5 判・ 114頁 ・￥ 1，600( 送 料 ￥ 200)

快 適 な 住 環 境 を 造 成 す る た め の 技 術 資 料

住 宅 団 地 の 土 木 設 計 小 池正 次 著

B  5 判 ・113頁・ ￥ 1，600(送 料 ￥ 200)

ｾ門事 ｛Ｈ｛Ｑ｝ 東京都新宿区北新宿トｬｬｉｉｬ中島ビル . .  

l 匂 有 限 会 社 建 築 技 術 |

L  振 替 口 座 東 京[l l Il ' l I r4番 宮 東 京 代 -



設備合理化に貢献する

ミ躍。u-ユトヨ山ゴ

S K- l 00S標 準 型

乙

S K型 l 層 式( 桝) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・ 実 用 新 案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 分 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 く 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリ ースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く トラ ップ・ マ ン

ホ ー ル ・受 カ ゴ ・ス ラ イ ド 板 ・ 排 水 管 ( フ レ キ シ ブル ジ ョ イ ン

ト ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 分 間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式グリ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付 費

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 J査 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き 、 ト ラ ッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お 底 の 大 き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す 。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 様 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実 績〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル / 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

膏 森 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 仙 台 タ ー ミ ナ ル ビ ル/ 新 潟 新 堀 地 下 街 / 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市/ 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パー ト/ 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル/ 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ビ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ビ ル/ 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー フ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル / 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ビ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ビ ル/ 三 富 市 街 地 再 開 発 ピ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ピ ル/ 鳥 取一 番 館/ 高 松 ワ シ ン 卜ンホテ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ビ ル/ 西 日 本 新 聞 渡 辺 ビ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

《営 業 品 目 〉

S K式グリ ー ストラップ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・ 製 作 ・ 販 売

※ カタ ログ・ 資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご一 報 中 さ い 。一一一一一一一

製 造 発 売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営難所/ 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井 ピル) f t  06 (304)  5481附

本 社/ 干 13日東京都墨 田区東駒形4- 6- 9( 和幸ピル)
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錆 び な い ノ

わ れ な い /

燃 え な い /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5 PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

、

・オリエンタルサンセラム( 5  5  )  

i皮 板 規 格 S 小 波 ・S 大 波・V 波・ボ ッ ク ス 波 ・W ジ ャ ン ポ 波 . V デ ッ キ

s v ジ ャ ン ポ 波 ・其の他

用 途 平 板 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 調 求 下 さ い

選議市 IJ I !J 9J 乱暴9J l 製造掠式会糧

大 阪 本 社 〒660 尼 崎市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ ル 包 括 大阪 (06)412- 5131( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 44 電 話 大 阪 (06)488- 1081( 代)

支 庖 及 工 場 大 阪 ・九 州 ・名 古 屋 ・ 広 ，Ch ・東条・ 刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 厳 (0484) 42- 3115( 代)

支 后 及 工 場 東 北

現場の信頼に応える ｾｉＢｉＢ＠
告 u 口

事支口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 周

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セメ ン ト 耐 寒 ・防 凍 周

コンクリ ー 卜 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シー ト防水用

ウレタ ン弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ -

2封、- 6 - ート

ヲ ｾＹＢＺＺＧ

' 1"-9' : . .  

セメ ン ド起泡・軽量 ・裏込用 %%: : : 1・，_ 1  .1  

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 ｚ ｩＢ［，Ｍｾ 修 1  I  

一一 セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ 一 一

繍翠油脂( t : 工事主

I D ' 東京榔品川区二議1ー18- 8 f t東京 (787) 1131代表

東 北 支 庖 福 島 市 下 野 寺字遠原3- 2 含 0245(91) 1131間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市大田T14 - 3 ft0298(23) 1l 3H内

盛岡営業所 岩手県盛岡市 月ケ丘3- 39 含 0196(45) 1331制

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 f t  06 (974) 1131 
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神 戸 市 三 宮 生 田 筋

画

聞

天然の御影石を、より使いやすく 、より機

青色的に、 3 ミリ- 10 ミクロンまで頼キ立4犬に

分解。 これを、超高圧加工し 、1300

0

C の高

熱で焼結させたのが人工の天然石、木曽グ

ラニット。です。

自然石の持つ懐しさ暖かさに機能性と安全

性をプラスした日東のみかげ石、木曽グラ

ニ ッ トH は豊かな街づくりにお役に立 って

おります。

特長

①御影石と同質 ・同量感。

②御影石と同等の耐 久性。

③滑らない安全仕上げ;

④施工 が容易な短工期素材。

⑤レイアウトが自由なシステム石材。

⑥経済的な価格

結晶日東建材工業

本 社 営 業 本 部物 流セ ンタ ー

岐 阜 県 土 岐 市 泉 北 山 田J 1- 1  電 話 <05725>5 - 1 17 1附

新製法の天然御影石

東 京 事 務 所 東 京 都 渋 谷 区 神 宮 前 l ー 17 - 5  ( 城 西 ビ ル )

電 話 <03> 478- 5653附

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 淀 川 区 東 中 島 町 1 - 2 0ー 19 ( 新 大 阪 ヒ カ リ ビ J レ)

電 話 <06> 325- 3551 附

金 沢 営 業 所 石 川 県 石 川 郡 里子 今 市 町 二 日 市 田J 469 

電 話 <0762> 4 6 - 633 1附
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強化。

新、長尺。

〈新発売〉

Vmiriffi 白書l i C、聞

東 京 営 業 所/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 1卜 13

f r ( 03) 866- 6101 (代) 〒 101

札 幌宮 ( 01 1)23卜 8261 名 古 屋台 ( 052)571 - 6361

青 森宮 ( 0177)42- 8202 北 陸宮( 0762)31-5741

仙 台宮 ( 0222)22- 6413 大 阪信 ( 目的 4

新 渇宮 ( 0252)65- 0261 岡 山宮 ( 0862) 26-

北関東宮 ( 0486)51 - 9721 広 島台 ( 0822)46- 9436

軍関東宮 ( 0472)56- 8801 高 松宮 ( 0878)62- 5285

横 浜世 ( 045)68ト 4835 福 岡宮 ( 092) 712- 9

静 岡宮 ( 0542) 81 - 8931 鹿児島宮 ( 0992)29- 6160

星 野宮 ( 0263)27- 1 841

ガラス繊維をはさんでい3層。抜群の寸法安定性で継ぎ目の不安をなくしました。

三星 パーマリュームIJ . 、強力塩化ピニノレl習に

無 機 質の ヵヲス繊維を積層させた 、 新 い、

ピニ ノレ床シ ー ト。このカラス繊維層 が、永年の

温度変化にも、反 ったり縮んだりせず、抜群の

寸法安定性を生む秘訣 です。

加えて、純工性 ・ 耐荷 重 性 ・ 耐薬品性 ・ 自己 ｲ ｾＧｃＧ . 晶ン' 一一 ｾｉ
¥ "  I1 

i向焔性など、床材として の基 本 的 性 能 もしっ ヤ一一一←一 一一一 一一ブ|

かり備え、 色 彩 も、 より暖か みの ある 9 色 を "  /  トー+ 一一一宇一--- !

揃えました。 " ' - 一一 . . - - / 戸東のヒ ニ レ床シ ート断百

三星，、2・' VUa・ゐ
〈規格>. ピニル床シ ー ト( J I S A - 5707) ・寸法・ 2. 0mm(J車 ) X I 84c m( 幅 ) X 1 8 m( 長) ・色数 : 9色

〈用途〉・学校・病院. 庁舎. 会館. 事務所ピル ( 一般室廊下・階段・実験室・トイレなど)

. くわしくは、お問い合わせ、または資料をお求めください。

よ層( 強力塩化ビニル層 )

中間層( ガラス 繊維膚 )

下層 ( ガラス雌維と一体化

したハラノス 層 )

三星パーマリュームの断面構造

03379- 4  雑 誌


